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１　がんゲノム予防医療プロジェクト

＜研究課題＞　1－（1）

大規模病院疫学研究を基盤とした遺伝性腫瘍のリスク群にお
ける個別化予防を志向したエビデンス創出研究

Evidence-generating research aimed at individualized 
prevention of cancers in high-risk groups with hereditary 
cancer syndromes based on a large-scale hospital-based cohort 
study

＜研究者氏名＞

所　属　部　研究所　
研究者氏名　井本逸勢
共同研究者　�田近正洋＊、原　和生、清水泰博＊、伊藤誠二、

小森康司、岩田広治＊、鈴木史朗、山口　類、 
松尾恵太郎、伊藤秀美（＊コ・リーダー）

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

目的：遺伝要因としていわゆる遺伝性腫瘍症候群の原因遺伝子
変異を含む表現型への寄与度が大きい稀なバリアントに関
して、集団内での頻度、がんの浸透率や悪性度などとの関
連、環境要因との相互作用などを明らかにすることが、ハ
イリスクグループの把握と医療やライフスタイルでの介入
による個別化予防の社会実装を可能にすることに大きく貢
献できる。しかし、国内には、どの情報を基に対象の層別
化を行いどのようなアプローチで介入することががんの重
症化や死亡の減少につがるかというがん予防のエビデンス
創出に有用な、詳細な疫学情報と疾患情報に紐付けされた
大規模ゲノムデータベースが存在しない。

本研究では、研究課題 1-2）「大規模病院疫学研究をベー
スとした環境要因・遺伝要因を用いた散発性がんの個別化
予防を志向したエビデンスの創出研究」（リーダー：松尾
恵太郎分野長）、研究課題 4-1）「愛知県のがん対策、医療
評価と将来予測のための、生活習慣情報、社会経済的情報、
医療情報の連結データベースの構築と活用」（リーダー：
伊藤秀美分野長）の 2 つのプロジェクトと共に、愛知県が
んセンター大規模病院疫学コホート（HERPACC）参加者
を対象に、病院・研究所が一体となって、遺伝性・散発性
に関わらず横断的にがん予防のエビデンス創出に資する詳
細な疫学情報と疾患情報に紐付けされた大規模ゲノムデー
タベースの基盤を構築し、研究リソースとしてシェアする
ことを目標とする。目標達成による成果をもとにそれぞれ
の個別研究が進むことで、県民だれもが、がんになりにく
く、なっても早く治せて早く社会復帰でき、健康に活躍で
きる時間を長く持てる愛知県を社会で実現することを目的
とする。

方法、進捗状況と考察：3 年目の研究項目である、これまで未
解析のがん患者コホート検体とそれに対する対照非がん者
検体の各 1,000 検体に関して、生殖細胞系列の 34 遺伝子
の標的リシーケンスを実施した。具体的には、①解析対象
症例の選択と解析用ゲノム DNA 検体の準備、②解析対象
担がん者の臨床 ･ 疫学情報の収集、③ Multiplex PCR に
よるライブラリ作成実施、④次世代シーケンサーによるラ
イブラリのシーケンス実施とデータ収集を完了し、データ
のアノテーション、キュレーションまで行なった。これま
で、リシーケンスに関しては全研究項目について予定どお
り進捗した。

ゲノムスクリーニング以外のハイリスク群抽出方法に関
する臨床的なアプローチとして、愛知県がんセンター初診
患者の問診票を用いたスクリーニングも 3 年目に入った。
2021 年度は、4528 名（2020 年 4 月 1 日 ～ 2021 年 3 月 22
日で集計）を対象に問診票情報を用いた遺伝性腫瘍疑い患
者のスクリーニングを行い、2568 人が拾い上げられ、診
療情報から遺伝カウンセリング紹介勧奨者の絞込みにより
284 名（初診患者中 6.3%、拾い上げ患者中 11.1%）が勧奨
対象者として抽出され、ほぼ予測された数（3-5%）が抽
出できていると考えられた。

成果：本研究課題と研究課題 1-2）（リーダー：松尾恵太郎分野
長）で得られる情報を基盤の一部に展開する個別研究とし
て、日本医療研究開発機構（AMED）革新的がん医療実
用化研究事業（令和 2 ～ 4 年）に、「がんリスクに対する
環境要因・遺伝要因の公衆衛生学的インパクトを評価する
大規模分子疫学研究（研究代表者：松尾恵太郎分野長）が
採択され、分担研究者として参加中である。また、本課題
に関連して、ヒト疾患で検出されたバリアントの病原性を
確定する機能解析法に関する論文を発表し、遺伝性腫瘍の
リスク評価と医学介入のガイドラインに関する国際共同研
究を進めた。

＜研究課題＞　1－（2）

大規模病院疫学研究をベースとした環境要因・遺伝要因を用
いた散発性がんの個別化予防を志向したエビデンスの創出研究

A project constructing of evidences for individualized 
cancer prevention of sporadic cancers using environmental 
and genetic information based on a large-scale hospitable-
based epidemiological research at Aichi Cancer Center.

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん予防研究分野　
研究者氏名　松尾恵太郎
共同研究者　伊藤秀美、井本逸勢、春日井由美子
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【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

（目的）

遺伝性腫瘍を除く散発性のがんの予防には、がん罹患リスク
を下げるための 1 次予防、がん死亡リスクを下げるための 2 次
予防（検診）、がん再発・副作用等の予防を目指す 3 次予防が
ある。統合的ながん予防を実践するためには、この三種類の予
防を意識した統合的な研究を実施する必要がある。

本邦におけるがん予防エビデンスは、環境情報あるいは遺伝
子情報の一方のみに基づく研究が殆どで、両者を組み合せた形
の予防エビデンスの構築には程遠い。国際的には、両者を組み
合せた予防への試みが為されている。我々は、愛知県がんセン
ター病院初診患者を対象に、網羅的に実施した疫学調査

（HERPACC）を基に、飲酒という特定の環境要因に注目し、
その遺伝的背景との組合せによる予防効果を 1 〜 3 次予防の観
点から頭頸部・食道・胃・大腸・膵臓・乳腺の診療科との連携
により追及してきた実績がある（Matsuo et al. Carcinogenesis 
2001, 2006, 2013 等）。飲酒以外のリスク要因にも同様のアプ
ローチを個別に実施している。ただし、網羅的遺伝情報と環境
要因との組み合せた検討は、まだ端緒に手を付けたのみである

（Sueta A et al.Breast Cancer Res Treat 2012, Abe M et al. J 
Cancer Res Clin Oncol 2017, Koyagani et al. Eur J Cancer 
Prev 2017）。本プロジェクトでは、HERPACC の疫学調査資料、
試料を元に大規模な分子疫学的な検討を行い、各種散発性のが
んに対する個別化予防につながるエビデンスの構築を目的とす
る。

（方法）

2001 年 〜 2013 年に実施された HERPACC 研究に基づき、
遺伝子解析、検査情報を含む臨床情報とのリンケージに関する
同意をし、且つ詳細な疫学情報の得られた 25,407 名の参加者
から選択する。うち、非がん者 13,814 名（ゲノムスキャン未
7,200 名、以下（）内は同じ）、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144
名、食道がん 659 名、膵臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（265）、
乳がん 1,217 名（200）, 肺がん 1,418 名が主たる研究の対象で
ある。また、2017 年 11 月より検体収集が開始されたキャンサー
バイオバンク愛知の参加者（2018 年 7 月より疫学情報も収集、
年 4 〜 5000 名収集見込み）も検証用の対象者として含める予
定である。バイオバンク対象者も遺伝子解析に関する同意を取
得済である。非がん対照者に関しては、各がん症例と性・年齢
等をマッチングした4,500名程度をランダムサンプリングする。
これらのデータを用い、症例対照研究を実施し、エビデンスの
構築を図る。

（進捗状況）

ゲノムスキャンの進捗に関しては、非がん者 13,814 名（7,200）
名、胃がん 1,480 名、大腸がん 1,144 名、食道がん 659 名、膵
臓がん 386 名、頭頸部がん 877 名（612）、乳がん 1,217 名（200）,
肺がん 1,418 名がスキャンを終えている。

現在、国立がん研究センター、名古屋大学、東北大学、岩手
医科大学、京都大学との連携により、日本人の飲酒行動を決め
る遺伝子座に関する全ゲノム関連解析研究 GWAS の Meta-
analysis を実施している。ALDH2 の rs671 遺伝子型で層別す

る事により、アルコール代謝関連酵素の遺伝子座を含む新たな
遺伝子座を見出している。現在これらの再検を大阪大学・東
大・理化学研究所と実施している。また、飲酒関連がんリスク
に対する、新規の遺伝子座の影響を検討している。

（考察）

飲酒関連がんは、遺伝子環境要因交互作用が明らかに認めら
れるがん種であり、今回の発見が個別化予防に資するエビデン
スとなる事が期待される。HERPACC の情報を元に、更に国
内外の研究チームと連携することで所期の目的を達成する事が
できると考えられる。

２　がん超精密医療プロジェクト

＜研究課題＞　2－（1）

分子標的治療薬に対する耐性機序解明に関わる基盤形成
Molecular and cellular biology tissue culture core project to 

interrogate the mechanism of resistance to molecular targeted 
therapy

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野
研究者氏名　衣斐寛倫
共同研究者　室　圭、青木正博、田口　歩、松下博和

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

分子標的治療は、主にドライバー遺伝子異常に対する治療薬
であり、がん薬物療法において頻用されている。また、近年次
世代シーケンサー（NGS）解析の臨床応用に伴い、固形腫瘍に
おいて頻度の低いドライバー遺伝子異常が発見され、発見され
た異常に対する標的薬が奏効することが明らかとなってきた。
さらに、頻度の低い遺伝子異常を網羅的に検討するため、がん
遺伝子パネル検査が開発され、実地臨床でも使用されている。
本課題では、生検・手術検体よりオルガノイドライブラリーを
作成する。オルガノイド作成の対象となるのは、大腸がん手術
症例、分子標的薬耐性症例（主に肺がん）、治験薬耐性例、遺
伝子パネル検査で特徴的な異常を示した後に治療上の理由で生
検が行われる症例である。大腸がんについては、手術検体の全
エクソームシーケンス解析結果に基づき、患者特異的かつク
ローナルな 16 の体細胞変異を選定し ctDNA 解析を行い、術
後再発モニタリングを行う臨床試験（CIRCULATE-JAPAN）
に登録された症例を対象とする。大規模試験に登録され臨床情
報などが豊富な症例、および特徴的な遺伝子異常・臨床経過を
示す症例のオルガノイドから、細胞株・ゼノグラフトを作成し
解析することで新規治療開発につなげる。当院は、令和 3 年度
末までに CIRCULATE-JAPAN 試験へ 80 例登録し、これらに
対し RNA-seq 解析を行うとともに、エクソーム解析結果と
ctDNA 解析結果を統合した。オルガノイドについては、44 例
の作成に成功し、凍結保存した。また、当センターより登録さ
れた症例と、試験全体の症例について統合解析を行い、本来検
出されるべき術前 ctDNA が陰性の症例について、細胞内で活
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性化するシグナルと、腫瘍微小環境において特徴的にみられる
免疫細胞の特定を行った。今後、作成したオルガノイドライブ
ラリーを用い、術前 ctDNA 陰性の原因、術後補助療法感受性・
抵抗性因子の解明を行い、腫瘍の状態をより正確に評価する手
法の開発につなげる予定である。

＜研究課題＞　2－（2）

難治癌 PDX モデルのライブラリー整備とその多層的オミク
ス解析による統合データ基盤構築

Establishment of multi-omics database for PDX models of 
refractory cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　分子診断 TR 分野　
研究者氏名　田口　歩
共同研究者　�原　和生、清水泰博、藤原　豊、黒田浩章、 

堀尾芳嗣、田近正洋、伊藤誠二、小森康司、 
筑紫　聡、安部哲也、夏目誠治、細田和貴、 
松下博和、衣斐寛倫、小根山千歳、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

肺癌、膵癌、胆道癌などに代表される難治癌は、早期診断が
困難であり、診断された時には現行の治療法では治癒しがたい
ほどに進行していることが多い。次世代シーケンシングなどの
解析手法の進歩によって、難治癌の分子生物学的な知見は集積
しつつあるものの、有効な診断・治療法の開発には至っておら
ず、革新的なアプローチによって、難治癌の克服に取り組む必
要がある。

本プロジェクトでは、難治癌 PDX 腫瘍の多層オミクス解析
によって、ゲノム解析だけでは得られない、新規の情報に基づ
く革新的な難治癌の診断・治療法の開発を目指すとともに、多
層分子プロファイルと膨大な臨床データ、さらにそれらのバイ
オインフォマティクス解析まで統合した、難治癌オミクスデー
タベースの構築を目指す。

令和 3 年度までに、189 例の PDX モデル（膵 66、大腸 64、
肺 28、食道 10、胃 9、肉腫 8、肝 2、胆道 2）作成と 31 例の
PDX 由来細胞株（膵 31、大腸 20、肺 7、食道 4、胃 8、肉腫 5、
肝 2、胆道 1）の樹立に成功し、特に、サーフェスオーム解析
による新規抗体医薬の開発（膵、大腸）、HLA リガンドーム解
析による個別化がんワクチン療法の開発（肺、胃）、リン酸化
プロテオーム解析による新規分子標的治療開発（膵、大腸）な
ど、既存研究では俯瞰しえなかった革新的分子診断・治療標的
群の大規模な開拓を進めている。また、我々が構築した難治が
ん PDX モデルライブラリーは、詳細な臨床情報と、ゲノム、
トランスクリプトーム、空間プロテオームを含む高深度な多層
オミクスデータが付帯している点で、他に類を見ない、極めて
ユニークなライブラリーであるとともに、特に膵がんにおいて
は、国内外の膵がん PDX ライブラリーと比較してもトップク
ラスの作成症例数を達成している。

今後は、引き続き PDX モデルの作成を行うと共に、PDX ラ
イブラリの品質管理や PDX モデルを用いた前臨床試験におけ

る SOP の整備を進めて、データベースと合わせて革新的創薬
プラットフォームとしての導出を目指す。

３　がん免疫ゲノムプロジェクト

＜研究課題＞　3－（1）

ネオアンチゲンを標的としたがんワクチン療法の開発
Development of cancer vaccine targeting neoantigen

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫制御 TR 分野　
研究者氏名　松下博和
共同研究者　�黒田浩章、藤原　豊、堀尾芳嗣、山口　類、 

衣斐寛倫、田口　歩、岡村文子、村岡大輔、 
花井信広、井本逸勢、籠谷勇紀、細田和貴、 
高橋祐介

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

免疫系の有望な標的抗原として、遺伝子変異由来の新生抗原
（ネオアンチゲン）が注目されている。免疫チェックポイント
阻害剤（ICI）の奏効率は 20% 前後に過ぎないが、免疫抑制の
解除のみならず、ネオアンチゲンに対する免疫応答を積極的に
強化することで、さらに治療効果が得られる可能性がある。本
課題では、有効なネオアンチゲンワクチンを開発することを目
的とする。

ネオアンチゲンを標的としたがんワクチンを実施する上で重
要なことは、一人一人の患者の腫瘍免疫微小環境の理解に基づ
きワクチンの適応症例を選択することである。そして、その中
で有望な標的がん抗原を同定することである。

腫瘍の免疫微小環境を理解するために、肺癌を対象として次
世代シーケンシング（NGS）を実施し、腫瘍、免疫応答、免疫
抑制の三つの要素に分けて評価する新しい評価法（TIME 
score） を 開 発 し た（Shinohara et al, J Immunother Cancer 
2022）。この TIME score は肺癌の予後予測のみならず、ICI
を含む免疫療法などの治療選択に応用できる可能性がある。 

また、腫瘍浸潤リンパ球のシングルセル解析と、人工知能に
よるがん抗原予測を併せた、T 細胞受容体（TCR）- 抗原ペア
同定システムを日本電気株式会社（NEC）と共同で開発した。
現在、個別化がんワクチンの開発に向けて、このシステムをさ
らに改良している。また、このシステムにより、ドライバー変
異由来のネオアンチゲンや共通抗原（がん・精巣抗原、ウイル
ス抗原）に特異的な T 細胞のみならず、患者固有のネオアン
チゲンに対する T 細胞の検出・同定が可能となり、将来の固
形がんに対する TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療の開発
につながる。さらに、有効な TCR-T 細胞移入治療には高親和
性の TCR の取得が必要であることから、がん・精巣抗原や
HPV-16 E6, E7 オンコプロテインに特異的な TCR の親和性を
高める検討も引き続き行っている。
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＜研究課題＞　3－（2）

遺伝子改変による腫瘍浸潤 T 細胞の改良技術構築と難治性
がんを標的としたキメラ抗原受容体 T 細胞療法の新規開発

Development of genetically modified tumor-infiltrating T 
cell therapy with improved function and chimeric antigen 
receptor-engineered T cell therapy against refractory cancer

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫応答研究分野　
研究者氏名　籠谷勇紀
共同研究者　松下博和、鈴木史朗、細田和貴、山本一仁

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

がん抗原を認識する T 細胞を体外で準備して、患者に輸注
することでがん細胞を特異的に攻撃させる養子免疫療法は、キ
メラ抗原受容体 （chimeric antigen receptor：CAR）や T 細胞
受容体を導入して抗腫瘍 T 細胞を作製する遺伝子改変 T 細胞
療 法 と、 腫 瘍 に 浸 潤 す る リ ン パ 球 （tumor infiltrating 
lymphocyte：TIL）を体外で増幅させて患者に輸注する TIL
療法に大別される。CD19 に対する CAR-T 細胞療法が B 細胞
性腫瘍に顕著な臨床効果を示したことから注目されているが、
固形腫瘍に対する同治療法の効果は不十分である。また TIL
療法では客観的な有効性を示す臨床データが得られていない。
治療効果が得られない原因の 1 つとして、輸注 T 細胞の機能
低下 （疲弊）や終末分化の進行が挙げられる。特に TIL は体
内で既に持続的抗原刺激を受けて終末分化状態に至った T 細
胞集団であることから、治療効果を高めるための改変が必須で
あるが、機能向上につながる具体的な鍵分子・遺伝子は同定さ
れていない。同時に、CAR-T 細胞療法においては、T 細胞の
質の向上とは別に特異的で有効性の高い新規抗原の同定が求め
られている。がん細胞で高発現している表面抗原分子は、多く
の先行研究によって網羅的に調べられていることから、これま
で検討されていない分子群に着目する必要がある。

これらの背景に基づき、本プロジェクトでは以下の研究課題
を遂行した。
①�腫瘍浸潤 T 細胞における長期生存能の再獲得・疲弊解除に

関わる遺伝子修飾法の開発
我々がこれまでの探索で同定してきた、T 細胞の転写ネット

ワーク改変を通じて長期生存能を向上させるための遺伝子改変
方法を終末分化状態にある TIL 検体で行い、分化・疲弊状態
からの脱却が可能であるか検討を進めた。TIL は病院婦人科部
との連携のもと、婦人科腫瘍切除検体を用いて解析を行った。
また、これまでに得ている知見を端緒として T 細胞の機能低
下に関わる分子機構の解明をより詳細に進め、疲弊・終末分化
に関わる鍵分子を転写経路・遺伝子レベルで具体的に明らかに
するための研究を進めた。これらを標的とした T 細胞の遺伝
子改変が TIL の機能向上につながることを示し、臨床応用に
向けた基盤的知見を構築することを目的とした。

具体的に標的とする遺伝子を複数同定して、学術論文として
発表を行った （Yoshikawa et al. Blood 2022）ほか、知財申請
を完了した （国際出願：PCT/JP2022/016453）。
②�難治性がんに対する新規表面抗原を標的とした CAR-T 細胞

の開発
これまでに標的抗原として十分に探索されていない分子 A

に着目して、新規 CAR 遺伝子の開発を進めた。これにより作
製した CAR-T 細胞が、同抗原を発現するがん細胞において客
観的な抗腫瘍効果を誘導できることを示すことを目的とした。
分子 A に対するモノクローナル抗体の取得、CAR 遺伝子の合
成を行い、がん細胞に対する細胞傷害効果を複数の実験モデル
において証明した。今後知財申請、及び学術論文としての成果
公表に向けて準備中である。

４　がん情報革命プロジェクト

＜研究課題＞　4－（1）

愛知県のがん対策、医療評価と将来予測のための、生活習慣
情報、社会経済的情報、医療情報の連結データベースの構築と
活用

Development and utilization of linkage database of official 
information of cancer incidence and death, l ifestyle, 
socioeconomic, health and medicine for evaluation and 
prediction of cancer control and quality of medical care in 
Aichi prefecture

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん情報・対策研究分野　
研究者氏名　伊藤秀美
共同研究者　�古平　毅、樋田豊明、伊藤誠二、清水泰博、 

小森康司、原　和生、田近正洋、黒田浩章、 
岩田広治、山口　類、松尾恵太郎

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

［1］がん予防協同プロジェクト

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

一般公開されている国勢調査情報は e-stat「政府統計の窓口」
より情報を抽出し、特定健診情報を含む NDB 情報、人口動態
調査死亡情報は厚生労働省へ、がん登録情報は愛知県へ提供申
出を行い、情報提供を受けた。これらの情報それぞれが持つ町
域毎の観測数を、町域ポリゴンと学校区ポリゴンを用いて面積
按分して学校区別の該当数を求めた上で、学校区別に以下の指
標を算出し、視覚化した。①アウトカム：愛知県がん登録情報
と 人 口 動 態 調 査 死 亡 情 報 を 用 い、 標 準 化 罹 患・ 死 亡 比

（Standardized incidence & mortality rate：SIR/SMR）と標準
化罹患比の経験的ベイズ推定量（Empirical bayes SIR/SMR：
EBSIR/EBSMR）（全がん　部位別、男女計）を算出した。②
社会経済的指標：地理的剥奪指標（Areal deprivation index：
ADI）；国勢調査情報（該当数と人口）から算出した、高齢者
夫婦世帯割合、高齢者単身世帯割合、母子世帯割合、賃貸住宅
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居住割合、サービス・販売業割合、農業割合、ブルーカラー割
合失業割合を用いて算出し、さらに人口のばらつきを考慮して
相対的な剥奪水準の位置として 0 から 1 に標準化した。また、
e-stat 上の国勢調査情報より人口密度を抽出した。③特定健診
情報から喫煙、飲酒、肥満、運動習慣等の生活習慣情報を抽出
し、喫煙率、飲酒率、肥満率、運動習慣率を求めた後、標準化
該当比をそれぞれ算出した。また、Flex scan 法による空間集
積性の評価を行った。本年度は特に、貧困ががん罹患や死亡に
与える影響が都市度によって異なるのではないかという仮説の
もとに、解析を行っている。

［2］拠点病院プロジェクト

愛知県がんセンターが都道府県がん診療連携連拠点病院とし
て主催する協議会を通じ、厚生労働省が指定する愛知県内の
19 の地域がん診療連携拠点病院と愛知県が指定する 8 の愛知
県がん診療拠点病院に本プロジェクトへの協力を求め、すべて
の医療機関から協力が得られることとなった。令和 3 年の協議
会で公表、還元する予定の「院内がん登録でみる愛知県のがん
診療（施設別集計）」の内容を検討し、すでに愛知県へ還元さ
れている拠点病院の 2011 − 15 年までの匿名化院内がん登録情
報を利用し、すべての施設に共通フォーマットで集計し、各施
設へ還元した。また、さら 2016 年 -2019 年の診断症例の院内
がん登録と DPC の連結匿名化情報や匿名化 DPC 情報を各拠
点病院の協力を得て収集している。

＜研究課題＞　4－（2）

がんゲノム医療の精密化に資する人工知能を活用した情報解
析基盤の構築

Development of an information-analysis platform for cancer 
precision medicine using AI

＜研究者氏名＞

所　属　部　システム解析学分野　
研究者氏名　山口　類
共同研究者　井本逸勢、室　圭、衣斐寛倫

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】

患者個人のがん細胞の遺伝子変異を調べ、それに応じて最適
な治療を目指す「がんゲノム医療」の研究および実際の医療現
場への実装が、世界中で進みつつある。がんはたとえ同じ病名

（例：肺腺がん）であったとしても、がん細胞の持つゲノム中
の変異の種類や患者ごとの背景要因により異なる特性を持ちう
ることが明らかになってきた。またその変異の種類や量に応じ
て、薬剤への応答性等が異なることもわかってきた。そのよう
なことが解明されてきた背景には、近年の計測技術の急速な発
展により、患者一人ひとりの DNA 変異の情報を含むシークエ
ンスデータを安価かつ高速に得ることができるようになったこ
とが挙げられる。

本研究の目的は、スーパーコンピュータ（スパコン）を活用
し患者個人のマルチオミックスシークエンスデータを高速に解
析し、得られたがん遺伝子変異情報等に対する臨床翻訳を高精

度かつ高速に行うための、人工知能および機械学習技術を活用
した情報解析基盤システムの開発を進めることである。また他
の研究課題から産生される各種データを、情報解析基盤システ
ムを用いて解析することにより、各課題の推進を加速し、さら
に課題間の有機的な連携を強化することも目的とする。

本年度は、スパコン上で各種シークエンスデータ解析を高速
に行うためのパイプライン環境の整備と拡充を行い、実際に大
規模データ解析に活用した。例として開発したパイプラインを
用いて、約 1000 症例分の大腸癌患者由来の RNA-seq データの
大規模解析を行い。新たなバイオマーカー候補の探索に成功し
ている。また、前年度までに開発を進めてきた、手書き家系図
からの情報抽出法の開発も進めた。

― 65 ―



がん情報・対策研究分野

＜研究課題＞　1

（主題）　�がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資料
を活用した、がんの流行と転帰の分析研究

（副題）　�住民ベースのがん罹患情報を用いた非小細胞肺がん
患者の予後における分子標的薬による影響の評価

＜研究者氏名＞

谷山祐香里、尾瀬　功、小栁友理子、伊藤ゆり 1）、
松田智大 2）、松尾恵太郎、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】

頭頸部がんの罹患の経年変化を観察すると、発展途上国で口
腔がんの増加傾向がある。近年、欧米の先進国ではヒトパピ
ローマウイルス感染による中咽頭がんの発生率が増加してい
る。しかし、日本では亜部位別の頭頚部がん罹患経年変化を評
価した研究はほとんどない。したがって、我々は、住民ベース
のがん登録データを用いて、日本における亜部位別の頭頚部が
ん罹患について1993年から2015年までの経年変化を評価した。

対象は、Monitoring Cancer Incidence in Japan（MCIJ）プ
ロジェクトにデータを提供している都道府県のうち、精度基準
を満たし観察期間のデータが揃っている 19 都道府県の住民
ベースのがん登録に登録されている 1993 − 2015 年に診断され
た頭頚部がん患者である。口唇、口腔、唾液腺、鼻咽頭、中咽
頭、下咽頭、喉頭、鼻腔および副鼻腔、中耳、およびこれらに
分類されない頭頚部がんの罹患数と年齢調整罹患率を推計し
た。また経年変化を、Joinpoint regression 解析により評価し
た。

男女ともに、唾液腺がんと下咽頭がんは増加傾向にあった
［唾液腺：男性では年変化率（Annual Percent Change,APC）
が 3.1%（95%CI；2.5%-3.7%）、 女 性 で は APC 4.0%（95%CI、
3.2%-4.7%）；下咽頭：男性では 1993 年から 2009 年までの間の
APC が 5.6%（95%CI；5.0%-6.3%）、および 2009 年から 2015
年の間の APC が 2.1%（95%CI、0.2%-4.0%）で、女性では観
察期間中一貫して APC が 3.2%（95% CI；2.6%-3.8%）であった。
さらに、男性の中咽頭がんでは増加傾向を示し［APC 5.2%

（95%CI、4.8%-5.6%）］、喉頭がんでは女性で増加傾向を示して
いた（APC 2.4%、95%CI、1.3%-3.6%）。

【今後の方向】

本研究のように、悉皆性の高い住民ベースの情報を活用し、
詳細部位別や、同じ部位のがんでも組織型別に罹患率、死亡率
ならびに生存率の経年変化を観察することで、がん対策や医療
の影響を評価する記述疫学研究を展開していく。

1）大阪医科薬科大学、2）国立がん研究センター

＜研究課題＞　2

（主題）　記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　�愛知県内の公的情報を活用した地理的連結データ

ベースならびに院内がん登録情報をと DPC 情報の
連結データベース構築

＜研究者氏名＞

川勝雪乃 1）、川浦正規、谷山祐香里、小栁友理子、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】

愛知県内の公的情報や医療情報を、地理的に連結させたビッ
グデータの基盤を構築し、愛知県のがん予防、がん医療に資す
る研究を推進している。創出される情報あるいは結果をがん対
策の現場である愛知県や県内の市町村、がん医療の現場である
地域がん診療連携拠点病院へ還元することで、愛知県全体のが
ん予防やがん医療の向上に役立てることが可能となる。

愛知県の保健医療に関わるがん登録情報、人口動態調査死亡
情報、特定健診情報、国勢調査情報を収集し、がん罹患・死亡
や、これらのアウトカムに影響を与える要因の愛知県内の格差
を学校区別に評価している。それぞれの情報を学校区別に指標
化し、愛知県の地図上に格差を視覚化した。さらにがん罹患・
死亡については Flex scan 法により集積性の検定を行った。地
域ごとに取り組むべきがん対策の優先順位付けに役立てるた
め、これらの指標の関連を評価している。愛知県の情報で行っ
たこれらの手法を、全日本のデータに適用し、市町村別の検討
を行っている。現在は、社会経済的指標を国勢調査情報を用い
て算出し、社会経済的ながん罹患・死亡の格差の、都市度によ
る違いについて、検討を行っている。

また、愛知県内のがん診療連携拠点病院ならびにがん診療拠
点病院の協力を得て、院内がん登録と DPC の連結匿名化情報
を収集し、愛知県のがん診療を評価する情報基盤を整備した。

【今後の方向】

院内がん登録情報については、各施設で DPC 情報と個別連
結させた上で匿名化した情報を愛知県がんセンターに集約し
て、医療レベルの格差に関して要因探索をする。研究成果を拠
点病院間でシェアできる仕組み、つまりウェブベースのインタ
ラクティブツールの開発も計画する。また、個別情報のシェア
リングの仕組みを整えるために課題の洗い出しを開始する。

1）リサーチレジデント

がん予防研究分野

＜研究課題＞　1－ 1

（主題）　�各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合わ
せ効果の解明

2．研究所における研究
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（副題）　�日本人女性における生殖細胞系遺伝子変異と乳がん
リスクとの関連性

＜研究者氏名＞

春日井由美子、河本知大、谷山祐香里、小栁友理子、
碓井喜明、岩瀬まどか、尾瀬　功、山口　類、伊藤秀美、
井本逸勢、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

乳がんの約 5% ～ 10% は遺伝性で、乳がん素因遺伝子の生
殖細胞系遺伝子変異（GPV）が原因である。これまで、症例
と非がん対照群をもとにした遺伝子ごとの GPV の有病率と乳
がんリスクに関する研究のほとんどは欧米で行われており、日
本人集団からの情報はほとんどない。さらに、GPV 評価にお
いて、確立された環境因子とゲノムワイド関連研究（GWAS）
で同定された一塩基多型（SNPs）による交絡を一緒に考慮し
た研究はない。日本人女性における BRCA1/2 を含む確立され
た 9 つの乳がん素因遺伝子の GPV と乳がんリスクとの関連を
包括的に評価するために、愛知県がんセンターの院内疫学研究
プログラム内で症例対照研究を行った（症例 629 人、対照
1153 人）。GPV と乳がんリスクとの関連は、潜在的交絡因子
で調整したロジスティック回帰モデルを用いて、オッズ比

（OR）および 95% 信頼区間（CI）により評価した。全症例で
合計 25 人の GPV が検出された（4.0%：95%CI：2.6-5.9）のに
対し、全対照群で 4 人が GPV を保有していた（0.4%）。全 GPV
と BRCA1/2 の GPV による乳がんの OR は、それぞれ 12.2

（4.4-34.0, p = 1.74x10-6）と 16.0（4.2-60.9, p = 5.03 x10-5）であっ
た。GPV による交絡の可能性は、GWAS で特定された SNPs
では観察されたが、確立された環境リスクファクターでは観察
されなかった。結論として、GPV は環境因子や GWAS で同定
された SNPs とは無関係に日本人女性の乳がんリスクを増加さ
せる。今後、環境因子や SNPs との相互作用について検討する
ことが望まれる。

【今後の方向】

乳がん以外のがん種においても同様の検討を行う必要があ
る。

＜研究課題＞　1－ 2

（主題）　�分析疫学的解析による各種がんのリスク要因の遺伝
的背景の解明

（副題）　�日本におけるアルコール摂取と乳がんリスク。8 つ
の住民ベースコホート研究のプール解析

＜研究者氏名＞

岩瀬まどか、松尾恵太郎、小栁友理子、伊藤秀美、
井上真奈美 1）

【目的・概要・進捗状況】

欧州の研究ではアルコール摂取が乳がんリスクを高めること
が報告されているが , アジアの集団におけるアルコールと乳が

んの関連についてのエビデンスは不十分である。我々は、日本
における大規模な人口ベースの前向きコホート研究 8 件のプー
ル解析を行い、ベースライン時および診断時の閉経状態によっ
て分類したアルコール（頻度と量の両方）と乳がんリスクとの
関連を評価した。ハザード比（HR）および 95% 信頼区間を個々
のコホートで算出し、ランダム効果モデルを用いて統合した。
158,164 人、2,369,252 人年の追跡のうち、2,208 例が新たに乳が
んと診断された。アルコール摂取は、ベースライン時に閉経前
であった女性（非飲酒者と比較して常飲者。HR 1.37、1.04-1.81、
23 g/d 以上と 0 g/d の比較。HR 1.74、1.25-2.43、頻度区分ご
との傾向の P = 0.017）、診断時に閉経前であった人（0 g/d と
比較して≧ 23 g/d。HR 1.89、1.04-3.43、頻度カテゴリーごと
の傾向に関する P = 0.032）。一方、ベースライン時および診断
時に閉経後であった女性では、相当数の対象者と長い追跡期間
にもかかわらず、有意な関連は見られなかった。我々の結果は、
欧米諸国における先行研究と同様に、頻繁なアルコール摂取と
高いアルコール摂取は、いずれもアジアの閉経前乳癌の危険因
子であることを明らかにした。本研究では、閉経後女性におけ
る明確な関連性が認められなかったため、アジアにおけるより
大規模な調査が必要である。

【今後の方向】

乳がんの飲酒発がんに関する国内のエビデンスは少なく、更
なる検討を進める必要がある。

1）国立がん研究センター

＜研究課題＞　2 

（主題）　�各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合わ
せ効果の解明研究の結果に基づく個別化予防プログ
ラムの開発

（副題）　�日本人集団における GWAS で同定された遺伝子多
型、Helicobacter pylori 感染および生活習慣関連危
険因子を用いた胃がんリスク予測

＜研究者氏名＞

石倉直代、伊藤秀美、尾瀬　功、小栁友理子、春日井由美子、
谷山祐香里、川勝雪乃、田中　努、伊藤誠二、田近正洋、
清水泰博、丹羽康正、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

がん予防のための実践的な介入アプリケーションの開発の一
環として、遺伝的、生物学的、および生活習慣関連の危険因子
に基づく胃がんのリスク予測モデルについて検討した。

我々は、年齢と性別をマッチングした 2 つの独立した症例対
照研究を実施した。1 つ目はモデル導出のため（696 例、1392
例）、2 つ目は外部検証のため（795 例、795 例）であった。派
生研究のデータを用いて、年齢、H. pylori 感染と胃の萎縮に
よって定義される ABCD 分類、喫煙、アルコール摂取、果物・
野菜摂取、および 3 つの GWAS で特定された多型を予測因子
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として、条件付きロジスティック回帰モデルをあてはめ、予測
モデルを作成した。GWAS で特定された多型とその他の予測
因子の組み合わせは、AUC はそれぞれ 0.77（95% 信頼区間：
0.75-0.79）および 0.78（0.77-0.81）であった。両試験のキャリ
ブレーションプロットは、理想的なものであった。検証試験で
は、環境モデル（非遺伝子モデル）は包括モデルよりも有意に
識別力が高く、AUC 値は 0.80（0.77-0.82）であった。遺伝的
要因のリスク予測への寄与は限定的であり、ABCD 分類（H. 
pylori 感染関連要因）が胃癌のリスク予測に最も寄与している
ことが示された。

【今後の方向】

胃がんリスクに関して、GPV のような他の遺伝要因の検討
が必要。

がん病態生理学分野

＜研究課題＞　1－ 1

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　腸管腫瘍形成における MyD88 経路の役割の解析

＜研究者氏名＞

梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

がん抑制遺伝子である Apc 遺伝子に変異を持つ遺伝子改変
マウス（以下 Apc 変異マウス）では、APC の機能欠損の結果
Wnt 経路が恒常的に活性化し、腸管に腺腫性ポリープを発症
する。我々は、Apc 変異マウスの腸管ポリープの成長に関わる
因子を探索、同定し、その役割を解明することにより、大腸が
んの治療標的候補を得ることを目的として研究を進めてきた。

これまでに、我々は、IL-1βシグナル伝達経路の主要なアダ
プター因子である MyD88 の機能欠損が、Apc に変異を持つ細
胞のみを死滅させる、いわゆる合成致死を誘導することを見出
し、論文発表した。（Kajino-Sakamoto R, et al: Oncogene 40, 
408-420, 2021）今年度は、この合成致死誘導の分子機序に関与
する因子を探索し、9 つの候補因子を得た。これら候補因子の
合成致死誘導への関与について、検討を進めている。

また、MyD88 が Apc 変異以外の大腸がん関連遺伝子変異を
併せ持つ腸管腫瘍細胞の生育にも関与するか、マウス大腸腫瘍
オルガノイドを用いて検討したところ、MyD88 の機能抑制は
Ctnnb1 変異を持つ大腸腫瘍オルガノイドの生育を抑制した。
さらに、この生育抑制効果は Kras 変異により低下することを
示唆する結果を得た。

【今後の方向】

合成致死誘導に関与する可能性がある 9 つの候補因子につい
て、その関与を引き続き検討し、関与するものについて詳細な
解析を行う。

MyD88 の機能抑制による Ctnnb1 変異を持つ大腸腫瘍オル
ガノイドの生育抑制が Kras 変異により低下する分子機序につ

いて解明するため、関与する因子の探索を行う。

1）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　1－ 2

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　�腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割の

解析

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、新間秀一 1）、曽我朋義 2）、
武藤　誠 3）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

家族性大腸腺腫症のマウスモデルである Apc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらに Smad4 遺伝子のヘテ
ロ接合変異を併せ持つ cis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性
の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸潤は
mTORC1 阻害薬 everolimus および mTOR キナーゼ阻害薬
AZD8055 に対して抵抗性である。これまでに、トランスクリ
プトーム解析、メタボローム解析、プロテオーム解析を実施し、
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織においてヒスタミンの蓄積を
認め、ヒスタミンを含有する細胞集団が腺がん浸潤部に集積す
るマクロファージであることを明らかにした。また臨床大腸が
ん組織中のマクロファージは浸潤部に集積し、ヒスタミン濃度
が高い症例で多く検出される傾向を認めた。mTOR 阻害薬と
ヒスタミン H1 および H2 受容体拮抗薬の併用投与により
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん浸潤が抑制されることを見出した。

本年度はヒスタミンが間質細胞に及ぼす影響を検討するた
め、マウス腸管由来線維芽細胞を用いてヒスタミンおよびその
阻害薬の効果を調べた。その結果、ヒスタミン処置による細胞
増殖促進・抑制効果は認められなかったが、無血清条件下での
スクラッチアッセイにおける細胞移動速度はヒスタミン処置に
よって上昇した。このヒスタミンによる線維芽細胞の遊走促進
は、ヒスタミン H1 および H2 受容体拮抗薬の併用処置により
抑制された。

【今後の方向】

大腸がん間質細胞に対するヒスタミンの効果の一部が明らか
になったことから、今後は腫瘍上皮細胞に対する影響を検討す
る予定である。

1）大阪大・工学研究科
2）慶應大・先端生命科学研究所
3）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　2－ 1

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�大腸がん自然発症・転移モデルを用いた転移メカニ
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ズムの解明と治療標的の同定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、小島康、山口　類、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】

転移を伴う大腸がんの予後は悪く、新機軸の転移予防・治療
法の開発が求められている。各国で網羅的なゲノム変異解析・
発現解析などが行われているが、転移の分子機序解明には至っ
ていない。我々は、腸管に浸潤性腺がんを 100% の頻度で発症
し、約 20% のマウスで肝臓への転移が認められる、大腸がん
の自然発症・自然転移モデルの作出に成功した。このマウスモ
デル（CKPS マウス）では、安定型 β-catenin（Wnt 経路活性化）
と活性型 Kras の発現、そして p53 と Smad4 の欠失が腸管上
皮細胞特異的に誘導される。CKPS マウスの肝転移巣では、原
発巣と酷似した腺管構造と間質反応を伴う浸潤の様子が保たれ
ており、大腸がん臨床検体ともよく似た組織像を示す。これま
でに CKPS マウスの肝転移巣について全エクソームシーケン
ス解析および RNAseq 解析を実施しており、肝転移巣では上
記 4 遺伝子以外に悪性化進展への関与が疑われる遺伝子変異は
認められず、遺伝子発現パターンも原発巣と転移巣に大きな差
は認められなかった。

比較プロテオミクスを用いて転移に特徴的なタンパクの同定
を行ったところ、肝転移巣において大腸がん幹細胞マーカーで
ある ALCAM（CD166）や PROM1（CD133）の発現が増加し
ていた。CKPS マウス由来大腸がん細胞株である CKPS 細胞に
おいて CRISPR-Cas9 により ALCAM、PROM1 をノックアウ
トしたところ、スフェロイド形成能および脾注肝転移モデルに
よる肝転移巣形成能が低下したことから、これら大腸がん幹細
胞マーカー分子が転移能にも寄与する可能性が示された。

本年度は ALCAM や PROM1 の発現を制御する分子やシグ
ナル経路について探索を行った。CKPS 細胞の ALCAM や
PROM1 の発現は CKP 細胞では認めらなかったことから
SMAD4 が関与する可能性が示唆された。このため CKPS 細胞
に SMAD4 を過剰発現したところ mRNA レベルでの発現抑制
が認められたことから、TGF-β/SMAD4 経路が ALCAM や
PROM1 の発現制御に寄与することが明らかとなった。

【今後の方向】

TGF-β/SMAD4 経路以外に大腸がんのがん幹細胞性維持に
関わる他のタンパクやシグナル経路の探索も行いたい。また、
大腸がん幹細胞マーカー以外にも治療標的となる分子やシグナ
ル経路の探索を行う予定。

＜研究課題＞　2－ 2

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同
定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、山口　類、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は最
近、自然発生した大腸がんが 20% の頻度であるが肝臓へ転移
する自然転移モデルマウス（CKPS マウス）の開発に成功した

（前項）。この CKPS マウスは 100% の頻度で腸管に浸潤性の腺
がんを発症するが、同腹仔でも転移する個体とそうでない個体
が認められたことから、転移には遺伝子変異以外に更なる要因
が必要である可能性が示唆される。本研究では、大腸がんの転
移 を 制 御 す る 遺 伝 子 を 個 体 レ ベ ル で 探 索 す る た め に、
PiggyBac トランスポゾンを用いた機能的スクリーニングを実
施している。この PiggyBac トランスポゾンには近傍の遺伝子
を活性化または機能喪失させる配列が組み込まれており、大腸
がんの発生に伴いトランスポゾンが移動する。トランスポゾン
非導入 CKPS マウスと比較して、トランスポゾンを導入した
CKPS マウスでは肝転移の頻度がおよそ 2 倍（約 40%）に上昇
することを見出した。トランスポゾンの挿入部位には転移を調
節する遺伝子が存在している可能性が高いことから、この挿入
部 位 を 同 定 す る 手 法 と し て Semiquantitative transposon 
insertion site sequencing（Qiseq）を実施したところ、既に転
移への関与が報告されている Ddr1 遺伝子が同定され、本スク
リーニングの妥当性を確認できた。

本年度は、スクリーニングで同定された別の遺伝子 E と転
移との関わりについて検討した。トランスポゾン挿入部位の位
置情報から、この遺伝子 E の発現増加が転移を促進させる可
能性が示唆された。CKPS マウス由来大腸がん細胞株である
CKPS 細胞においてこの遺伝子を siRNA によりノックダウン
したところ、in vitro での細胞増殖の抑制が認められた。さら
にこの遺伝子を過剰発現した CKPS 細胞は、脾注肝転移モデ
ルによる肝転移巣形成能が増加したことから、この遺伝子 E
は転移を促進させる働きがあることが示唆された。

【今後の方向】

遺伝子Eによる転移促進メカニズムを検証する予定である。　
この遺伝子 E がコードするタンパクは翻訳制御に関わること
から、制御を受けるタンパクについてプロテオーム解析により
調査する。

＜研究課題＞　2－ 3

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�新規大腸がん転移抑制遺伝子 HNRNPLL の機能解
析

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、佐々木英一 1）、細田和貴 1）、小森康司 2）、
清水泰博 2）、谷田部　恭 3）、青木正博
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【目的・概要・進捗状況】

我 々 が 独 自 に 同 定 し た 新 規 大 腸 が ん 転 移 抑 制 遺 伝 子
HNRNPLL に関して、前年度の検討課題を継続した。
① CTNND1 isoform 3A の機能解析

前年度までに、HNRNPLL による選択的スプライシングに
よ っ て 上 皮 間 葉 転 換（epithelial-mesenchymal transition： 
EMT）下で特異的に合成されるアイソフォームタンパクとし
て CTNND1 isoform 3A を同定した。今年度の成果として、蛍
光タンパク AcGFP と CTNND1 isoform 3A の融合タンパクを
強制発現した大腸がん細胞のタイムラプス顕微鏡による観察に
より、同アイソフォームは migrating cell では細胞の leading 
edge または protruding edge に局在することを突き止めた。
この結果から、細胞浸潤における同アイソフォームの役割が示
唆されたため、Crispr-cas9 を用いて同アイソフォームを特異
的にノックアウトしたところ、マトリゲル浸潤能が有意かつ著
明に抑制された。
②大腸がん細胞の EMT に伴う HNRNPLL の発現減少メカニ
ズムの解明

前年度までに、転写因子 SP1 と SP3 が HNRNPLL の基本
転写量を規定し、転写因子 MYB が HNRNPLL の転写を促進
すること、さらに、EMT 下では MYB の発現が減少すること
で HNRNPLL の転写が抑制されることを明らかにした。今年
度は、以上の研究成果を Cancer Science 誌に投稿し、採択さ
れた（Sakuma et al： Cancer Science 112, 3846-3855, 2021）。

【今後の方向】

①�CTNND1 isoform 3A による大腸がん細胞の浸潤を抑制する
目的で、介入可能な治療標的分子を同定する。

②論文が採択されたため、ひとまずは終了とする。

1）遺伝子病理診断部
2）消化器外科部
3）国立がん研究センター中央病院・病理診断科

＜研究課題＞　2－ 4

（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　�高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナル
経路の役割の解明

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、佐々木英一 1）、細田和貴 1）、谷田部　恭 2）、
小木曽昇 3）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

前年度に引き続き、肺腺がん細胞の一次線毛の発現制御分子
として同定した KATNAL2 の機能解析を継続した。ヒト肺腺
がん細胞株 A549 の KATNAL2 遺伝子を Crispr-cas9 でノック
アウト（ko）した亜株を用いて、KATNAL2 が一次線毛の伸長

（elongation）の過程を促進することを見出した。KATNAL2 が
一次線毛の基底小体付近に局在する一方で、他の katanin 

family の構成分子は同部位に明確な局在を認めなかったことか
ら、一次線毛の伸長は、katanin family の中でも KATNAL2
が 特 異 的 に 担 っ て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た。 さ ら に、
KATNAL2 ko 細胞ではコントロール細胞と比べて細胞周期が
停止した細胞の割合が減少し、薬剤感受性試験により、増殖を
標的とする抗がん剤の感受性が亢進することが示唆された。

【今後の方向】

KATNAL2 が抗がん剤感受性を増強するための標的分子と
なり得るか、検討を進める。

1）遺伝子病理診断部
2）国立がん研究センター中央病院・病理診断科
3）国立長寿医療研究センター・実験動物管理室

＜研究課題＞　3

（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、三城恵美、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 1）、
武藤　誠 2）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。

我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルおよび臨床検体のマルチオミクス解析に取
り組んでいる。これまでに、主に 2 種類の悪液質モデルマウス
を用いてきた。1 つは、cis-Apc/Smad4 変異マウスで、14 週齢
から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の状態に至る。
衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白色脂肪組織の
萎縮、脾腫が特徴的である。もう 1 つは、ヒトメラノーマ SEKI
細胞をヌードマウスに移植する悪液質モデルで、移植後 2 ～ 3
週間で著名な骨格筋萎縮、脂肪組織萎縮を伴う高度な悪液質を
発症する。我々は、上記の 2 種類の悪液質モデルマウスの肝臓
および骨格筋に対してメタボローム解析およびプロテオーム解
析を実施して悪液質に関連性の高い変化をそれぞれ見出してい
た。今年度は、胃がん臨床血液検体を用いた解析を継続して、
マウスモデルから同定された悪液質診断および治療関連因子の
検証を行った。結果、複数の有力な診断・治療因子候補の臨床
的妥当性を一部実証することができた。

【今後の方向】

体系的な胃がん悪液質臨床検体収集の基盤整備に取り組む。
加えて、胃がん悪液質モデルマウスの樹立あるいは導入に取り
組む。
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1）慶應大・先端生命科学研究所
2）京大・先端医療研究開発機構

分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　1

（主題）　悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
（副題）　�悪性中皮腫細胞における NF2-Hippo シグナル伝達

経路異常の解析

＜研究者氏名＞ 

赤尾　謙 1）、佐藤龍洋、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する
腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不
良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現
在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度に発症す
る腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規
の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁となってい
る。がん抑制遺伝子異常としては、CDKN2A, NF2, BAP1 遺
伝子の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子変異は稀
である。NF2 遺伝子産物（転写産物は Merlin と呼ばれる）は
細胞内の増殖抑制性の Hippo（ヒッポ）シグナル伝達系を制御
し、転写コアクチベーターである YAP/TAZ の活性を抑制す
る。悪性中皮腫細胞は NF2 や Hippo シグナル伝達系の構成因
子をコードする LATS2 遺伝子等の変異により約 70% の症例
で YAP/TAZ が恒常的に活性化していることを当分野では明
らかにしてきた。さらに、YAP/TAZ は転写因子の TEAD と
結合して活性化する。活性化した TEAD 転写因子はサイクリ
ン D1、結合組織成長因子（CTGF）、インターロイキン 1 beta
遺伝子等を転写亢進することにより、中皮細胞に悪性形質を賦
与することも明らかにしてきた。

ヒト患者由来の悪性中皮腫細胞株パネル 30 株および不死化
中皮細胞株 4 株を用い、製薬企業との共同研究で開発された
YAP/TAZ 阻害剤（TEAD 阻害剤）K-975 に対する感受性に
ついての解析を継続した。K-975 は TEAD 分子内の重要なシ
ステイン残基に共有結合し、YAP/TAZ が TEAD に結合する
ことを阻害する first-in-class の小分子化合物である。NF2-
Hippo 経路が破綻した細胞株で、予想通り K-975 に高度に感受
性を示す細胞株が認められた一方、予想に反して低感受性を示
す細胞株も存在した。解析した中皮腫細胞株を Hippo 経路破
綻の有無の 2 群間に分けて統計学的な解析を行ったところ、
Hippo 経路の破綻した群で有意に K-975 の IC50（Inhibitory 
concentration 50）値が低いことが確認された。さらに、Hippo
経 路 標 的 薬 と し て 他 の グ ル ー プ か ら 報 告 さ れ た 薬 剤

（Verteporfin, Super-TDU, Peptide17）との薬剤感受性につい
て比較検討した。その結果、K-975 はこれらの薬剤に比べてよ
り低濃度で腫瘍抑制効果を示すことが明らかとなった。

一方、通常の分子標的薬治療において、最初高感受性を示し
た腫瘍もやがては獲得耐性を獲得する。K-975 が将来臨床試験

に展開されることを見据え、同じ観点から K-975 に対する獲得
2 次耐性株の樹立を行った。高感受性細胞株 MSTO-211H 株、
NCI-H2052 株に対して YAP/TAZ 阻害剤を低濃度より曝露し、
耐性株の樹立を試みていたが、段階的に薬物濃度を上昇させ
て、約 100 倍の濃度でも増殖が維持される獲得耐性株の樹立に
成功した。これらの細胞株から抽出して RNA シークエンシグ
を行ったところ、幾つかの遺伝子プロファイルの変化が観察さ
れ、獲得耐性への関与が示唆された。

さらに TEAD family は 4 つのメンバーがあり、転写機能を
含めその共通性や差異の詳細は明らかではない。TEAD family
の 4 遺伝子について Flag-tag- 付コンストラクトを合成し、そ
れぞれを細胞に発現させ、K-975 の投与前後の TEAD 分子に
結合する分子の同定を免疫沈降法および質量分析法を用いて
行った、現在、その結果を解析中であるが、それぞれの
TEAD family に共通する分子および排他的に特徴的な結合分
子が同定され、TEAD family の機能的な差の詳細の足掛かり
を得ることができた。　

【今後の方向】

本研究の予備的な結果から悪性中皮腫細胞が呈する TEAD
阻害剤 K-975 に対する感受性・耐性に関する研究を進めていく
上で、幾つかの重要な知見が得られた。さらに、獲得耐性株が
樹立でき、その耐性メカニズムの一端が明らかになったことも
非常に意義のあることと考えられた。今後、本研究が推進され
ることにより、悪性中皮腫に対する新たな治療戦略が構築され
る可能性が強く示唆された。

1）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2

（主題）　�細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開発
研究

（副題）　�悪性中皮腫の病理組織像に近い形態を有する 3 種の
正常不死化中皮細胞株 HOMC の樹立とその性状解
析

＜研究者氏名＞ 

佐藤龍洋、中西速夫 1）、赤尾　謙 2）、奥田真帆 3）、向井智美、
清野　透 4）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 

中皮は体内の漿膜腔や内臓を覆う膜であり、その内腔側表面
には中皮細胞が単層で生着している。中皮細胞は細胞表面に特
徴的な微絨毛を有しており、臓器の動きに伴う表面摩擦による
損傷を妨げ、臓器を保護する役割を担っていると考えられてい
る。しかし、中皮細胞がアスベスト等によって曝露されると細
胞はがん化し、非常に増殖が速く浸潤性の高い悪性中皮腫が発
症する。悪性中皮腫は、上皮細胞型、二相性、および肉腫型の 
3 つの主要な組織学的サブタイプに分類され、肉腫型は通常、
上皮型よりも悪性度が高い。したがって、悪性中皮腫発生過程
における組織学的亜型の違いの原因について多くの関心が払わ
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れているが、これらの形態学的表現型が中皮細胞のがん化の過
程においてどのように決定されるのか、または変化していくの
かについては不明な点が多い。私たちは、ヒト正常中皮細胞に
ヒトパピローマウイルス 16 型の E6、E7 遺伝子とヒトテロメ
ラーゼ逆転写酵素遺伝子を導入し、形態的に異なる 3 種類の不
死化中皮細胞株の樹立に成功した。これらの細胞株は、中皮細
胞の形質転換および中皮間葉転換の基本的なメカニズムを解明
するのに有用であると考えられ、今回、これらの細胞株の特性
について詳細な検討を行った。

胃癌患者から手術時に同時に切除した大網組織から中皮細胞
を入手して遺伝子の導入を行った。培養中、形態の異なるコロ
ニーが観察されたためサブクローニングを行い、異なる細胞形
態 を 持 つ 3 つ の 不 死 化 ヒ ト 卵 巣 中 皮 細 胞 株（ そ れ ぞ れ
HOMC-B1, -D4, A4）を樹立し、その形態と性状を検討した。
HOMC-B1 細胞は親株となる初代中皮細胞と同様に敷石状の上
皮細胞形態を示し、HOMC-A4 細胞は細長い線維芽細胞様形態、
HOMC-D4 細胞は中間の細胞形態を示した。走査型電子顕微鏡
による観察を行ったところ、HOMC-B1 および D4 細胞の表面
に長さ 0.5〜1µm の多数の微絨毛が検出された。免疫細胞化学
的解析では、細胞膜から微小管が突出した特徴的な外観を持
ち、正常細胞の成長休止期に形成されることが知られている一
次繊毛が細胞表面に検出された。一方、HOMC-A4 細胞では、
一次繊毛の発達が不十分で微絨毛が少なく、細胞端が隣接する
細胞端と重なり、線維芽細胞の形態と一致していることが確認
された。次に、HOMC が中皮細胞系列マーカーを発現してい
るかどうかを調べるために、4 つの標準的な中皮細胞マーカー
について検討した。HOMC-D4 および HOMC-B1 細胞株では、
これらすべての遺伝子の発現が検出され、中皮細胞系列の表現
型が維持されていることが示された。一方、HOMC-A4 ではこ
れらマーカーの発現は維持されていたが、他の細胞に比べかな
り弱く、上皮間葉転換（EMT）の過程を反映している可能性
が示唆された。さらに、EMT に関連する遺伝子の発現量を測
定したところ、HOMC-A4 細胞では、他の 2 つの HOMC 細胞
と比較して Snail と CTGF が高発現していることが明らかと
なった。最後に、悪性中皮腫細胞の EMT と密接な関係がある
TGF-βおよび IL-1βを HOMC-D4 細胞に作用させたところ、
EMT に関連する遺伝子の発現量が顕著に増加し、細胞形態は
線維芽細胞様に変化することを明らかにした。

【今後の方向】

現在、公的あるいは商業的なソースから入手可能で、実験に
使用できる不死化中皮細胞株は数種類に限られている。本研究
では、異なる形態を持つ 3 つの不死化中皮細胞株を樹立するこ
とに成功した。今後はこれらの不死化 HOMC 細胞株を用いて、
悪性中皮腫細胞の形質転換の原因究明や、薬剤スクリーニング
等の実験を実施し、悪性中皮腫の診断・治療法の開発を進める
予定である。

1）名古屋大学大学院医学系研究科
2）リサーチレジデント
3）順天堂大学大学院医学研究科
4）国立がん研究センター

システム解析学分野

＜研究課題＞　1

（主題）　�統計的モデリングおよび深層学習を活用したがんゲ
ノムデータ解析法の開発研究

（副題）　�深層学習モデルによるコピー数変異位置精密決定法
の開発およびナノポアシークエンシングデータから
の DNA メチル化検出法の開発

＜研究者氏名＞

山口　類、Zhang Yao-Zhong 1）、井元清哉 1）、宮野　悟 2）

【目的・概要・進捗状況】

次世代シークエンサーに代表される計測技術の発展により、
DNA をはじめする様々な生体分子のシークエンスデータが患
者個人のレベルで得られるようになっている。それらのデータ
から、がんのゲノムデータに含まれる患者固有変異を正確に検
出し、最適な治療法の選択や、がんの複雑なシステムの理解へ
つなげるためには、データ解析の手法が重要である。我々は、
そのためにベイズ統計モデルと深層学習モデルによる二種のモ
デル化手法によるデータ解析手法の開発を行っている。本年
は、二種類の深層学習モデルに基づく DNA 配列データからの
情報抽出法を開発した。

まず、深層学習モデルに基づくコピー数変異箇所の精密決定
法を開発した。がんゲノムの解析では、最初に、がん細胞から
抽出された DNA を次世代シークエンサーで計測した大量の、
150 塩基対（bp）ほどの長さの配列データ（リードデータ）を、
標準ゲノム配列上に位置決め（アライメント）し、そのアライ
メントされたリード群の情報から単塩基変異やコピー数異常な
どの種々の変異を検出する必要がある。単塩基置換では、ゲノ
ム上のある位置をカバーするリード群の中に、標準配列と異な
る塩基がどれぐらいの割合で出現するかを基に、変異の有無を
検出する。一方、コピー数変異については、リード長よりもは
るかに長い、構造異常（Structural Variant）と呼ばれる変異
に属し、その変異の検出は、同じ個所にアライメントされた
リード数（深度）分布のゲノム上での変化情報に基づき行われ
ることが多い。しかしながら、深度の変化情報は、一般的に解
像度が低い情報であり、ゲノム上での一塩基単位での変化箇所

（breakpoint）を、精密に決定することは困難な問題であった。
我々は、この問題を解決するために、画像の領域分割でも威力
を発揮する深層学習モデルである UNet モデルを用いて、既知
の breakpoint 周辺のリード深度パターンを学習し、逆に、
breakpoint 周辺のリード深度パターンから breakpoint を一塩
基レベルで推定する手法を考案した。本手法では、まず既存の
リード深度情報を用いたコピー数変検出アルゴリズムで、コ
ピー数変化を生じている breakpoint を含む候補領域を検出し、
その候補領域内のリード深度情報を UNet で解析することによ
り、breakpoint の位置の精密決定を行う。我々は、上記の
UNet を含む解析パイプラインソフトウェア RDBKE を実装し、
シミュレーションデータおよび実データの解析を行い、
breakpoint の検出精度が優位に向上することを示した。また、
ソースコードも以下のサイトで公開している。
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https：//github.com/yaozhong/deepIntraSV
また、深層学習モデルに基づく、ナノポアシークエンスデー

タからの DNA メチル化箇所検出法の開発を行った。これまで
主流となっている、ショートリードシークエンスデータに加え
て、ロングリードシークエンスデータを生成することのでき
る、ナノポアシークエンサーの開発進んでいる。その原理はタ
ンパク質の微細な孔（ポア）を DNA のシングルストランドが
通過する際に、通貨する塩基の種類に応じて変化するイオン電
流の強弱により、塩基のシークエンスを検出するものである。
これまで我々は、そのデータから DNA 中の塩基配列を精密に
推定する深層学習モデルに基づく手法（URnet）を開発してき
た。上述したようにナノポアシークエンサーでは DNA の塩基
を計測する一方、更にメチル化などの DNA 塩基修飾も計測す
ることができる。ナノポアシークエンスデータからの塩基修飾
についても、深層学習モデルベースのモデルが開発されてきて
いるが、主流のモデルは回帰型ニューラルネットワーク

（RNN）構造をもつものであり、推定に時間がかかることが問
題であった。我々は、高速かつ高精度にメチル化を検出するた
めに、回帰構造を持たない、BERT モデルを利用する手法を
開発した。更に、BERT モデルの構造そのものに、本問題に
特化した改良を付け加え、既存の RNN ベースの手法に比べて、
高速にメチル化の推定を行うことができ精度の面でも遜色の結
果を得ることに成功した。

【今後の方向】

深層学習モデルに基づくシークエンスデータからの情報抽出
手法は、メタゲノムの解析など様々な発展が考えられる。問題
の性質に適したモデル構造を探索しつつ開発を進める予定であ
る。

1）東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター
2）東京医科歯科大学 M&D データ科学センター

＜研究課題＞　2　

（主題）　�臨床シークエンスへ向けたがん変異およびシステム
変調情報の解釈・翻訳法の研究

（副題）　�個人別遺伝子ネットワーク情報からの情報抽出法の
開発

＜研究者氏名＞

山口　類、Park Heewon 2）、井元清哉 1）、宮野　悟 2）

【目的・概要・進捗状況】

がんゲノムパネル検査が 2019 年より保険適用となり、がん
ゲノム医療が本格化している。我々は、近未来の、全ゲノム
シークエンスおよび複数オミックスデータの統合解析に基づく、
がん臨床シークエンスの実現に向けた情報解析基盤技術の開発
を進めている。臨床シークエンスにおいては、現在は DNA の
シークエンスが主流であるが、今後 RNA 等の情報をも個々人
のサンプルから得られることが予想される。我々は、これまで
複数のサンプルをプールし、その類似情報を基に個人ごとの遺

伝子ネットワークを推定する手法を開発している。しかしなが
ら一般的に各遺伝子ネットワークは、数千個の遺伝子をノード
とする巨大なネットワークとなり、可視化するだけでも困難な
ものとなる。そこで、それら多数の大規模ネットワーク群から
の有用情報抽出法の開発が必要である。本年は、個人別の薬剤
耐性機構に関わるネットワーク構造を探索するために、
NetSCCA（network-constrained sparse common component 
analysis）というアルゴリズムを開発し。薬剤感受性の異なる
多数の細胞株由来の遺伝子発現データ得られたネットワーク群
に対して NetSCCA を適用し、解釈可能な有用情報を得ること
ができた。

【今後の方向】

今後、計測の高度化にともない個人から得られるデータは、
ますます種類も次元も増加することが予想される。その複雑な
データの中から人間が解釈可能な有用情報を抽出するための
データ解析手法の開発が更に重要となってくる。今後は時系列
情報も加味した情報抽出を進める予定である。

1）東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター
2）東京医科歯科大学 M&D データ科学センター

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞　1－ 1

（主題）　�がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　�脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん
進展

＜研究者氏名＞

青木玲奈、上條真弘、上原　了、疋田智也、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においても src 遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の恒常性
を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙な分子メ
カニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっていると示
唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。私たちは
これまでに、がんにおける異常な Src シグナルが、非受容体型
チロシンキナーゼ Fer により中継される新たなメカニズムを
見出した。また臨床検体を用いた組織染色などによって、新規
がん治療標的として Fer が有望であることが示唆された。そ
こで、Fer に結合する低分子化合物をスクリーニングしたとこ
ろ、12 万化合物から 26 種のヒット化合物を取得し、バリデー
ションを行った結果、4 種の Fer 機能阻害剤を見出すことがで
きた。今年度は、4 種の阻害剤のうち最も薬効が高かったヒッ
ト化合物 1 種について構造展開を行い、244 種の誘導体からヒッ
ト化合物に比べがん増殖抑制作用が高く細胞毒性の低いリード
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化合物 2 種の取得に成功した。

【今後の方向】

ヒトがん細胞担がんモデルマウスにおけるリード Fer 機能
阻害剤の評価を行うと共に、Fer 機能阻害剤の作用機序メカニ
ズムの解析を行う。

＜研究課題＞　1－ 2

（主題）　�がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　3’UTR を介した遺伝子発現制御とがん進展

＜研究者氏名＞

上原　了、宮田眞美子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

遺伝子発現において、蛋白質に翻訳されるコーディング領域
の下流には、3’ 非翻訳領域（3’UTR）と呼ばれる蛋白質に翻訳
されない部位がある。この領域は microRNA との相互作用を
通じて、翻訳産物（蛋白質）の発現を制御する重要な機能を持
つと考えられている。私たちはこれまでの研究で、様々ながん
関連遺伝子が 3’UTR における microRNA との相互作用によっ
て発現制御され、その破綻による発現亢進ががん悪性化に繫が
ることを見出してきた。がん関連遺伝子は様々なメカニズムに
よって発現が亢進し機能を発揮すると考えられているが、
3’UTR を介した発現制御は microRNA を介したメカニズム以
外にはほとんど知られていない。これまでの研究において、が
ん細胞の生存・運動に重要な Rictor 遺伝子の発現を 3’UTR を
介して抑制する低分子化合物を 3 万化合物からスクリーニング
し、さらにがん増殖抑制能を有する 4 種の化合物を見出した。
今年度は、ヒット化合物のうち薬効の最も高かった化合物につ
いて、薬物毒性の見られない投与量において顕著に担がんマウ
スにおける腫瘍形成を抑制することを明らかにした。さらに、
がん関連遺伝子の 3’UTR を介した新たな発現制御メカニズム
を解明するため、ヒット化合物の標的蛋白質候補を探索し、有
望な標的蛋白質を同定した。

【今後の方向】

Rictor 遺伝子の発現を抑制する化合物の標的タンパク質に対
する作用機序を詳細に解析し、3’UTR を介した遺伝子発現制
御メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞　2－ 1

（主題）　�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソームの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞

疋田智也、三谷文美絵 1）、宮田眞美子、青木玲奈、上原　了、
清水　緑 1）、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
40-150 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、ニッチ形成を介して転移やその臓器指向
性にも関与するなど多様な機能が明らかとなりつつある。しか
し、がん細胞におけるエクソソームの形成や分泌の亢進メカニ
ズムについてはほとんど明らかとなっていない。私たちはこれ
までに、様々ながんで活性化している Src シグナルのエクソ
ソーム産生への関与について解析すると共に、Src の下流で増
殖シグナルに関わる MAPK の活性化がエクソソーム分泌促進
することを明らかにした。詳細な解析の結果、MAPK の活性
化によって細胞内のリソソームの活性化が抑制され、エクソ
ソーム形成の元となる多胞性エンドソームの分解が促進するこ
とにより、エクソソームの分泌が亢進することを明らかとし
た。今年度は、MAPK 活性化によるエクソソーム亢進メカニ
ズムにおいてがんで高発現が認められる MYC が関与すること
を見出し、臨床検体の解析により、腎がんで本メカニズムの寄
与が高いことを明らかにした。

【今後の方向】

がん特異的なエクソソーム形成・分泌メカニズムを詳細に解
析する。またそれらのメカニズムが機能しているがん種を明ら
かとし、メカニズムを基としたエクソソーム分泌阻害剤の探
索・作用機序解明を行う。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

＜研究課題＞　2－ 2

（主題）　�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソーム分泌阻害剤の探索と作用機序解明

＜研究者氏名＞

三谷文美絵 1）、林　建宇 2）、坂本達哉 3）、荒井雅吉 2）、
小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

これまでエクソソームマーカーをルシフェラーゼ標識するこ
とによって生じた発光エクソソームを検出する方法を開発し、
この方法を発展させることにより、エクソソーム分泌阻害剤の
探索系を構築した。そこで新規エクソソーム分泌阻害剤の同定
を目指し、海洋由来真菌の培養抽出物を用いた天然物スクリー
ニングを行った。その結果、細胞毒性を示さず、エクソソーム
分泌を阻害する低分子化合物を見出した。詳細な作用機序解析
の結果、本化合物は細胞内の ATP を減少させることで mTOR
経路を抑制し、リソソーム活性化を介してエクソソーム分泌を
阻害することが明らかとなった。
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【今後の方向】

引き続き他の天然物ライブラリーを用いて、新規エクソソー
ム分泌阻害剤の探索を行うと共に、作用機序解析を行うことで
がん特異的なエクソソーム分泌亢進メカニズムを明らかにする。

1）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）
2）大阪大学大学院薬学研究科
3）学部生（名古屋大学医学部）

腫瘍免疫応答研究分野

＜研究課題＞　1 

（主題）　遺伝子改変による養子免疫療法の改良開発　
（副題）　�エピジェネティクス改変による疲弊を起こさない抗

腫瘍 T 細胞の開発

＜研究者氏名＞

籠谷勇紀、井上　聡、吉川聡明、伊藤雄介、呉　智聞 1）、
中島貴裕 2）、張　皓淞 3）

【目的・概要・進捗状況】

本研究は、がん細胞を認識・攻撃できる抗腫瘍 T 細胞を体
外で準備して、患者に輸注することで治療を行う養子免疫療法
の改良に関する開発研究である。本課題では特に、クロマチン
開閉状態の修飾を通じて細胞の性質を広範に制御するエピジェ
ネティック遺伝子に着目した抗腫瘍 T 細胞の修飾により、T
細胞機能を高めることを目的としている。これまでに T 細胞
の機能改変につながる複数のエピジェネティック遺伝子を同定
しており、治療効果の改善につながる非臨床データを得た。こ
のうち 1 つの因子（PRDM1）については、改変に伴う治療効
果の改善を示し、学術論文として発表した（Yoshikawa et al. 
Blood 2022）。

【今後の方向】

同定された標的遺伝子の修飾を組み合わせることで、さらに
T 細胞の機能を高められるデータを取得したことから個別課題
へと展開し、研究代表者として外部資金を獲得した（AMED 
次世代がん医療加速化研究事業、2022-2023 年、AMED 橋渡し
研究プログラム・preF（名古屋大学拠点）、2022-2023 年、
AMED 再生医療実現拠点ネットワークプログラム（幹細胞・
再生医学イノベーション創出プログラム）、2021-2023 年、JST 
創発的研究支援事業、2021-2027 年）。これらの研究を進め、成
果については各々知財申請、学術誌での発表を行う。

1）リサーチレジデント
2）研修生（名古屋市立大学）
3）研修生（名古屋大学）

＜研究課題＞　2 

（主題）　�免疫療法抵抗性に関わる腫瘍細胞特性の解明

＜研究者氏名＞

籠谷勇紀、井上　聡、吉川聡明、伊藤雄介、呉　智聞 1）、
中島貴裕 2）、張　皓淞 3）

【目的・概要・進捗状況】

T 細胞による細胞傷害活性に対する感受性はがん細胞の種類
によって大きく異なることが知られている。この分子機序を解
明するために多数のがん細胞株を準備し、感受性データの取得
を進めた。これまでに90種類程度の細胞についての感受性デー
タを蓄積し、抵抗性に関わる分子機序の一端を明らかにした。
AMED 資金をもとにさらに研究を推進し（AMED 次世代がん
医療創生研究事業、2020-2021 年、抗腫瘍 T 細胞による細胞傷
害活性に対する抵抗性に関わるがん細胞の遺伝子プロファイル
の網羅的解析と治療への応用）、具体的な標的分子、及びその
阻害による免疫細胞療法の強化を示した。

【今後の方向】

上記成果に関する知財申請を完了するとともに、学術論文と
して公表を行う。また臨床応用を目指す上でさらに外部資金を
獲得した上で、データの蓄積を進める。

1）リサーチレジデント
2）研修生（名古屋市立大学）
3）研修生（名古屋大学）

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

（主題）　がん免疫編集のメカニズムの解明
（副題）　�肺癌における新しい腫瘍免疫微小環境の評価法の開

発

＜研究者氏名＞

篠原周一 1）、高橋祐介、岡村文子、村岡大輔、山口　類、
黒田浩章、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

一人一人の腫瘍免疫微小環境（TIME）をより良く理解する
ことが、その患者の予後や治療効果を予測するバイオマーカー
の開発につながると考えられる。しかし、TIME を構成する
様々な因子の相互作用を包括的に評価する方法はほとんど開発
されていなかった。我々は、肺癌 113 例の RNA-seq と全エク
ソームシーケンスのデータを用いて、TIME を構成する因子に
基づく新しいスコアリングシステム（TIME score）を開発し
た（Shinohara et al, J Immunother Cancer 2022）。TIME 
score は、T-score（腫瘍因子）、I-score（免疫因子）、そして
S-score（抗免疫因子）から成る。肺癌の組織型、ドライバー
変異、腫瘍浸潤リンパ球、および突然変異由来のネオアンチゲ

― 75 ―



ンに対する免疫応答 / 免疫編集が肺癌患者の TIME スコアに
影響を与えることを示した。肺癌 990 例の TCGA データセッ
トを用いた予後解析では T-、I-、S-score はいずれも独立した
予後因子となり、8 つのグループ（G1-8）で予後が層別された。
さらに、TIME スコアが、悪性黒色腫患者における抗 PD-1 療
法の有効性を予測することを示した。このスコアリングシステ
ムは、肺癌患者の予後予測や免疫療法の治療選択に役立つと考
えられる。

【今後の方向】

バルクの RNA 発現をもとに開発した TIME score をさらに
発展させるために、腫瘍の免疫組織学的解析や T 細胞のシン
グルセル解析等の詳細な検討を行っている。肺癌において ICI
のみで効果が期待できる症例の選択、さらには ICI とがんワク
チンを含む他の治療との併用で効果が期待できる症例の選択に
役立つ可能性がある。

1）任意研修生

＜研究課題＞　2

（主題）　�新生抗原（ネオアンチゲン）の同定と免疫応答の解
析

（副題）　p53 及び KRas 変異抗原特異的 T 細胞の誘導

＜研究者氏名＞

岡村文子、高橋祐介、村岡大輔、松下博和

【目的・概要・進捗状況】

免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療において、がんが
保有する変異抗原（ネオアンチゲン）エピトープを認識する細
胞傷害性 T リンパ球（CTL）が、治療効果に重要な役割を果
たしていることが明らかになってきた。がんだけが有するネオ
アンチゲンの免疫原性が一般的に高いことからネオアンチゲン
を標的とする免疫療法が注目されている。しかしながら、がん
細胞における変異は個々の患者において様々であり、ネオアン
チゲンの探索も個別に行う必要がある。一方で、がんに共通す
る変異が存在することから、共通ネオアンチゲンを標的とし
て、個別にネオアンチゲンを探索する時間や手間を省略したが
ん免疫療法も広がりを見せている。

今年度は p53 及び KRas の変異抗原特異的 T 細胞の誘導を
行った。TP53 遺伝子に関しては DNA 結合領域に様々ながん
で見られる変異のホットスポットに含まれる既知のネオアンチ
ゲンを対象とした。がん遺伝子である KRas 遺伝子に関しては
様々ながんで見られる 12 番目のグリシンが変異してバリンあ
るいはアスパラギン酸への変異を対象とした。

健常人由来ナイーブ CD8+T 細胞を複数回刺激を行った。健
常人検体で様々な条件のもと刺激をしたところ、健常人検体で
特異的な T 細胞応答を誘導した後、T 細胞から特異的 T 細胞
を分取して、T 細胞受容体（TCR）遺伝子の解析を行った。
TCR 遺伝子は塩基配列を調べて、a 鎖遺伝子および b 鎖遺伝
子の同定を行った。これにより、TCR がどのくらい同じもの

が取れているかなどを判別し、異なる TCR のクローニングを
行い PCR 産物のままの TCR 遺伝子と NFAT 応答性ルシフェ
ラーゼ遺伝子を発現するプラスミドを、TCR を発現しない
Jurkat 細胞に導入した。それぞれの TCR 遺伝子の特異性をレ
ポーター遺伝子であるルシフェラーゼの活性を測定することで
評価した。

【今後の方向】

得られた TCR 遺伝子の特異性を詳細に確認した後に、HLA
拘束性、エピトープ配列の同定を行っていく予定である。野生
型配列を認識せず、変異配列だけを認識できるような TCR で
あれば、改変を行い高親和性化を行っていく予定である。さら
には、TCR 移入 T 細胞治療の開発を行なっていく予定である。

＜研究課題＞　3

（主題）　ネオアンチゲンを標的としたがん免疫療法の開発
（副題）　肺癌個別化がんワクチンの研究開発

＜研究者氏名＞

小室裕康 1）、篠原周一 1）、松井琢哉 1）、杉田裕介 2）、高橋祐介、
岡村文子、村岡大輔、山下慶子 3）、山口　類、田口　歩、
松下博和

【目的・概要・進捗状況】

有効ながんワクチン療法を実施する上で重要なことは、強い
免疫応答を引き起こしうるネオアンチゲンを同定することであ
る。我々は、Single Cell RNA sequencing（scRNA-seq）およ
び TCR sequencing（scTCR-seq）を活用して、腫瘍特異的
CD8+ 細胞集団を特定し、その集団内の T 細胞が認識する腫瘍
抗原の同定を試みた。外科的に切除された3例の肺癌検体から、
CD3+CD8+T 細 胞 を cell sorting し て scRNA-seq お よ び
scTCR-seq を行った。合計 6,998 個の CD8+T 細胞を解析し、
遺伝子発現プロファイルに従って 10 のクラスターに分割した。
ENTPD1（CD39）の発現および PDCD1（PD-1）や HAVCR2

（Tim-3）などの疲弊化マーカー遺伝子の発現を特徴とする
Tex（exhausted T cell）クラスターと、TCF7 や CCR7 といっ
た未分化マーカー遺伝子の発現を特徴とする Tm（memory T 
cell）クラスターに属する細胞が大部分を占めていた。それぞ
れのクラスターの TCR 遺伝子を人工合成し、Jurkat 細胞に導
入した。日本電気株式会社（NEC）と共同で人工知能（AI（グ
ラフベース関係性学習））を活用して予測した抗原ペプチドと
の反応性を検討した。1 例（Pt.1）ではそれぞれのクラスター
の TCR について予測抗原との反応性を検討し、Tex クラスター
に存在する 19 種類の TCR のうち 4 種類（21%）で抗原ペプチ
ドとの反応を認めた。一方、その他のクラスターの合計 52 種
類の TCR においては反応を認めなかった。そこで、残り 2 例

（Pt.2, Pt.3）では Tex クラスターに着目し、それぞれ発現頻度
上位 15 番目までの TCR（合計 30 種類の TCR クロノタイプ）
について検証を行い、5 種類（16.7%）の TCR が腫瘍抗原に特
異的な反応を示した。非小細胞肺癌において、Tex クラスター
は腫瘍抗原を認識する腫瘍特異的な T 細胞集団である可能性
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がある。CD8+T 細胞 scRNA/TCR-seq による Tex-TCR の検
出は、肺癌患者の腫瘍抗原を同定する有用なアプローチと考え
られた。

【今後の方向】

個別化がんワクチンの開発に向けて、このシステムをさらに
改良する。また、この TCR- 抗原ペア同定システムを、将来の
固形がんに対する TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療の開
発に向けて活用することを検討している。

1）任意研修生
2）リサーチレジデント
3）AI Drug Development Division, NEC Corporation

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

（主題）　�がんの診断・治療個別化に有用な血液バイオマー
カーの探索

（副題）　�大腸癌の早期診断を目指した血液バイオマーカーの
探索同定

＜研究者氏名＞

田口　歩、阿部雄一、磯村久徳 1）

【目的・概要・進捗状況】

我が国において、大腸癌の罹患者数は増加傾向で、約 15 万
人と全がんの中で最多であり、また死亡者数も 5 万人超と肺癌
についで 2 番目に多い。大腸癌の 5 年相対生存率は、局所限局
症例では 95% 以上と非常に良い一方で、局所限局症例の占め
る割合は全体の約 40% に過ぎず、その診断の遅れが問題となっ
ている。大腸癌を早期発見するためのスクリーニングとして、
免疫法便潜血検査が行われている。便潜血検査は、受診者の負
担が低く、また大腸癌による死亡率を減少させることが証明さ
れているが、疑陽性率が高く、その陽性的中率はわずか 5% 前
後であること、また早期大腸癌に対する感度も約 50% と低い
ことから、より精度が高い早期診断法の開発が急務である。

血液バイオマーカーは、簡便かつ低侵襲、低コストで高ス
ループットな診断法であり、癌の早期診断やスクリーニングに
おいて有望である。本研究では、臨床上有用な診断精度を持つ、
高リスク大腸腺腫・早期大腸癌の血液診断バイオマーカーの探
索を目指して、高リスク大腸腺腫・早期大腸癌患者から採取さ
れた血漿検体を用いて、血中タンパク質と自己抗体の網羅的か
つ高深度なプロファイリングを行う。

現在までに、4 つの血漿検体セットを用いて高深度血漿タン
パク質解析を行った。3 つの施設（愛知県がんセンター、藤田
医科大消化管内科、滋賀医科大学消化器内科）から提供された
血漿検体について、それぞれ施設、性別（男、女）、組織型（腺
腫、腺癌）、発生部位（右側、左側）、遺伝子変異（KRAS、
BRAF）などの臨床情報に基づいてサンプルをプールし、安定
同位体標識を用いて標識したのち、サンプルを大規模に分画し

て、高深度かつ定量的な質量分析を nano-LC/MS/MS を用い
て行った。各プロテオーム解析において、それぞれ 800 ～ 1,100
個の微量タンパク質が同定できた。そのうち、有望と考えられ
たバイオマーカー候補については、現在アッセイの確立と 150
例（正常対照、低リスク大腸ポリープ、高リスク大腸ポリープ、
早期大腸癌、進行大腸癌それぞれ 30 例ずつ）の血漿検体を用
いた初期検証を進めている。さらに既存の大腸がんバイオマー
カー（CEA、CA19-9、p53 抗体、CYFRA21-1、LGALS3、TIMP-
1）についても併せて検証を行っている。

また、pH 勾配液体クロマトグラフィーを用いた抗原―自己
抗体の高感度プロファイリング法を開発し、1 検体当たり 1,000
個を超える抗原の同定が可能となった。上記の血漿検体を用い
て抗原のプロファイリングを行い、バイオマーカー候補と考え
られた自己抗体については同様に初期検証を進めている。

【今後の方向】

初期検証において有望と考えられたバイオマーカーについて
は、便潜血陽性症例 223 例（そのうち高リスク大腸ポリープか
ら進行大腸癌 67 例を含む）、大腸癌と診断される前に収集され
た血液検体 130 例（+ 正常対照 130 例）を用いてさらに検証す
る。

1）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2

（主題）　�網羅的分子プロファイリングによるがんの分子病態
の解明と新規治療標的分子の探索　

（副題）　�大腸癌転移モデルのマルチオミクス解析による大腸
癌転移機構の解明と制御法の開発

＜研究者氏名＞

田口　歩、磯村久徳 1）、梶野泰祐、阿部雄一

【目的・概要・進捗状況】

遠隔転移を有する Stage Ⅳ大腸癌の 5 年生存率は約 20% と
予後不良であり、大腸癌の生存率向上のためには、再発・転移
巣の制御が極めて重要である。転移性大腸癌の分子生物学的な
知見は集積しつつあるものの、有効な治療法の開発には至って
おらず、革新的なアプローチによって転移性大腸癌の克服に取
り組む必要がある。

我々は、大腸癌転移モデルとして、マウス大腸癌細胞株
CT26 の in vivo selection を行い、肝転移（CT26-L6）、リンパ
節転移（CT26-LN6）、腹膜播種（CT26-P6）をそれぞれ高頻度
に起こす亜株と、転移を起こしにくい亜株（CT26-N5）をそれ
ぞれ樹立した。低転移性亜株に比べ、各高転移性亜株では高い
遊走・浸潤能を獲得していた。各亜株において、RNA シーケ
ンス解析と多層プロテオーム解析を行い、それぞれの分子プロ
ファイルを比較したところ、特に転移関連分子 A が、腹膜播
種亜株で高発現していることを見出した。腹膜播種亜株におい
て、siRNA を用いた分子 A のノックダウンにより、細胞の遊
走浸潤能が著明に低下した。in vivo においても分子 A のノッ
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クダウンは、腹膜播種形成を抑制した。また、ヒト大腸癌細胞
株においても分子 A のノックダウンによって、同様に遊走・
浸潤能が有意に低下することが観察され、分子 A が大腸癌腹
膜播種において重要な役割を果していることが示唆された。

現在高肝転移亜株、高リンパ節転移亜株においても同様に解
析を進めており、本研究を通じて大腸癌転移に関わる分子機構
を俯瞰的に解明し、大腸癌転移巣を制御するための新規分子標
的治療法の開発を目指す。また、並行して大腸癌原発巣と肝転
移巣の臨床検体から作成した患者腫瘍組織移植（PDX）モデ
ルについても、多層オミクス解析を行っており、さらなる新規
転移関連分子の同定を目指している。

1）リサーチレジデント

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　1

（主題）　各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発
（副題）　�KRAS 変異腫瘍に対する新規治療開発
　　　　�ctDNA 解析を用いた大腸がんの分子生物学的背景

の解明とこれを応用した新規分子標的開発

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、西岡由希、山口　類

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんによる死亡者数は年間 5 万人程度で、男性のがん死
亡の第 3 位、女性では第 1 位の原因である。大腸がんの術後再
発メカニズムの解明および新規治療開発のため、切除可能大腸
がんの手術検体よりオルガノイドの作成を行うとともに、腫瘍
検体の全エクソームシーケンス解析とそれに基づいて患者個別
に設定された対象遺伝子の ctDNA 解析、腫瘍検体の RNA シー
ケンス解析のデータを統合解析し、新たな標的分子の同定と治
療開発につなげる。本研究は、多施設共同臨床試験であり、当
院のデータと試験全体のデータの統合解析を行っている。

【今後の方向】

ctDNA 解析結果と臨床病理学的背景の関わり、ctDNA 解析
結果により判定される術後補助療法に対する感受性と発現プロ
ファイルの相関などの解析により標的分子の選定を進める。

＜研究課題＞　2

（主題）　�承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の
解明・克服

（副題）　KRAS 阻害薬の初期・獲得耐性の解明とその克服

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、足立雄太、簗瀬正伍、春日夏実、木村　令 1）、
平出賢太郎 2）

【目的・概要・進捗状況】

固形腫瘍において、KRAS 遺伝子は高頻度に変異を認めるが、
有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務である。
KRAS 変異にはいくつかのホットスポットが存在し、そのう
ち 12 番目のアミノ酸であるグリシンがシステインに変異する
KRAS G12C 変異は、肺がんの 4-5%、大腸がんの 2-3% に存在
することが知られている。近年、KRAS G12C 変異タンパクを
特異的に阻害する薬剤が開発され、2021 年末に薬事承認され
た。我々は、KRAS G12C 変異を有するがん細胞株の解析から、
KRAS タンパクの発現が KRAS G12C 阻害薬の感受性に関与
することを見出した。また、KRAS タンパクの発現は、腫瘍
の上皮間葉移行状態に関連しており、腫瘍細胞が間葉系の性質
を獲得することにより KRAS G12C 阻害薬に耐性となること明
らかに昨年度報告した。本年度は、上皮間葉移行が起きるメカ
ニズムについて取り組み、候補分子の同定を行った。

【今後の方向】

KRAS の他の部位に対する特異的阻害薬も開発が進んでい
ることから、KRAS G12C 阻害薬は、今後の KRAS 変異腫瘍
に対する治療のモデルケースとなることが考えられる。現在、
上皮間葉移行状態以外の KRAS G12C 阻害薬の初期・獲得耐性
機序や、上皮間葉移行状態が誘導されるメカニズムについても
検討を進めており、これらの原因が明らかにされることによ
り、KRAS 阻害薬の効果が期待される患者の同定や、効果が
期待できない患者に対する併用療法などの新たな治療選択の提
示につなげたい。

1）研修生
2）リサーチレジデント
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副総長

001　梛野正人：情熱・努力を継続できる外科教育．第 121 回
日本外科学会定期学術集会，2021，（Web），［特別企画 
特別発言］

002　梛野正人：胆道癌切除断端陽性症例に対する治療戦略． 
第 76 回日本消化器外科学会総会，2021，（Web），［ワー
クショップ 特別発言］

003　梛野正人：胆道癌治療のエビデンスと新しいエビデンス
の創出．第 57 回日本胆道学会学術集会，2021，（Web），

［教育講演 司会］

第２章　研究発表関係

1．学会等における研究発表テーマ調べ（総長・副総長）
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病院長

001　丹羽康正：COVID-19 と消化器病診療 1. 第 107 回日本消
化器病学会総会，2021， （東京）， ［一般演題（ミニワーク
ショップ）］

002　丹羽康正：早期胃癌 ESD. 第 33 回 日本消化器内視鏡学
会東海セミナー，2021， （Web）， ［ランチョンセミナー］

003　丹羽康正：LCI（Linked Color Imaging）を用いた胃内視
鏡診断～LCI-FIND trial の結果も含めて～. 第 64 回日本
消化器内視鏡学会東海支部例会，2021， （Web）， ［ラン
チョンセミナー］

004　丹羽康正：最近注目される自己免疫性胃炎（A 型胃炎）
について . 日本消化器病学会東海支部第 46 回教育講演会，
2021， （名古屋）， ［教育講演］

消化器内科部　

001　Hara K：Interventional EUS． 中 山 医 院 学 会， 2021， 
（Web）， ［講演］

002　Hara K：Is ERCP the BEST for your patients?．南方医
院学会， 2021， （Web）， ［講演］

003　Hara K：EUS-guided Tissue Sampling for pancreas 
lesion．CHINA EUS SUMMIT， 2021， （Web）， ［特別講
演］

004　Hara K：How to perform EUS-BD．EGYPT-JAPAN 
JOINT SYMPOSIUM， 2021， （Web）， ［特別講演］

005　Hara K：Pancreatic cyst: a Japanese point of view．3rd 
Japan-Egypt symposium， 2021， （Web）， ［講演］

006　Hara K：How to perform EUS-BD easier and safer?．
The first International Forum on digestive Screening & 
Endoscopy training， 2021， （Web）， ［講演］

007　Hara K：How to perform EUS-BD easier and safer?．
EUS Summit， 2021， （Web）， ［講演］

008　Hara K：Trouble shooting of interventional EUS．
DEST2021， 2021， （Web）， ［講演］

009　Hara K：Technical tips of EUS-BD．KOREA-TAIWAN 
JOINT SYMPOSIUM， 2021， （Web）， ［特別講演］

010　Ozaka M, Ueno M, Ishii H, Mizusawa J, Katayama H, 

Kataoka T, Okusaka T, Ikeda M, Miwa H, Kaneko S, 

Maesono T, Mizuno N, Yamamoto T, Kawamoto Y, Todaka A,   

Kamata K, Hisano T, Fujimori N, Furuse J：Randomized 
phase II study of modified FOLFIRINOX versus 
gemcitabine plus nab-paclitaxel combination therapy for 
locally advanced pancreatic cancer （JCOG1407）．
ASCO2021， 2021， （Web）， ［ポスターディスカッション］

011　Okuno T, Morizane C, Okusaka T, Mizusawa J, Kataoka T, 

Ikeda M, Ozaka M, Sugimori K, Todaka A, Shimizu S, 

Mizuno N, Sekimoto M, Sano K, Tobimatsu K, Katanuma A, 

Gotoh K, Yamaguchi H, Ishii H, Ueno M, Furuse J：The 
influence of major hepatectomy on gemcitabine-based 
chemotherapy for advanced biliary tract cancer: An 
exploratory subset analysis of JCOG1113．2022 ASCO 
Gastrointestinal Cancers Symposium， 2022， （Web）， ［ポ
スター］

012　Ohba A, Ozaka M, Mizusawa J, Katayama H, Okusaka T, 

Kobayashi S, Ikeda M,   Kaneko S, Sasahira N, Okano N, 

Furukawa M, Miki I, Mizuno N, Yasuda I, Fujimori N,   

Kataoka T, Ueno M, Ishii H, Fukuda H, Furuse J：
Randomized mult icenter phase II/III study of 
gemc i t ab ine  p lus  nab -pac l i t axe l  o r  mod i f i ed 
FOLFIRINOX or S-IROX in patients with metastatic or 
r e c u r r e n t  p a n c r e a t i c  c a n c e r  （ J C O G 1 6 1 1 ，  
GENERATE）．2022 ASCO Gastrointestinal Cancers 
Symposium， 2022， （Web）， ［ポスター］

013　Morizane C, Machida N, Honma Y, Okusaka T, Boku N, Kato 

K, Nomura S, Hiraoka N,   Sekine S, Taniguchi H, Okano N, 

Yamaguchi K, Sato T, Ikeda M, Mizuno N, Ozaka M,   

Kataoka T,  Ki tagawa Y,  Terashima M, Furuse J：
Randomized phase III study of etoposide plus cisplatin 
versus  i r ino tecan p lus  c i sp la t in  in  advanced 
neuroendocrine carcinoma of the digestive system: A 
Japan Clinical Oncology Group study （JCOG1213）．2022 
ASCO Gastrointestinal Cancers Symposium， 2022，

（Web）， ［Rapid Abstract Session］
014　Kuwahara T：Usefulness of Deep Learning Analysis for 

the Diagnosis of IPMN on EUS．IDEN2021， 2021， 
（Web）， ［講演］

015　Kuwahara T：Deep learning analysis for the diagnosis of 
pancreatic cysts on EUS．EUS sumit 2021， 2021， 

（Web）， ［講演］
016　Takahashi S, Mizuno N, Hasegawa K, Matsumoto K, Han S, 

Takatsuki T, Fan J, Nakagawa K：Outcomes in Japanese 
patients with TMB-high and non‒TMB-high solid tumors 
treated with pembrolizumab: KEYNOTE-158． 第 19 回
日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［口演］

017　原　和生：目から鱗！胆膵内視鏡治療のコツ教えます．
第 64 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会， 2021， 

（Web）， ［アフタヌーンセミナー］
018　山田啓策， 田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 原　和生　水

野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 羽場　真， 文原大貴， 柳
井谷駿史， 丹羽康正：高齢者の大腸腫瘍に対する ESD の
治療成績及び予後予測因子の検討．JDDW2021， 2021， 

（神戸）， ［デジタルポスターセッション］
019　大西祥代， 田近正洋， 丹羽康正， 田中　努， 山田啓策， 原　

和生， 水野伸匡， 羽場　真， 桑原崇通， 奥野のぞみ：当院
における超高齢者早期胃がんに対する内視鏡治療の現状．
第 101 回日本消化器内視鏡学会総会， 2021， （Web）， ［口

2．学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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演］
020　大澤高陽， 深見保之， 倉橋真太郎， 花澤隆明， 細田和貴， 

原　和生， 清水泰博， 佐野　力：膵癌術後 7 年目に発症
した残膵癌の 1 切除例．第 52 回日本膵臓学会大会， 
2021， （Web）， ［口演］

021　栗田裕介， 原　和生， 水野伸匡， 林　規俊， 桑原崇通，奥
野のぞみ， 羽場　真， 八木　伸， 長谷川　翔， 佐藤高光， 
細野邦広， 中島　淳， 窪田賢輔：膵神経内分泌腫瘍の画
像診断と臨床病理学的バイオマーカー　PNEN 膵原発病
変に対する EUS の有用性と限界．第 52 回日本膵臓学会
大会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

022　原　和生：胆膵のドレナージ術 : 現状と課題　EUS ガイ
ド下胆管ドレナージの Pros & Cons．第 107 回日本消化
器病学会総会， 2021， （Web）， ［パネルディスカッショ
ン］

023　原　和生：Fielder18 レビュー．ASAHI カンファレンス， 
2021， （Web）， ［特別講演］

024　原　和生：膵炎防止デバイスの開発に向けて．ASAHI
カンファレンス， 2021， （Web）， ［特別講演］

025　原　和生：EUS-FNA．第 101 回日本消化器内視鏡学会総
会， 2021， （Web）， ［司会］

026　原　和生：EUS の現状と未来．第 101 回日本消化器内視
鏡学会総会， 2021， （Web）， ［特別講演］

027　原　和生：EUS-BD ワーキンググループからの報告．第
101 回日本消化器内視鏡学会総会， 2021， （Web）， ［講演］

028　原　和生：膵疾患の内視鏡診断と治療．第 33 回日本消化
器内視鏡学会東海セミナー， 2021， （Web）， ［講演］

029　原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医が知っておく
べき最新の知見．TAIHO WEB セミナー， 2021， （Web）， 

［特別講演］
030　原　和生：胆道ドレナージの極意．松阪市地域連携臨床

懇話会， 2021， （Web）， ［特別講演］
031　原　和生：AXIOS の使用方法．AXIOS 講演会， 2021， 

（Web）， ［ワークショップ］
032　 原　 和 生： 急 性 膵 炎． 第 52 回 日 本 膵 臓 学 会， 2021， 

（Web）， ［座長］
033　原　和生：膵臓がん Expert Seminar， 2021， （Web）， ［司

会］
034　原　和生：EUS の基礎から応用まで．埼玉 EUS 研究会， 

2021， （Web）， ［講演］
035　原　和生：胆管炎２．第 57 回日本胆道学会学術集会， 

2021， （Web）， ［座長］
036　原　和生：膵癌．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［座長］
037　原　和生：初学者のための EUS-BD セミナー．EUS-BD

セミナー， 2021， （Web）， ［特別講演］
038　原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医が理解してお

くべき最新の知見．新宿膵癌フォーラム 2021， 2021， 
（Web）， ［特別講演］

039　原　和生：胆膵．第 135 回日本消化器病学会東海支部例
会， 2021， （Web）， ［座長］

040　原　和生：AXIOS 講習会．HOT AXIOS システム講習， 
2021， （Web）， ［特別講演］

041　原　和生：膵癌診療セミナー．ヤクルト WEB セミナー， 
2021， （Web）， ［講演］

042　原　和生：NET WEB Seminar in Aichi， 2022， （Web）， 
［司会］

043　原　和生：内視鏡セミナー．第 32 回日本消化器内視鏡学
会東海セミナー， 2022， （Web）， ［司会］

044　原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医が理解してお
くべき最新の知見．第 68 回 岩手県南・気仙沼消化器病
検討会， 2022， （Web）， ［特別講演］

045　原　和生：Important points to start EUS-BD for trainees．
AEG Basic interventional EUS workshop， 2022， 

（Web）， ［特別講演］
046　 原　 和 生：Important points for trainees to start EUS-

intervention．AEG Basic interventional EUS workshop， 
2022， （Web）， ［座長］

047　原　和生：がんゲノム時代の超音波内視鏡の役割：超音
波内視鏡を用いた診断・治療のトピックス．第 9 回長崎
胆・膵研究会， 2022， （Web）， ［特別講演］

048　原　和生：Interventional EUS の現状と展望～安全で簡
単な手技を目指して．東海 ERCP/EUS セミナー， 2022， 

（Web）， ［特別講演］
049　原　和生：癌患者の Bone Health．ASAHI 骨粗鬆症 研

究会， 2022， （Web）， ［司会］
050　原　和生：膵 2．第 75 回日本消化器画像診断研究会， 

2022， （（Web）， ［座長］
051　原　和生：明日から役立つ膵癌診療のトピックス．第５

回がん診療連携 WEB セミナー， 2022， （Web）， ［講演］
052　原　和生：EUS・FNA（VIDEO デモンストレーション）．

横浜国際内視鏡ライブ 2022， 2022， （横浜）， ［講演］
053　原　和生：ERCP（Panc ca）．横浜国際内視鏡ライブ

2022， 2022， （横浜）， ［司会］
054　原　和生：AXIOS 講習会， 2022， （Web）， ［ワークショッ

プ］
055　水野伸匡， 青木　啄：膵神経内分泌腫瘍の画像診断と臨

床病理学的 バイオマーカー．第 52 回日本膵臓学会大会， 
2021， （Web）， ［司会］

056　水野伸匡， 井岡達也， 尾阪将人， 上野　誠， 奥坂拓志：膵
癌診療ガイドライン 2022 の改訂作業の概況（化学療法）．
第 52 回日本膵臓学会大会， 2021， （Web）， ［特別企画］

057　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥
野のぞみ， 宮野　亮， 文原大貴， 柳井谷駿史， 吉田将大， 
田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 山田啓策， 夏目誠治， 奥
野正隆， 川勝章司， 細田和貴， 丹羽康正：IPMN 経過観察
症例における膵癌発症リスクの検討と膵嚢胞専門外来の
試み．第 107 回日本消化器病学会総会， 2021， （Web）， 

［口演］
058　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥

野のぞみ， 文原大貴， 柳井谷駿史， 夏目誠治， 奥野正隆， 
川勝章司， 細田和貴：膵癌早期発見の工夫と取り組み　
膵癌早期発見のための膵嚢胞専門外来の試み．第 52 回日
本膵臓学会大会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

059　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥
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野のぞみ， 文原大貴， 柳井谷駿史， 夏目誠治， 奥野正隆， 
川勝章司， 細田和貴：当院における十二指腸乳頭部腫瘍
の治療成績．第 57 回日本胆道学会学術集会， 2021， 

（Web）， ［口演］
060　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥

野のぞみ， 文原大貴， 柳井谷駿史， 夏目誠治， 奥野正隆， 
川勝章司， 細田和貴：膵癌早期診断のための膵嚢胞性疾
患の経過観察法．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［ポスター］

061　羽場　真， 桑谷将城， 潟沼朗生， Hokkaido Interventional 
EUS/ERCP study group：初期画像検査陰性の総胆管結
石の診断における超音波内視鏡の有用性の検討　多施設
共 同 非 ラ ン ダ ム 化 非 盲 検 探 索 的 臨 床 試 験

（UMIN00028558）． 第 57 回 日 本 胆 道 学 会 学 術 集 会， 
2021， （Web）， ［口演］

062　桑原崇通， 原　和生：消化器領域における AI 研究の進歩　
膵腫瘍診断 AI 作成の問題点とその克服．第 107 回日本
消化器病学会総会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

063　桑原崇通：Deep learning を用いた IPMN の良悪性診断
の現状と今後の展望．第25回日本外科病理学会学術集会， 
2021， （Web）， ［基調講演］

064　大西祥代， 桑原崇通， 田近正洋， 田中　努， 山田啓策， 原　
和生， 水野伸匡， 羽場　真， 奥野のぞみ， 丹羽康正， 山口　
類：人工知能（AI）の消化器癌サルコペニア診断への応
用．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［デジタルポスターセッ
ション］

065　杉本祐一， 栗田裕介， 中島　淳， 桑原崇通， 原　和生， 細
野邦広：AI を利用したパラメーターによる遠位胆管閉塞
症例における良悪性診断の検討．JDDW2021， 2021， （神
戸）， ［デジタルポスターセッション］

066　佐藤洋造， 茶谷祥平， 長谷川貴章， 村田慎一， 桑原崇通， 
原　和生， 清水泰博， 稲葉吉隆：胆道再建後の輸入脚症
候群に対する空腸盲端部を介したステント留置の検討

（Stent placement for afferent loop syndrome via the 
jejunal limb after biliary reconstruction）．第 50 回日本
IVR 学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題］

067　桑原崇通， 原　和生， 山口　類：膵腫瘍診断 AI の有用性．
JDDW2021， 2021， （神戸）， ［パネルディスカッション］

068　桑原崇通， 原　和生， 清水泰博：膵嚢胞性疾患の診断と
治療の最前線　Deep learning による IPMN 良悪性診断
の外的検証．第 52 回日本膵臓学会大会， 2021， （Web）， 

［ワークショップ］
069　大西祥代， 桑原崇通， 丹羽康正：消化器疾患とサルコペ

ニア : 診断，治療と予後　人工知能 AI を用いた骨格筋量
の評価．第 107 回日本消化器病学会総会， 2021， （Web）， 

［ワークショップ］
070　桑原崇通， 原　和生：消化器領域における AI 研究の進歩　

膵腫瘍診断 AI 作成の問題点とその克服．第 107 回日本
消化器病学会総会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

071　奥野のぞみ， 原　和生， 清水泰博：胆道疾患における新
規診断法と治療法　膵頭部領域疾患の術前例に対する
primary EUS-HGSの可能性．第107回消化器病学会総会， 
2021， （Web）， ［ワークショップ］

072　�奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：EUS-guided hepatico-
gastrostomy をより簡便におこなうための工夫　22G 針
と 0.018inchGW を用いて．第 107 回消化器病学会総会， 
2021， （Web）， ［口演］

073　�奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：EUS-guided hepatico-
gastrostomy を安全かつ簡便におこなうために―直視型
コンベックスによる B2 穿刺―．第 101 回日本消化器内
視鏡学会総会， 2021， （Web）， ［JGES コアセッション］

074　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：膵疾患における inter-
ventional endoscopy の進歩　膵癌ゲノム診療における
EUS-FNAB． 第 52 回 日 本 膵 臓 学 会 学 術 集 会， 2021， 

（Web）， ［パネルディスカッション］
075　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：胆道内視鏡・胆道ド

レナージの最前線　安全かつ難易度克服を目指した EUS-
HGS　直視型コンベックスを用いた B2 穿刺．第 57 回日
本胆道学会学術集会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

076　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：胆膵内視鏡診療にお
ける新技術　安全かつ難易度克服を目指した B2 穿刺に
よ る EUS-HGS．JDDW2021， 2021， （ 神 戸 ）， ［ ワ ー ク
ショップ］

077　奥野のぞみ， 羽場　真， 原　和生：膵癌・胆道癌の内視
鏡的診断法の現状と課題　EUS-FNAB 検体を用いた膵癌
ゲノム診療の現状と課題．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［パ
ネルディスカッション］

078　柳井谷駿史， 羽場　真， 原　和生：当院における 80 歳以
上の膵癌の経過と治療成績．第 107 回消化器病学会総会， 
2021， （Web）， ［一般演題］

079　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：膵胆道癌における
内視鏡を用いたゲノム医療　EUS-FNA（B）検体を用い
た膵胆道癌のゲノム医療を効率的に行うための工夫．第
101 回日本消化器内視鏡学会総会， 2021， （Web）， ［シン
ポジウム］

080　柳井谷駿史， 羽場　真， 原　和生：高齢者に対する消化
器癌治療の適応と限界　当院における 80 歳以上の膵癌の
経過と治療成績．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［パネルディ
スカッション］

081　柳井谷駿史， 水野伸匡， 文原大貴， 宮野　亮， 奥野のぞ
み， 桑原崇通， 羽場　真， 原　和生， 井本逸勢：膵神経内
分泌腫瘍の画像診断と臨床病理学的バイオマーカー　膵
神経内分泌腫瘍（PNEN）における包括的がんゲノムプ
ロファイリング（CGP）検査の現状．第 52 回日本膵臓学
会大会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

082　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：胆道癌に対するゲ
ノム医療の展開　当院における胆道癌領域の包括的がん
ゲノムプロファリング CGP の現状．第 57 回日本胆道学
会学術集会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

083　柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 原　和生：胆膵疾患に対する
内視鏡診断と治療　胆道癌ゲノム診療を行う上での EUS-
TA（EUS-guided tissue acquisition）の工夫．第 64 回日
本消化器内視鏡学会東海支部例会， 2021， （Web）， ［シン
ポジウム］

084　文原大貴， 羽場　真， 柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 桑原崇
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通， 水野伸匡， 原　和生：1 型自己免疫性膵炎診断におけ
る内視鏡検査の役割についての考察．JDDW2021， 2021， 

（神戸）， ［デジタルポスターセッション］
085　文原大貴， 奥野のぞみ， 原　和生， 柳井谷駿史， 宮野　

亮， 羽場　真， 桑原崇通， 水野伸匡：膵頭十二指腸切除術
後の胆管空腸吻合部狭窄に関する内視鏡的治療法に関す
る検討．第 101 回日本消化器内視鏡学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般口演］
086　文原大貴， 奥野のぞみ， 原　和生：肝胆膵疾患診断・治

療の最前線　当院での膵悪性腫瘍に対するゲノム診療の
現状及び EUS 下検体採取の成績について．第 135 回日本
消化器病学会東海支部例会， 2021， （Web）， ［シンポジウ
ム］

087　文原大貴， 奥野のぞみ， 原　和生：良性および術後胆道
狭窄に対する内科的・外科的アプローチ　膵頭十二指腸
切除術後の胆管空腸吻合部狭窄に対する選択的内視鏡治
療の成績．第 57 回日本胆道学会学術集会， 2021， （Web）， 

［ワークショップ］
088　文原大貴， 羽場　真， 柳井谷駿史， 奥野のぞみ， 桑原崇

通， 水野伸匡， 原　和生：IgG4 関連疾患 up-to-date: 病態，
診断，治療の最新知見　1 型自己免疫性膵炎の再燃予測
因子，悪性腫瘍との関連について．第 52 回日本膵臓学会
学術集会， 2021， （Web）， ［パネルディスカッション］

内視鏡部　

001　田中　努， 田近正洋， 大西祥代， 山田啓策， 原　和生， 水
野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ，羽場　真， 宮野　亮， 文
原大貴， 柳井谷駿史， 丹羽康正：狭窄予防を施行した食
道 ESD 術後狭窄に対するバルーン拡張回数の検討．第
107 回日本消化器病学会総会， 2021， （東京）， ［口演］

002　田中　努：表在性食道癌の内視鏡診断と治療．第 33 回日
本消化器内視鏡学会東海セミナー， 2021， （名古屋）， ［講
演］

003　安田　司， 田中　努， 桑原崇通， 原　和生， 田近正洋， 丹
羽康正：COVIT-19 感染流行前後の当院の２次精査の実
態．第 50 回日本消化器がん検診学会東海北陸地方会， 
2021， （浜松）， ［口演］

004　田中　努：胃．第 50 回日本消化器がん検診学会東海北陸
地方会， 2021， （浜松）， ［座長］

005　安田　司， 田中　努， 大西祥代， 神谷友康， 山田啓策， 水
野伸匡， 桑原崇通， 羽場　真， 奥野のぞみ， 倉石康弘， 原　
和生， 田近正洋， 丹羽康正：大腸扁平上皮癌の１例．第
17 回拡大内視鏡研究会， 2021， （東京）， ［口演］

006　田中　努：上部消化官におけるビスコクリアを用いた視
野確保～ESD 術中出血症例を中心に～．消化器内視鏡治
療オンラインセミナー㏌東海， 2022， （名古屋）， ［講演］

007　田中　努， 田近正洋， 丹羽康正：上部消化管癌治療後の
サーベイランスに関する課題と新たな取り組み　食道表
在癌の内視鏡治療後における異時性再発病変の検討．
JDDW2021， 2021， （神戸）， ［パネルディスカッション］

008　大西祥代， 桑原崇通， 丹羽康正：人工知能（AI）を用い
た骨格筋量の評価．第 107 回日本消化器病学会総会， 
2021， （Web）， ［ワークショップ］

009　大西祥代， 桑原崇通， 田近正洋， 田中　努， 山田啓策， 原　
和生， 水野伸匡， 羽場　真， 奥野のぞみ， 丹羽康正， 山口　
類：人工知能（AI）の消化器がんサルコペニアの診断へ
の応用．JDDW2021， 2021， （神戸）， ［ポスター］

010　大西祥代， 田近正洋， 丹羽康正， 田中　努， 山田啓策， 原　
和生， 水野伸匡， 羽場　真， 桑原崇通， 奥野のぞみ：当院
における超高齢者早期胃がんに対する内視鏡治療の現状．
第 101 回日本消化器内視鏡学会総会， 2021， （Web）， ［一
般演題］

011　山田啓策， 田近正洋， 丹羽康正：免疫チェックポイント
阻害剤関連大腸炎の臨床的検討．第 107 回日本消化器病
学会総会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

012　山田啓策， 田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 原　和生， 水
野伸匡， 桑原崇通， 奥野のぞみ， 羽場　真， 文原大貴， 柳
井谷駿史， 丹羽康正：高齢者の大腸腫瘍に対する ESD の
治療成績及び予後予測因子の検討， JDDW 2021， 2021， 

（Web）， ［デジタルポスターセッション］
013　田近正洋：第 9 回日本家族性大腸腺腫症研究会学術集会， 

2021， （大阪）， ［座長］
014　田近正洋：がん免疫療法　WEB Live Seminar ㏌ 東海， 

2021， （名古屋）， ［座長］
015　田近正洋：第 592 回東海胃腸疾患研究会， 2021， （名古

屋）， ［司会］
016　田近正洋：消化器内視鏡治療オンラインセミナー ㏌ 東

海， 2022， （名古屋）， ［座長］
017　田近正洋：大腸内視鏡検査に対する医療従事者の意識か

らみた医療安全．医療安全 Web セミナー， 2021， （名古
屋）， ［講演］

018　田近正洋：当院におけるコロナ禍の消化器がん診療～早
期診断，連携の重要性について～．地域で考えるがん診
療連携 Web セミナー， 2021， （名古屋）， ［講演］

019　田近正洋：遺伝性大腸腫瘍の内視鏡サーベイランス．第
593 回東海胃腸疾患研究会， 2022， （名古屋）， ［講演］

020　松原裕樹， 鳥山和浩， 門脇重憲， 緒方貴次， 中澤泰子， 加
藤恭子， 能澤一樹， 成田有季哉， 本多和典， 舛石俊樹， 坂
東英明， 安藤正志， 田近正洋， 細田和貴， 室　圭：食道扁
平上皮癌に対するニボルマブの有効性における CPS の影
響．第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜）， ［一
般口演］

021　松原祐樹， 舛石俊樹， 中田晃暢， 児玉紘幸， 緒方貴次， 熊
西亮介， 中澤泰子， 能澤一樹， 成田有季哉， 本多和典， 谷
口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 室　圭：HER2
低発現が切除不能大腸癌１次治療における抗 EGFR 抗体
薬の有効性に与える影響．第 59 回日本癌治療学会学術集
会， 2021， （横浜）， ［一般口演］

022　神谷友康， 田近正洋， 丹羽康正：消化管疾患診断・治療
の最前線　当院における放射線治療後食道癌に対する内
視鏡的ステント留置術の治療成績．日本消化器病学会東
海支部第 135 回例会， 2021， （名古屋）， ［シンポジウム］
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023　多和田　翔， 伊藤誠二， 沼田佳久， 伊藤友一， 三澤一成， 
川勝章司， 細井敬泰， 大内　晶， 奥野正隆， 檜垣栄治， 大
城泰平， 夏目誠治， 木下敬史， 阿部哲也， 小森康司， 田近
正洋， 清水泰博：胃癌 ESD 後非治癒切除例に対する腹腔
鏡下胃切除術の短期成績の検討．第 121 回日本外科学会
定期学術集会， 2021， （千葉）， ［ポスターセッション］

024　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥
野のぞみ， 宮野　亮， 文原大貴， 柳井谷駿史， 吉田将大， 
田近正洋， 田中　努， 大西祥代， 山田啓策， 夏目誠治， 奥
野正隆， 川勝章司， 細田和貴， 丹羽康正：IPMN 経過観察
症例における膵癌発症リスクの検討と膵嚢胞専門外来の
試み．第107回日本消化器病学会総会， 2021， （東京）， ［一
般演題］

呼吸器内科部 

001　Hase T, Fujiwara Y, Makihara R, Hashimoto N, Tsubata Y, 

Okuno T,  Naito T, Takahashi T, Kobayashi H, Shinno U, 

Ikeda T, Hosomi Y, Watanabe L, Kitazono S, Sakiyama N,  

Makino Y, Yamamoto N：Pharmacokinetic and dose 
finding study of Osimertinib in patients with impaired 
renal function and low body weight.  ESMO congress， 
2021， （Web），［口演］

002　Toyozawa R, Itahashi K, Goto Y, Fujiwara Y, Okuma Y, 

Kurata T, Yokoyama T, Nokihara H,  Yokoi T, Yamaguchi T, 

Shiraishi Y, Takeda M, Tokito T, Nakamura A, Hosomi Y, Ohe 

Y ：Two single-arm， multi-center， phase Ⅱ trial of PD-1 
inhibitors in patients with pulmorary sarcomatoid 
carcinoma｛NCCH1603/NCCH1703｝. ESMO congress， 
2021， （Web）， ［口演］

003　重松文恵， 大矢由子， 古田裕美， 山口哲平， 渡辺尚宏， 清
水淳市， 堀尾芳嗣， 藤原　豊， 細田和貴， 仲田健男， 関戸　
翔：左胸水貯留を契機に診断された前立腺癌の１例 .　第
119 回日本肺癌学会中部支部学術集会， 2021， （Web）， 

［口演］
004　古田裕美， 重松文恵， 山口哲平， 大矢由子， 渡辺尚宏， 清

水淳市， 堀尾芳嗣， 藤原　豊， 灰本章一， 古平　毅：当院
における肺癌脊椎転移に対する手術介入 .  第 119 回日本
肺癌学会中部支部学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

005　重松文恵， 大矢由子， 古田裕美， 山口哲平， 渡辺尚宏， 清
水淳市， 堀尾芳嗣， 藤原　豊， 細田和貴：当院でのニボル
マブとイピリムマブの併用療法 .  第 120 回日本肺癌学会
中部支部学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

006　草場勇作， 竹田雄一郎， 突田容子， 山本貴也， 宮内栄作， 
馬屋原博， 泰　明登， 田中　智， 内田純二， 臼井一裕， 田
宮基裕， 大矢由子：切除不能Ⅲ期非小細胞肺癌に対する
強度変調放射線治療を用いた化学放射線療法に関しての
後方視的研究 . 第 62 回日本肺癌学会学術集会， 2021， 

（Web）， ［口演］
007　重松文恵， 大矢由子， 山口哲平， 古田裕美， 渡辺尚宏， 清

水淳市， 堀尾芳嗣， 細田和貴， 藤原　豊：進行非小細胞肺

癌に対する免疫チェックポイント阻害薬の併用療法の検
討 .  第 62 回日本肺癌学会学術集会， 2021， （Web）， ［口
演］

008　大矢由子， 重松文恵， 古田裕美， 山口哲平， 渡辺尚宏， 清
水淳市， 堀尾芳嗣， 藤原　豊：免疫チェックポイント阻
害薬＋細胞障害性抗がん剤治療において効果と関連する
炎症性サイトカインの検討 .  第 62 回日本肺癌学会学術
集会， 2021， （Web）， ［口演］

009　山口哲平， 清水淳市， 長谷川貴章， 大矢由子， 重松文恵， 
古田裕美， 渡辺尚宏， 堀尾芳嗣， 稲葉吉隆， 藤原　豊：
ICI 化学療法併用レジメンによる薬剤性肺炎発症と肺野
線維化所見の関連性 .  第 62 回日本肺癌学会学術集会， 
2021， （Web）， ［口演］

010　重松文恵， 大矢由子， 山口哲平， 古田裕美， 渡辺尚宏， 清
水淳市， 堀尾芳嗣， 細田和貴， 藤原　豊：遺伝子変異 / 転
座陽性の進行・再発非小細胞肺癌への化学療法と免疫
チェックポイント阻害薬の併用療法の検討 . 第 62 回日本
肺癌学会学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

011　丹羽英之， 沖　昌英， 石井友里加， 鳥居厚志， 山田有里
紗， 重松文恵， 小暮啓人， 北川智余恵， 坂：80 歳以上の
高齢者に対する診断目的の超音波経気管支ガイド下針生
検の安全性と有効性に関する検討．呼吸器内視鏡学会， 
2021， （Web）， ［口演］

012　清水淳市， 山口哲平， 渡辺尚宏， 大矢由子， 古田裕美， 堀
尾芳嗣， 藤原　豊， 細田和貴， 黒田浩章， 稲葉吉隆：
EGFR 阻害薬による治療後に病理検査を試みた非小細胞
肺癌症例の検討 .  呼吸器内視鏡学会， 2021， （Web）， ［口
演］

013　重松文恵， 清水淳市， 山口哲平， 渡辺尚宏， 大矢由子， 古
田裕美， 堀尾芳嗣， 藤原　豊：新型コロナウィルスワク
チン接種により腋　リンパ節腫大をきたした３例 . 内科
学会東海地方会， 2021， （Web）， ［口演］

014　重松文恵　清水淳市， 山口哲平， 渡辺尚宏， 大矢由子， 古
田 裕 美， 堀 尾 芳 嗣， 藤 原　 豊：Safety and efficacy of 
dabrafenib plus trametinib for BRAF V600E mutated 
non-small cell lung cancer. 臨床腫瘍学会， 2022， （Web）， 

［ポスター］
015　大矢由子， 清水淳市， 山口哲平， 渡辺尚宏， 大矢由子， 古

田裕美， 堀尾芳嗣， 藤原　豊：免疫チェックポイント阻
害薬治療における長期奏功例の解析 . 臨床腫瘍学会， 
2022， （Web）， ［ポスター］ 

016　今村知世， 堀尾芳嗣：Translational Research / Clinical 
Pharmacology 4（Miscellaneous）．臨床腫瘍学会， 2022， 

（京都）， ［司会］

血液・細胞療法部

001　Keith W. Pratz ,  Brian A.  Jonas,  Vinod Pullarkat , 

ChristianRecher, Andre C. Schuh, Michael J. Thirman, 

Jacqueline S. Garcia, Courtney DiNardo, Vladimir Vorobyev, 

Nicola Fracchiolla, Su-Peng Yeh, Jun Ho Jang, Muhit 
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Ozcan, Yamamoto K, Arpad Illes, Ying Zhou, Monique Dail, 

Brenda Chyla, Jalaja Potluri, Hartmut Döhner：Measurable 
Residual Disease Response in Acute Myeloid Leukemia 
Treated with Venetoclax and Azacitidine， Congress of 
the26th European Hematology Association， EHA2021 
Virtual Congress， 2021， （Wien）， ［口頭］

002　Suzuki T, Maruyama D, Machida R, Kataoka T, Fukushima 

N, Takayama N, Ohba, R, Omachi K, Imaizumi Y, Tokunaga 

M, Katsuya H, Yoshida I, Sunami K, Kurosawa M, Kubota N, 

Morimoto H, Kobayashi M, Yamamoto K, Kameoka Y, 

Kagami Y, Tabayashi T, Maruta M, Kobayashi T, Iida S, 

Nagai H：The prognostic impact of the UK Myeloma 
Research Alliance Risk Profile in untreated patients 
with multiple myeloma who received melphalan， 
prednisolone， and bortezomib: an ad hoc analysis of 
JCOG1105， The 18th International Myeloma Workshop， 
2021， （Wien）， ［ポスター］

003　Shimomura Y, Sobue T, Hirabayashi S, Kondo T, Mizuno S, 

Kanda J, Fujino T, Kataoka K, Uchida N, Eto T, Miyakoshi S, 

Tanaka M, Kawakita T, Yokoyama H, Doki N, Harada K, 

Wake A, Ota S, Takada S, Takahashi, S, Kimura T, Onizuka 

M, Fukuda T, Atsuta Y, Yanada M： Comparing Single Cord 
Blood Transplantation and Matched Related Donor 
Transplantation in Non-Remission Acute Myeloid 
Leukemia. The 63rd Annual Meeting of American 
Society of Hematology， 2021， （Atlanta）， ［口演］

004　Fukushima K, Shibayama H, Chi S, Hosono N, Yamauchi T, 

Katagiri S, Gotoh A, Eguchi M, Morishita T, Ogasawara R, 

Kondo T, Yanada M, Yamamoto K, Kobayashi T, Kuroda J, 

Kamoda Y, Usuki K, Utsu Y, Aotsuka N, Yoshimitsu M, 

Ishitsuka K, Ono T, Takahashi N, Iyama S, Nakamura M, 

Nakamura Y, Fukuhara S, Izutsu K, Yamauchi N, Yuda J, 

Minami Y ：Clinical Significance of FLT3 Mutations in a 
Comprehensive NGS Multicenter Study of AML: HM-
Screen-Japan 01. The 63rd Annual Meeting of American 
Society of Hematology， 2021， （Atlanta）， ［ポスター］

005　Fukuhara N, Kim W, Izutsu K, Terui Y, Nakajima H, Ando K, 

Yamauchi T, Yamamoto K, UchidaT, Suehiro Y, Yoon D, Kang 

H, Ko P, Nagahama F, Sonehara Y, Nagai H, Tien H, Kwong 

Y, Tobinai K：Asian Multinational Phase II Study of 
Darinaparsin in Patients with Relapsed or Refractory 
Peripheral T-cell Lymphoma， The 63rd American 
Society of Hematology （ASH） Annual Meeting and 
Exposition， 2021， （Atlanta）， ［ポスター］ 

006　Keith W. Pratz, Brian A. Jonas, Vinod Pullarkat, Christian 

Recher, Andre C. Schuh, Michael J. Thirman, Jacqueline S. 

Garcia, Courtney DiNardo, Vladimir Vorobyev, Nicola 

Fracchiolla, Su-Peng Yeh, Jun Ho Jang, Muhit Ozcan, 

Kazuhito Yamamoto, Arpad Illes, Ying Zhou, Monique Dail, 

Brenda Chyla, Jalaja Potluri, Hartmut Döhner：Measurable 
Residual Disease Response and Prognosis in Acute 
Myeloid Leukemia with Venetoclax and Azacitidine 

（7018）， 67th Annual Meeting of American Society of 
Clinical Oncology （ASCO） （2021）， 2021， （Chicago/
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007　Uchiyama S, Nakamura H, Chi S, Fukushima K, Shibayama 

H, Hosono N, Yamauchi T, Katagiri S, Gotoh A, Eguchi M, 
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Minami Y ：Properties and Distribution of IDH-1/2 
Mutations in Acute Myeloid Leukemia By the 
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Annual Meeting of American Society of Hematology
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［Publication only］
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Mutation Profiling Multicenter Study on Patients with 
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Minami Y：Genomic Analysis of NPM1 Mutation and 
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Japanese Patients with Acute Myeloid Leukemia: 
Hematologic Malignancies （HM）-Screen-Japan 01

（4460）， The 63rd Annual Meeting of American Society 
of Hematology （ASH）， 2021， （Atlanta， Georgia， USA/
Virtual）， ［Publication only］

010　Katagiri S, Akahane D, Gotoh A, Chi S, Fukushima K, 
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011　Kato H, Taji G, Kodaira T, Kinoshita T, Yamamoto K：Long-
term outcomes of patients receiving cord blood units 
preserved in a -135°C mechanical freezer， 第 83 回日本
血液学会学術集会， 2021， 仙台， ［口頭］ 

012　Fukuhara N, Munakata W, Ando K, Yokoyama M, Yamamoto 

K, Ichikawa S, Fukuhara S, Ohmachi K, Mishima Y, Ogiya D, 

Aoi A, Hatsumichi M, Tobinai K：Final results of phase 1 
study of tirabrutinib （ONO-4059/GS-4059） in B-cell 
malignancies in Japan， 第 83 回日本血液学会学術集会， 
2021， （仙台）， ［口演］ 

013　柳田正光， 小沼貴晶， 水野昌平， 平林茂樹， 西脇聡史， 内
田直之， 土岐典子， 田中正嗣， 小澤幸泰， 澤　正史， 衛藤
徹也， 河北敏郎， 太田秀一， 福田隆浩， 鬼塚真仁， 木村貴
文， 熱田由子， 賀古真一， 矢野真吾：Disease status at 
allogeneic HCT and post-transplant outcomes: A 
difference between AML and ALL，第 83 回日本血液学
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治， 小野孝明， 高橋直人， 井山　諭， 中村　真， 中邑幸
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陽 介：Genomic analysis of TP53 mutations in a 
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允， 小笠原励起， 近藤　健， 柳田正光， 山本一仁， 古林　
勉， 黒田純也， 臼杵憲祐， 宇津欣和， 青墳信之， 吉満　
誠， 石塚賢治， 小野孝明， 高橋直人， 井山　諭， 中村　
真， 中邑幸伸， 福原　傑， 伊豆津宏二， 山内寛彦， 湯田淳
一朗， 南　陽介：Genetic Features of AML with IDH1/
IDH2 mutation: HM-SCREEN-JAPAN01， 第 83 回日本血
液学会学術集会総会， 2021， （仙台）， ［口演］

020　細野奈穂子， 山内高弘， 池　成基， 片桐誠一朗， 後藤明
彦， 池　成基， 福島健太郎， 柴山浩彦， 江口基紀， 森下喬
允， 小笠原励起， 近藤　健， 柳田正光， 山本一仁， 古林　
勉， 黒田純也， 臼杵憲祐， 宇津欣和， 青墳信之， 吉満　
誠， 石塚賢治， 小野孝明， 高橋直人， 井山　諭， 中村　
真， 中邑幸伸， 福原　傑， 伊豆津宏二， 山内寛彦， 湯田淳
一朗， 南　陽介：A mutation profiling multicenter study 
of patients with AML: HM-SCREEN-Japan 01， 第 83 回
日本血液学会学術集会総会， 2021， （仙台）， ［口演］

021　江口基紀， 森下喬允， 池　成基， 福島健太郎， 柴山浩彦， 
細野奈穂子， 山内高弘， 片桐誠一朗， 後藤明彦， 小笠原励
起， 近藤　健， 柳田正光， 山本一仁， 古林　勉， 黒田純
也， 臼杵憲祐， 宇津欣和， 青墳信之， 吉満　誠， 石塚賢
治， 小野孝明， 高橋直人， 井山　諭， 中村　真， 中邑幸
伸， 福原　傑， 伊豆津宏二， 山内寛彦， 湯田淳一朗， 南　
陽介：Genetic features of AML requiring hematopoietic 
stem cell transplantation: HM-SCREEN-Japan01， 第 83
回日本血液学会学術集会総会， 2021， （仙台）， ［口演］

022　福島健太郎， 柴山浩彦， 池　成基， 細野奈穂子， 山内高
弘， 片桐誠一朗， 後藤明彦， 江口基紀， 森下喬允， 小笠原
励起， 近藤　健， 柳田正光， 山本一仁， 古林　勉， 黒田純
也， 臼杵憲祐， 宇津欣和， 青墳信之， 吉満　誠， 石塚賢
治， 小野孝明， 高橋直人， 井山　諭， 中村　真， 中邑幸
伸， 福原　傑， 伊豆津宏二， 山内寛彦， 湯田淳一朗， 南　
陽介：Clinical significance of FLT3 mutations in a NGS 
multicenter study of AML: HM-SCREEN-Japan 01， 第
83 回日本血液学会学術集会総会， 2021， （仙台）， ［口演］

023　照井康仁， 木口　亨， 伊豆津宏二， 亀岡吉弘， 日高道弘， 
加藤春美， 頼　晋也， 黒田純也， 石澤賢一， 市川　聡， 安
藤　潔， 小椋美知則， 福島耕治， 村山佳予子：A phase 3 
trial of bendamustine/rituximab for relapsed or 
refractory diffuse large b-cell lymphoma. 第 83 回日本血
液学会学術集会総会， 2021， （仙台）， ［口演］

024　入山智沙子， 安田貴彦， 三好寛明， 大島孝一， 高橋直樹， 
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塚崎邦弘， 島田和之， 平賀潤二， 鏡味良豊， 福原　傑， 伊
豆津宏二， 鈴木律朗， 福原規子， 楫屋良子， 山本一仁， 石
田高司， 小林幸夫， 眞田　昌， 齋藤明子， 齋藤俊樹， 永井
宏 和， 堀 部 敬 三， 冨 田 章 裕：Factors critical for the 
results of comprehensive genetic mutational analysis 
using genomic samples extracted from formalin-fixed 
paraffin-embedded （FFPE） specimens in malignant 
lymphoma， 第 83 回日本血液学会学術集会， 2021， （仙
台）， ［口頭］

025　見目絵光， 加藤春美， 柳田正光， 田地浩史， 齋藤統子， 加
藤 省 一， 山 本 一 仁：Clinical characteristics of DLBCL 
patients experiencing early disease progression among 
lower IPI risk groups. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2022， （京都）， ［口演］

026　山本一仁：好中球減少中の感染症対策と化学療法におけ
るサポーティブケア， 第 11 回若手臨床血液学セミナー， 
2021， （Web）， ［口頭］
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combinedpositive score （CPS） on clinical response 
tonivolumab in patients with advanced esophageal 
squamous cell carcinoma. ASCO 2021， 2021， （Virtual）， 
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Sato A, Fujii S, Ohtsu A, Yoshino T：Pertuzumab plus 
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Loupakis F, Kawakami H, Yamaguchi K, Nishina T, Wainberg 

ZA, Elez E, Rodriguez J, Fakih M, Ciardiello F, Saxena K, 
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本直俊， 三浦　公， 結城敏志， 進藤吉明， 川上尚人， 室　
圭， 中島貴子， 市川　度， 藤井雅志：胃癌における腸内細
菌 ゲ ノ ム 情 報 と 患 者 背 景 の 関 係 : DELIVER 試 験

（JACCRO GC-08）. 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 
2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

065　内野順治， 内藤立暁， 小嶋　徹， 又野　豊， 湊　浩一， 白
石祥理， 水上拓郎， 安宅信二， 東口髙志， 室　圭， 髙山浩
一， 古瀬純司， 森嶋瑛一郎， 瀧口　徹， 田村和夫：アナモ
レリンの非小細胞肺癌及び消化器癌の低 BMI がん悪液
質を対象とした第Ⅲ相試験 . 第 59 回日本癌治療学会学術
集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

066　結城敏志， 中村能章， 塩澤　学， 舛石俊樹， 川上武志， 太
田高志， 伊澤直樹， 傳田忠道， 松橋延壽， 高島淳生， 後藤
昌弘， 賀川義規， 安藤幸滋， 米沢理人， 吉野孝之：化学療
法未治療の日本人大腸癌症例に対する ctDNA を用いた
遺伝子解析 : GOZILA 試験 . 第 59 回日本癌治療学会学術
集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

067　室　圭（司会）， 川上尚人， 吉野孝之， Maria Di Bartolomeo， 
Kanwal Raghav， 舛石俊樹， 山口研成， 仁科智裕， Kapil 

Saxena， 小林孝二郎， Emarjola Bako， 奥田恭行， Gerold 

Meinhardt， Axel Grothey， Salvatore Siena：HER2 発現転
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移性大腸癌を対象とした T-DXd の多施設共同第 II 相試
験:最終報告. 第59回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横
浜（ハイブリット開催））， ［プレナリーセッション］

068　坂東英明， 中村能章， 山田貴允， 舛石俊樹， 川上武志， 太
田高志， 武田弘幸， 三梨桂子， 吉田和弘， 小松嘉人， 岩佐　
悟， 後藤昌弘， 賀川義規， 米沢理人， 吉野孝之：化学療法
未治療の日本人胃がん患者における血中循環腫瘍 DNA 
を用いた遺伝子異常の解析 . 第 59 回日本癌治療学会学術
集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

069　沖　英次， 安藤幸滋， 谷口浩也， 竹政伊知朗， 加藤健志， 
吉野孝之， 森　正樹：ctDNA 検査により大腸癌術後補助
化学療法の最適化を行う大規模試験（CIRCULATE-
Japan）. 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜

（ハイブリット開催））， ［シンポジウム］
070　白数洋充， 谷口浩也， 渡邉　純， 小髙雅人， 山﨑健太郎， 

Alexey Aleshin， 小谷大輔， 三島沙織， 由上博喜， 沖　英
次， 竹政伊知朗， 加藤健志， 中村能章， 森　正樹， 吉野孝
之：根治的外科治療可能の結腸・直腸がんを対象とした
ctDNA による観察研究（GALAXY 試験）. 第 59 回日本
癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， 

［口演］
071　坂東英明， 中村能章， 谷口浩也， 塩澤　学， 安井久晃， 江

崎泰斗， 太田高志， 傳田忠道， 佐藤太郎， 山崎健太郎， 砂
川　優， 加藤健志， 後藤昌弘， 畑　昌， 吉野孝之：切除不
能・再発大腸がん症例の血中循環腫瘍 DNA 検出におけ
る転移巣の意義 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， 

（横浜（ハイブリット開催））， ［口演］
072　城後友望子， 中村能章， 設樂紘平， 坂東英明， 安井久晃， 

江﨑泰斗， 寺澤哲志， 佐藤太郎， 篠崎英司， 仁科智裕， 小
倉　孝， 小松嘉人， 谷口浩也， 藤井誠志， 吉野孝之：胃癌
の血中循環腫瘍 DNA における FGFR2 増幅及び FGFR 
阻害薬に対する治療効果の検討 . 第 59 回日本癌治療学会
学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

073　沖　英次， 安藤幸滋， 中西良太， 中司　悠， 中ノ子智徳， 
胡　慶江， 太田光彦， 木村和恵， 谷口浩也， 吉野孝之， 森　
正樹：外科領域でのがんゲノム医療への挑戦 . 第 59 回日
本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開
催））， ［シンポジウム］

074　寺澤哲志， 久保木恭利， 舛石俊樹， 中村将人， 渡邉　純， 
尾嶋 仁， 篠原雄大， 沖　英次， 砂川 優， 石原聡一郎， 谷
口浩也， 中島貴子， 森田智視， 白尾國昭， 吉野孝之：
TRUSTY: 進行再発大腸癌の 2 次治療における FTD/TPI 
+ BEV 療法の第 2/3 相比較試験 . 第 59 回日本癌治療学
会学術集会， 2021（横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

075　三島沙織， 中村能章， 澤田憲太郎， 洞澤智至， 門脇重憲， 
加藤　健， 上野　誠， 沖　英次， 佐藤太郎， 小松嘉人， 
Hanna Tukachinsky， Russell Madison， Geoff Oxnard， 吉野
孝之：進行性固形がんにおける血液中遺伝子変異量
bTMB の評価 : SCRUM-Japan MONSTAR-SCREEN. 第
59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリッ
ト開催））， ［口演］

076　室　圭（司会）， 澤　智至， 澤田憲太郎， 山下理宇， 藤澤

孝夫， 吉河　歩， 中村能章， 谷口浩也， 門脇重憲， 加藤　
健， 佐藤太郎， 小松嘉人， 沖　英二， 安井久晃， 山崎健太
郎， 吉野孝之：進行性固形癌患者における腸内細菌叢と
免疫チェックポイント阻害剤の有効性 . 第 59 回日本癌治
療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［プ
レナリーセッション］

077　熊西亮介， 舛石俊樹， 伏木邦博， 澤田憲太郎， 千田圭吾， 
松原裕樹， 白数洋充， 川本泰之， 小谷大輔， 加藤恭子， 川
上武志， 結城敏志， 山崎健太郎， 小松嘉人， 吉野孝之：切
除不能大腸癌における KRAS G12C 変異の予後への影響

（多施設共同研究） . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 
2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

078　室　圭：内科医が考える BRAF 変異大腸がんの最適な治
療戦略 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜

（ハイブリット開催））， ［イブニングセミナー］
079　室　圭（司会）， 原田剛志：周術期リハビリテーションを

受けた高齢食道癌患者での術後骨格筋量変化の予後的影
響 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイ
ブリット開催））， ［プレナリーセッション］

080　室　圭（司会）， 野呂林太郎：肺腺がんの転移活性を評価
し，術後補助化学療法の効果予測するバイオマーカーの
実用化 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜

（ハイブリット開催））， ［プレナリーセッション］
081　室　圭（司会）， 尾島敏康：ロボット胃癌手術 vs 腹腔鏡

胃癌手術無作為化比較試験 . 第 59 回日本癌治療学会学術
集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［プレナリー
セッション］

082　室　圭（司会）， 塩崎　敦：膵癌幹細胞における電位依存
性カリウムチャネルの発現機能解析 . 第 59 回日本癌治療
学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［プレ
ナリーセッション］

083　室　圭（司会）， 川上尚人：HER2 発現転移性大腸癌を対
象とした T-DXd の多施設共同第 II 相試験 : 最終報告 . 第
59 回日本癌治療学会学術集会， 2021（横浜（ハイブリッ
ト開催））， ［プレナリーセッション］

084　室　圭（司会）， 清島　亮：本邦における高齢者直腸癌患
者に対する腹腔鏡手術の安全性の検討 . 第 59 回日本癌治
療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［プ
レナリーセッション］

085　室　圭（司会）， 八木麻未：本邦における子宮体がんの動
向と予後の解析 : 大阪府がん登録データを用いて . 第 59
回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット
開催））， ［プレナリーセッション］

086　室　圭（司会）， 洞澤智至：進行性固形癌患者における腸
内細菌叢と免疫チェックポイント阻害剤の有効性 . 第 59
回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット
開催））， ［プレナリーセッション］

087　室　圭：胃癌，大腸癌における分子標的治療薬の耐性と
克服戦略 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜

（ハイブリット開催））， ［シンポジウム］
088　室　圭（司会）：大腸癌個別化治療の今：MSI-H による

precision medicine. 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 
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2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［学術セミナー］
089　緒方貴次， 舛石俊樹， 熊西亮介， 中澤泰子， 松原裕樹， 児

玉紘幸， 中田晃暢， 成田有季哉， 本多和典， 門脇重憲， 安
藤正志， 室　圭：既治療切除不能大腸癌に対するトリフ
ルリジン / チピラシル + ベバシズマブ療法の有効性 . 第
59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリッ
ト開催））， ［ポスター］

090　松原裕樹， 鳥山和浩， 門脇重憲， 緒方貴次， 中澤泰子， 加
藤恭子， 能澤一樹， 成田有季哉， 本多和典， 舛石俊樹， 坂
東英明， 安藤正志， 田近正洋， 細田和貴， 室　圭：食道扁
平上皮癌に対するニボルマブの有効性における CPS の影
響 . 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイ
ブリット開催））， ［口演］

091　松原裕樹， 舛石俊樹， 中田晃暢， 児玉紘幸， 緒方貴次， 熊
西亮介， 中澤泰子， 能澤一樹， 成田有季哉， 本多和典， 谷
口浩也， 門脇重憲， 安藤正志， 田近正洋， 室　圭：HER2 
低発現が切除不能大腸癌 1 次治療における抗 EGFR 抗体
薬の有効性に与える影響 . 第 59 回日本癌治療学会学術集
会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， ［口演］

092　Taniguchi H：Perioperative therapy in colorectal cancer: 
Current status and future perspectives. 第 59 回日本癌治
療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開催））， 

［ESMO-JSCO Joint Symposium］
093　谷口浩也：内科医が注目する進行再発大腸癌の薬物治療 . 

第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブ
リット開催））， ［シンポジウム］

094　�谷口浩也：産学連携ゲノム解析研究SCRUM/CIRCULATE-
Japan Registry の医薬品医療機器承認への活用 . 第 59 回
日本癌治療学会学術集会， 2021， （横浜（ハイブリット開
催））， ［シンポジウム］

095　室　圭：胃がん免疫療法の意義を考える. JDDW， 2021， 
（神戸（ハイブリット開催））， ［ランチョンセミナー］

096　谷口浩也：進行大腸がんに対する薬物療法の Up To Date. 
JDDW， 2021， （神戸（ハイブリット開催））， ［教育講演］

097　谷口浩也：大腸がん遺伝子関連検査の基礎知識 . 第 76 回
日本大腸肛門病学会学術集会， 2021， （広島（ハイブリッ
ト開催））， ［教育講演］

098　室　圭（司会）：Sidedness に基づいた大腸癌治療戦略 . 
第 76 回日本大腸肛門病学会学術集会， 2021， （広島（ハ
イブリット開催））， ［パネルディスカッション］

099　児玉絋幸， 舛石俊樹， 中田晃暢， 熊西亮介， 中澤泰子， 緒
方貴次， 松原裕樹， 本多和典， 成田有季哉， 谷口浩也， 門
脇重憲， 安藤正志， 田辺正洋， 室　圭：KRAS/BRAF 野
生型切除不能大腸癌一次治療において原発部位が分子標
的治療薬の有効性に与える影響 . 第 76 回日本大腸肛門病
学会学術集会， 2021， （広島（ハイブリット開催））， ［パネ
ルディスカッション］

100　室　圭：胃癌薬物療法における ICI の位置づけ . 日本消
化器病学会東海支部第 135 回例会， 2021， （名古屋）， ［ラ
ンチョンセミナー］

101　室　圭（座長）：切除不能大腸癌に対する conversion 
therapy の現況と今後の課題 . 第 96 回大腸癌研究会， 

2022， （東京（ハイブリット開催））［口演］
102　安藤正志（演者）：原発不明癌予後不良群に対する免疫組

織化学検査により推定された原発巣に準じた薬物療法の
治療成績 . 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［会長企画シンポジウム］

103　松原淳一， 向井久美， 鹿毛秀宣， 織田克利， 工藤　亮， 池
田貞勝， 衣斐寛倫， 室　圭， 林　龍二， 徳留なほみ， 山本
信之， 武藤　学：化学療法未施行の切除不能進行・再発
固形癌に対するマルチプレックス遺伝子パネル検査の有
用 性評価に関する臨床研究（FIRST-Dx trial）. 第 19 回
日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［ポスター
セッション］

104　Yamazaki K, Yoshino T, Honda K, Kuboki Y, Kawakami T, 

Mitani S, Nakamura Y, Taniguchi H, Bando H, Tanaka T, 

Tada K, Fagniez N, Muro K：Safety and pharmacokinetics 
（PK） of tusamitamab ravtansine （tusa） in Japanese 
patients （pts）with advanced solid tumors. 第 19 回日本
臨床腫瘍学会学術集， 2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

105　坂本康寛， 成田有季哉， 三角俊裕， 松岡　宏， 谷岡洋亮， 
川上武志， 松島知広， 三輪洋人， 庄司広和， 石黒　敦， 伏
田幸夫， 三浦　公， 山田貴允， 篠崎勝則， 水上拓郎， 仁科
智 裕， 森 脇 俊 和， 三 谷 誠 一 郎， 中 村 路 夫， 室　 圭：
REVIVE s t udy :  An  Obse rva t i o n a l  S t udy  i n 
Chemotherapy （CTx） after Nivolumab （NIVO） 
forAdvanced Gastric Cancer （AGC）. 第 19 回日本臨床腫
瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

106　中村将人， 久保木恭利， 寺澤哲志， 舛石俊樹， 渡邉　純， 
尾嶋　仁， 牧山明資， 小髙雅人， 原　浩樹， 太田高志， 沖　
英次， 砂川　優， 石原聡一郎， 谷口浩也， 中島貴子， 森田
智 視， 白 尾 國 昭， 吉 野 孝 之：Exploratory analysis of 
baseline tumor burden in the TRUSTY study: Phase 2/3 
study of 2nd-lineFTD/TPI + BEV for mCRC. 第 19 回日
本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

107　山口研成， Salvatore S， Kanwal R， 舛石俊樹， 仁科智裕， 
Elena E， Javier R， Ian C， Maria DB， 川上尚人， 須藤史貴， 
小林孝二郎， 古賀牧土， 稲木公一郎， 桑原佑典， 竹原一成， 
Axel G， 吉野孝之：Exploratory Biomarker Analysis of 
Trastuzumab Deruxtecan in HER2-Expressing 
MetastaticColorectal Cancer （DESTINY-CRC01）. 第 19
回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral 
Session］

108　佐川　保， 辻　晃仁， 佐竹悠良， 中村将人， 砂川　優， 是
久翔太郎， 松浦正徒， 湯浅康弘， 峯　孝志， 永野浩昭， 重
安邦俊， 金城達也， 小髙雅人， 奥山浩之， 久保田祐太郎， 
東風　貢， 舛石俊樹， 竹内正弘， 市川　度， 藤井雅志：抗
EGFR 抗体薬併用化学療法に不応 / 不耐となった進行再
発大腸癌患者に対する 2 次治療：FOLFIRI/ ラムシルマ
ブ併用療法の第 II 相試験：JACCRO CC-16. 第 19 回日本
臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

109　白石和寛， 舛石俊樹， 緒方貴次， 加藤恭子， 杉山圭司， 西
川奈津紀， 工藤千穂， 高柳夏未， 成田有季哉， 宇田裕聡， 
門脇重憲， 安藤正志， 北川智余惠， 片岡政人， 室　圭：A 
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phase I study of FLOT as first-line treatment for 
advanced gastric cancer with or withoutsevere 
peritoneal metastasis. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

110　渡邉　純， 白数洋充， 池永雅一， 能浦真吾， 山口達郎， 塩
澤　学， 賀川義規， 後藤昌弘， 山田　誠， Alexey A， 由上
博喜， 三島沙織， 安藤幸滋， 浜部敦史， 三代雅明， 衣斐寛
倫， 小 谷 大 輔， 中 村 能 章， 谷 口 浩 也， 吉 野 孝 之：
Circulating tumor DNA dynamics by adjuvant 
chemotherapy for resected co lorecta l  cancer : 
CIRCULATE-Japan update. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学
術集会， 2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

111　廣瀬俊晴， 高島淳生， 平野秀和， 沖田南都子， 庄司広和， 
岩佐　悟， 松尾理恵， 川村公彦， 谷口浩也， 土屋直人， 大
津　智， 廣中秀一， 松下弘道， 加藤　健：The stability of 
angiogenesis-related factors in angiogenesis panel: a 
prospective observationalstudy. 第 19 回日本臨床腫瘍学
会学術集会， 2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

112　結城敏志， 砂川　優， 谷口浩也， 坂東英明， 山﨑健太郎， 
仁科智裕， 太田高志， 傳田忠道， 江﨑泰斗， 川上尚人， 高
島淳生， 加藤健志， 安藤幸滋， 森脇俊和， 佐藤太郎， 奥川
喜永， 阿部由紀子， 野村尚吾， 淺野千春， 吉野孝之：切除
不能進行結腸直腸癌における分子標的治療薬投与前後の
血 清 VEGF-A， VEGF-D， PlGF の 変 動：GI-SCREEN 
CRC Ukit. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［Mini-Oral Session］

113　山口敏史， 小谷大輔， 高島淳生， 加藤健志， 舛石俊樹， 小
松嘉人， 塩澤　学， 江崎泰斗， 伊澤直樹， 竹内伸司， 坂東
英明， 岩佐　悟， 長谷川裕子， 佐藤太郎， 谷口浩也， 吉野
孝之：Safety of encorafenib， binimetinib， plus cetuximab 
for Japanese patients with BRAF V600Emetastatic 
colorectal cancer. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2022， （京都）， ［Oral Session］

114　柳原武史， 横溝綾子， 川口　崇， 下村一景， 飯原大稔， 菅
原充広， 三井満里奈， 石川　寛， 縄田修一， 坪谷綾子， 三
島圭介， 森川 慶， 小山田隼佑， 本多和典， 湯川裕子， 大野　
康， 堅田親利， 檜田直也， 山口拓洋， 中島貴子：Phase III 
study comparing DEX on day 1 to days 1-4 with 
combined NK1-RA， PALO， and OLZ inCDDP-based 
chemotherapy. 第 19 回 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会， 
2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

115　廣中秀一， 若槻　尊， 石塚直樹， 三梨桂子， 門脇重憲， 後
藤昌弘， 庄司広和， 平野秀和， 中山厳馬， 大隅寛木， 小倉
真理子， 陳　勁松， 山口研成， 高張大亮：Exploratory 
Analysis of HER2 Extracellular Domain in HER2 
Posit ive Gastric Cancer treated withSOX plus 
Trastuzumab. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， 

（京都）， ［Mini-Oral Session］
116　山本　駿， 陳　勁松， 高橋雅信， 門脇重憲， 久保田祐太

郎， 天沼裕介， 岡田守人， 神田光郎， 木村和恵， 野儀優比
子， 有満祐子， 北川雄光：The effectiveness of subse-
quent taxanes after nivolumab therapy in patients with 

advanced ESCCin ATTRACTION-3. 第 19 回日本臨床腫
瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

117　熊西亮介， 緒方貴次， 羽部　匠， 坂東英明， 藤澤建志， 熊
谷尚悟， 藤原尚志， 三島沙織， 小谷大輔， 中村匡希， 北條
秀博， 小山正平， 西川博嘉， 矢野友規， 藤田武郎， 門脇重
憲， 木下敬弘， 田近正洋， 室　圭， 小嶋隆嗣：Efficacy 
and safety of definitive chemoradiotherapy in patients 
with unresectable locallyadvanced esophageal SCC. 第
19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Mini-
Oral Session］

118　熊西亮介， 谷口浩也， 加藤恭子， 中澤泰子， 緒方貴次， 松
原裕樹， 児玉紘幸， 中田晃暢， 本多和典， 舛石俊樹， 成田
有季哉， 門脇重憲， 安藤正志， 杉山圭司， 山田啓策， 大西
祥代， 田中　努， 田近正洋， 安部哲也， 室　圭：Optimal 
primary prophylaxis for febrile neutropenia during 
docetaxel， cisplatin， and 5-FU therapyfor esophageal 
cancer. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［Postar Session］

119　児玉紘幸， 門脇重憲， 中田晃暢， 熊西亮介， 中澤泰子， 緒
方貴次， 松原裕樹， 本多和典， 舛石俊樹， 成田有季哉， 谷
口浩也， 安藤正志， 花井信広， 室　圭：Gemcitabine plus 
cisplatin for patients with recurrent or metastatic 
nasopharyngeal carcinoma:a retrospective study. 第 19
回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Mini-Oral 
Session］

120　室　圭（演者）：COVID-19 によるがん薬物療法の影響調
査と今後の展開 . 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2022， （京都）， ［合同企画］

121　室　圭（演者）：がんゲノム医療の現状と課題 . 第 19 回
日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［モーニング
セミナー］

122　室　圭， 山﨑健太郎， Wook LK， 山口研成， 杉本直俊， Oh 

SC， 佐藤太郎， Oh SY， 吉田陽一郎， Young ZD， 竹政伊知
朗， 沖　英次， Cho S H， Wang JY， 松岡　宏， Anders P， 
Jacques N， 曽根原裕介， 永浜文子， 加藤健志：化学療法
誘発性末梢神経障害予防のため，大腸癌に mFOLFOX6
に加えて calarmangafodipir を投与する POLAR プログ
ラムのアジア人サブグループ解析 . 第 19 回日本臨床腫瘍
学会学術集会， 2022， （京都）， ［Mini-Oral Session］

123　室　圭（演者）：食道がん周術期治療の新たな幕開け　～
オプジーボが果たす新たな役割～. 第 19 回日本臨床腫瘍
学会学術集会， 2022， （京都）， ［メディカルセミナー］

124　松原裕樹， 舛石俊樹， 平野秀和， 三島沙織， 古田光寛， 大
塚倫之， 川崎健太， 川上武志， 柳原一広， 志村貴也， 薦田
正人， 村山　梢， 三梨桂子， 山本祥之， 篠原雄大， 仁科慎
一， 武者信之， 加藤恭子， 尾瀬　功， 室　圭：Ramucirumab-
conta in ing chemotherapy for  gastro intest ina l 
n eu r o endo c r i n e  c a r c i n oma :  RAM-NECs tudy 

（WJOG13420G）. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2022， （京都）， ［Oral Session］

125　舛石俊樹， 小谷大輔， 髙島淳生， 加藤健志， 佐藤太郎， 小
松嘉人， 塩澤　学， 江崎泰斗， 伊澤直樹， 竹内伸司， 坂東
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英明， 岩佐　悟， 長谷川裕子， 山口敏史， 谷口浩也， 吉野
孝 之： Encorafenib， binimetinib， plus cetuximab for 
BRAF V600E-mutant colorectal cancer: Results of 
anexpanded access program. 第 19 回日本臨床腫瘍学会
学術集会， （京都）， ［Oral Session］

126　谷口浩也（演者）：MSI-high 大腸がんのすべて　～早起
きは三文の徳～. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 
2022， （京都）， ［モーニングセミナー］

127　谷口浩也（演者）：どうなる？2022年の大腸がん治療戦略. 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［メ
ディカルセミナー］

128　谷口浩也（演者）： 腫瘍生物学の基礎 III. 第 19 回日本臨
床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［教育講演］

129　谷口浩也（演者）：大腸がん精密医療の最新の話題～抗
EGFR 抗体薬を中心に～. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術
集会， 2022， （京都）， ［イブニングセミナー］

130　谷口浩也（演者）：大腸癌における標的治療；分子生物学
的な視点から . 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， 

（京都）， ［シンポジウム］
131　谷口浩也（ディスカッサント）：Oral Session18 消化器 3

（下部消化管 - 大腸癌 2）. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

132　室　圭（司会）：Oral Session18 消化器 3（下部消化管 -
大腸癌 2）. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［Oral Session］

133　本多和典， 梶本裕介， 能澤一樹， 向井未年子， テン リダ， 
五 十 嵐　 中：Use of Anti-cancer Drugs and Economic 
Burden Near the End-of -Life in Japan: Results 
fromClaims Database. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2022（京都）， ［Mini-Oral Session］

134　本多和典， 坪内寛文， 森　正彦， 鈴木史朗， 中尾光資郎， 
東　杏莉， 長尾昌二， 澁谷剛志， 小柳貴裕， 小原　泉， 玉
木秀子， 矢吹みどり， 滕　麗達， 梶本裕介， 五十嵐　中：
Association of Financial Toxicity with Quality-of-Life in 
patients with gynecologic cancer. 第 19 回日本臨床腫瘍
学会学術集会， 2022， （京都）， ［Oral Session］

135　中田晃暢， 成田有季哉， 熊西亮介， 中澤泰子， 緒方貴次， 
松原裕樹， 児玉絋幸， 本多和典， 舛石俊樹， 谷口浩也， 門
脇重憲， 安藤正志， 山口　類， 田近正洋， 室　圭：Efficacy 
of Immune Checkpoint Inhibitors for Gastrointestinal 
Cancers with SWI/SNF ComplexGenetic Alterations. 第
19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［Mini-
Oral Session］

136　門脇重憲（司会）：Mini-Oral 26 頭頸部 1 （臨床・基礎）. 
第 19 回 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集 会， 2022， （ 京 都 ）， 

［Mini-Oral Session］
137　Muro K：Current status and perspective of genomic 

precision medicine in gastric cancer. 第 94 回日本胃癌学
会総会， 2022， （横浜）， ［Joint Session］

138　Furuta M, atsubara Y, Masuishi T, Hirano H, Mishima S, 

Otsuka T, Kawasaki K, Kawakami T, Yanagihara K, Shimura 

T, Komada M, Murayama K, Minashi K, Yamamoto Y, 

Shinohara Y, Nishina S, Musha N, Kato K, Oze I, Muro K：
Taxane plus Ramucirumab for gastric neuroendocnne 
carcinoma:RAM-NEC study WJOG13420G. 第 94 回日本
胃癌学会総会， 2022， （横浜）， ［Oral Presentation］

139　Kawakami T, Narita Y, Misumi T, Sakamoto Y, Matsuoka H, 

Tanioka H, Matsushima T, Miwa H, Shoji H, lshiguro A, 

Fushida S, Miura K, Yamada T, Shinozaki K, Sunakawa Y, 

Nishina T, Moriwaki T, Mitani S, Nakamura M, Muro K：
Efficacy of Salvage Chemotherapy  （CTx） by Response 
to Prior Nivolumab （NIVO）: A Sub-study of REVIVE. 
第 94 回 日 本 胃 癌 学 会 総 会， 2022， （ 横 浜 ）， ［Oral 
Presentation］

140　Nagahisa Y, lzawa N, Mine T, Goto M, Fujii H, Kito Y, 

Kawabata R, Nakamura M, Azuma M, Tsuji A, Kochi M, 

Takahashi T, Kadowaki S, Michimae H, Sunakawa Y, 

Ichikawa W, Fujii M：A phase Ⅱ trial of bi-weekIy nab-
PTX plus RAM therapy in advanced gastric cancer 

（GC）: JACCRO GCD9. 第 94 回 日 本 胃 癌 学 会 総 会， 
2022， （横浜）， ［Oral Presentation］

141　Kodama H, Masuishi T, Nakata A, Kumanishi R, Nakazawa 

T, Ogata T, Matsubara Y, Honda K, Narita Y, Taniguchi H, 

Kadowaki S, Ando M, Tajika M, Muro K：FOLFOX or 
SOX for advanced gastrlc cancer patients with ECOG 
performance status of 2. 第 94 回 日 本 胃 癌 学 会 総 会， 
2022， （横浜）， ［Oral Presentation］

142　Minashi K, Wakatsuki T, lshizuka N, Hironaka S, Kadowaki 

S, Goto M, Shoji H, Hirano H, Nakayama I, Osumi H, Ogura 

M, Chin K, Yamaguchi K, Takahari D：Exploratory 
Analysis of serum HER2 Extracellular Domain （ECO） 
in HER2 Positive Gastric Cancer. 第 94 回日本胃癌学会
総会， 2022， （横浜）， ［Oral Presentation］

143　Komori A, Hironaka S, Kawakami H, Yamazaki K, Muro K：
Clinicopathological features of chemo-naïve MSl-high 
AGC: interim analysis of WJOG13320GPS. 第 94 回日本
胃癌学会総会， 2022， （横浜）， ［パネルディスカッション］

144　Kawakami H, Muro K,  Nakagawa K：Distinctive 
characteristics of MS-H in chemo and immune therapy 
for gastric cancer. 第 94 回日本胃癌学会総会， 2022， （横
浜）， ［Symposium］

145　Nakata A, Narita N, Kumanish R, Nakazawa T, Ogata T, 

Matsubara Y, Kodama H, Honda K, Masuishi T, Taniguchi H, 

Kadowaki S, Ando M, Yamaguchi R, Tajika M, Muro K：
Efficacy of Immune Checkpoint Inhibitors for Gastric 
Cancer with SWI/SNF Complex Genetic Alterations. 第
94 回日本胃癌学会総会， 2022， （横浜）， ［Symposium］

146　Ogata T, Narita Y, Oze I, Kumanish R, Nakazawa T, 

Matsubara Y, Kodama K, Nakata A, Honda K, Masuishi T, 

Taniguchi H, Kadowaki S, Ando M, Ito S, Tajika M, Muro K：
Differences in the survival rate of advanced gastric 
cancer by metastatic sites in last 15 years. 第 94 回日本
胃癌学会総会， 2022， （横浜）， ［Symposium］

147　Hirata K, Hamamoto Y, Shoji H, Hara H, Kondoh C, Yasui H, 
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Kajiwara T, Baba E, Ando T, Sugimoto N, Okano N, 

Kawakami H, Katsuya K, Nagase M, Moriwaki T, Yoshimura 

K, Ando M, Yamazaki K, Hironaka S, Muro K：Phase II 
trial of RAM combined with PTX vs nab-PTX for 
gastric cancer with peritoneal dissemination. 第 94 回日
本胃癌学会総会， 2022， （横浜）， ［Symposium］

148　Yamamoto S, Kato K, Daiko H, Kojima T, Hara H, Abe T, 

Tsubosa Y, Kawakubo H, Fujita T, Fukuda T, Kadowaki S, 

Tsushima T, Hamamoto Y, Nagashima K, Aoki K,Mizoguchi Y, 

Kitano S,Yachida S,Shiba S,Kitagawa Y: JCOG1804E 

(FRONTiER)：Feasibility study of nivolumab with 
neoadjuvant CF for LAESCC. 第 75 回日本食道学会学術
集会，2021,（東京（ハイブリット開催））,［ワークショップ］

149　藤澤孝夫 , 門脇重憲 , 佐竹悠良 , 洞澤智至 , 倉本尚美 , 坂
本泰理 , 中村能章 , 谷口浩也 , 吉野孝之 , 岡野　晋：
SCRUM-Japan MONSTAR-SCREEN における頭頸部が
ん血漿循環腫瘍 DNA（ctDNA）遺伝子異常の検討 . 第
45 回日本頭頚部癌学会総会，2021,（千葉（ハイブリット
開催））,［口演］

150　澤田憲太郎， 下　理宇， 洞澤智至， 酒井俊輔， 吉河　歩， 
藤澤孝夫， 門脇重憲， 上野　誠， 沖　英次， 加藤　健， 木
大　輔， 佐藤太郎， 小松嘉人， 江崎泰斗， 谷口浩也， 中村
能章， 坂東英明， 吉野孝之：固形がん患者における腸内
細菌叢と臨床的背景の検討 -SCRUMJapan MONSTAR-
SCREEN project．第 44 回日本分子生物学会，2021,（横
浜（ハイブリット開催））,［ポスター］

151　佐伯達也， 澤田憲太郎， 有川浩司， 山下理宇， 釜田和馬， 
洞澤智至， 藤澤孝夫， 中村能章， 坂東英明， 谷口浩也， 門
脇重憲， 上野　誠， 沖　英次， 加藤　健， 青木大輔， 佐藤
太郎， 小松嘉人， 江崎泰斗， 細川正人， 吉野孝之：ショッ
トガンメタゲノム解析及びシングルセルゲノム解析によ
る大腸がん患者の腸内細菌叢プロファイリング（SCRUM-
Japan MONSTAR-SCREEN 付随 BIGBEN 試験）．第 44
回日本分子生物学会，2021，（横浜（ハイブリット開催））,

［ポスター］
152　門脇重憲（演者）：希少遺伝子変異を考慮した頭頸部癌の

治療戦略 . 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術
講演会 , 2022,（大阪 ( ハイブリット開催））,［ランチョン
セミナー］

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001　細田和貴：第 24 回日本病理学会中部支部スライドセミ
ナー. 日本病理学会中部支部，2021， （Web）， ［世話人］

002　藤田泰子：第 24 回日本病理学会中部支部スライドセミ
ナー　膵淡明細胞癌の一例 . 日本病理学会中部支部交見
会，2021， （Web）， ［口演］

003　細田和貴：EUS-FNA の課題と挑戦：ゲノムを見据えた
取り組み . 60 回日本臨床細胞学会，2021， （米子）， ［特別
講演］

004　藤田泰子：第 6 回～第 15 回勉強会 . Salon de Taverna，

2021， （Web）， ［世話人，コメンテーター］
005　藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい

て　その 3（病理解説）. 第 5 回 京都拡大内視鏡研究会， 
2021， （Web）， ［コメンテーター］ 

006　藤田泰子：拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい
て　その 3（胃）（病理解説）. 第 4 回 神戸拡大内視鏡研究
会， 2021， （Web）， ［コメンテーター］  

007　藤田泰子：食道穿孔の症例（病理解説）. 第 131 回 東海
食道疾患症例検討会， 2021， （Web）， ［コメンテーター］ 

008　佐々木英一：呼吸器細胞診 I. 東海連合会基礎講習会， 
2021， （Web）， ［口演］ 

009　佐々木英一：PD-L1 測定の新しい話題～TPS/CPS は何に
影響を受けるか？～. PD-L1 診断セミナー， 2021， （Web）， 

［口演］ 
010　佐々木英一：SP142 陽性率向上に向けて . MIYAGI On-

copathology Seminar 2021， 2021， （Web）， ［口演］ 
011　細田和貴：がん遺伝子パネル検査を使いこなす－ NGS 検

査の分子病理と検体の扱い－ . 愛知県がんセンター病院
研究所合同セミナー， 2021， （Web）， ［口演］ 

012　真砂勝泰：がんゲノム医療を日常臨床にどう活かすか . 
がんゲノム医療院内講演会， 2021， （Web）， ［口演］ 

013　細田和貴：臓器別病理診断講習会＿膵臓 . 第 110 回日本
病理学会総会， 2021， （Web）， ［口演］

014　細田和貴：乳腺細胞診 . 東海連合会基礎講習会， 2021， 
（Web）， ［口演］

015　細田和貴：がんゲノム医療と病理検査 . 愛知県臨床検査
技師会　病理細胞検査研究班， 2021， （Web）， ［口演］

016　平松可帆， 松田千秋， 二村元子， 上岡亜子， 柴田典子， 細
田和貴：がん遺伝子パネル検査のための核酸品質評価に
おける DNA Integrity Number（DIN）値の有用性と限
界性についての検討．第 39 回日本染色体遺伝子検査学会
学術集会， 2021， （Web）， ［口演］  

017　松田千秋， 平松可帆， 二村元子， 柴田典子， 細田和貴：
cobasREGFR 遺伝子変異検出キット ver2（Roche）の性
能評価，特に本キットで検出できない肺癌 EGFR 遺伝子
変異について . 第 39 回日本染色体遺伝子検査学会学術集
会， 2021， （Web）， ［口演］ 

018　早川英樹：輸血関連の精度管理について . 2021 年度　愛
知県赤十字血液センターシンポジウム， 2022， （Web）， 

［口演］
019　小林雅子， 近藤吉起， 植田菜々絵， 所　嘉朗， 柴田典子， 

細田和貴：神経内分泌腫瘍 NET からの発生が示唆され
る膵神経内分泌癌 NEC の一例．第 41 回日本臨床細胞学
会東海連合会学術集会， 2022， （Web）， ［口演］ 

頭頸部外科部

001　花井信広：頭頸部癌を見逃さないための工夫 3. がん専門
病院の立場から . 第 44 回日本頭頸部癌学会愛知県地方部
会学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［パネルディスカッ
ション］

― 96 ―



002　花井信広：Erbitux HN Web Seminar，2021， （Web 開催）， 
［司会］

003　花井信広：自験例の紹介 . 頭頸部イルミノックス治療の
実践に向けたオンライン症例共有会（第 1 回），2021， 

（Web 開催）， ［講演］
004　西川大輔：自験例の紹介 . 頭頸部イルミノックス治療の

実践に向けたオンライン症例共有会（第 1 回），2021， 
（Web 開催）， ［講演］

005　花井信広：自験例の紹介 . 頭頸部イルミノックス治療の
実践に向けたオンライン症例共有会（第 2 回），2021， 

（Web 開催）， ［講演］
006　西川大輔：自験例の紹介 . 頭頸部イルミノックス治療の

実践に向けたオンライン症例共有会（第 2 回），2021， 
（Web 開催）， ［講演］

007　花井信広：日本発の研究・臨床成果 －国際的プレゼンス
を高めるには？－ . 第 122 回日本耳鼻咽喉科学会総会・
学術講演会，2021， （京都）， ［パネルディスカッション］

008　花井信広：フィルムリーディング症例検討「リンパ節疾
患超音波診断における注意点・着目点」．第 46 回日本乳
腺甲状腺超音波医学会学術集会，2021， （Web 開催）， ［座
長］

009　寺田星乃：リンパ節疾患超音波診断における注意点・着
目点 . 第 46 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会， 
2021， （Web 開催）， ［口演］

010　花井信広：甲状腺・頭頸部超音波検査の問題点と今後の
展望 ～医学教育， 効率化と工夫～. 日本超音波医学会第
94 回学術集会， 2021， （神戸）， ［パネルディスカッション
司会］

011　寺田星乃， 花井信広：超音波を通した外科医としての
キャリアアップ . 日本超音波医学会第 94 回学術集会， 
2021， （神戸）， ［パネルディスカッション］

012　寺田星乃， 花井信広：超音波を用いた頸部リンパ節腫脹
の鑑別 . 日本超音波医学会第 94 回学術集会， 2021， （神
戸）， ［口演］

013　寺田星乃， 花井信広：超音波を用いて頸部リンパ節転移
に対する治療効果を評価する . 日本超音波医学会第 94 回
学術集会，2021， （神戸）， ［口演］

014　花井信広， 朝蔭孝宏， 本間明宏， 林　隆一， 福島啓文， 佐
野大佑， 向川卓志， 上田　勉， 門田伸也：Stage I/II 舌癌
に対する予防的頸部郭清省略の意義を検証するランダム
化比較第Ⅲ相試験（JCOG1601）: RESPOND. 第 45 回日本
頭頸部癌学会， 2021， （千葉）， ［シンポジウム］

015　寺田星乃：女性が活躍する頭頸部外科を目指して . 第 45
回日本頭頸部癌学会， 2021， （千葉）， ［パネルディスカッ
ション］

016　安藤瑞生， 清水　康， 花井信広， 假谷　伸， 安松隆治， 横
田知哉， 藤井　隆， 松田祐子， 山田孝之， 本間明宏：再発
転移頭頸部癌に対するニボルマブの他施設共同観察研
究：2 年間フォローアップのサブグループ解析 . 第 45 回
日本頭頸部癌学会， 2021， （千葉）， ［口演］

017　松塚　崇， 花井信広， 小林謙也， 大峡慎一， 塚原清彰， 近
松一朗， 榎祐一郎， 荒木幸仁， 篠崎　剛， 尾瀬　功， 長谷

川 泰 久： セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 手 術
（SNNS）における口腔癌のリンパ節転移巣の大きさの検
討 . 第 45 回日本頭頸部癌学会， 2021， （千葉）， ［口演］　

018　花井信広：頸部リンパ節 1. 第 45 回日本頭頸部癌学会，
2021， （千葉）， ［司会］

019　花井信広：PD-L1 検査（CPS）を踏まえた頭頸部がんに
おける免疫療法 . 第 45 回日本頭頸部癌学会， 2021， （千
葉）， ［ランチョンセミナー］

020　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の概要と治療実施
要件について . 第 45 回日本頭頸部癌学会， 2021， （千葉）， 

［イブニングセミナー］
021　西川大輔：愛知県がんセンターで施工した頭頸部イルミ

ノックス治療症例 . 第 45 回日本頭頸部癌学会， 2021， （千
葉）， ［イブニングセミナー］

022　有泉陽介， 花井信広， 本間明宏， 瀬戸　陽， 宮部淳二， 結
束　寿， 向川卓志， 朝蔭孝宏：下咽頭癌に対する下咽頭
喉頭全摘の全国調査－梨状陥凹癌における健側気管傍郭
清省略の意義－ . 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・学
術講演会， 2021， （Web 開催）， ［教育セミナー］

023　鈴木秀典， 西川大輔， 花井信広：稀な甲状腺転移を伴う
p16 陽性中咽頭癌の 1 例 . 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学会 総
会・学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［口演］

024　西川大輔， 鈴木秀典， 別府慎太郎， 寺田星乃， 後藤聖也， 
村嶋明大， 岩城　翔， 小林義明， 花井信広：免疫関連有害
事象の発症予測バイオマーカーの検討 . 第 83 回耳鼻咽喉
科臨床学会 総会・学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［口
演］

025　別府慎太郎， 花井信広， 鈴木秀典， 西川大輔， 寺田星乃：
80 歳以上の高齢者における遊離皮弁再建手術 45 例の検
討 . 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・学術講演会， 
2021， （Web 開催）， ［口演］

026　岩城　翔， 別府慎太郎， 花井信広：舌に発生した t（7;12）
染 色 体 転 座 に よ る ACTB-GLI1 融 合 遺 伝 子 を 伴 う
Pericytoma の 1 例 . 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・
学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［口演］

027　花井信広：機器の取り扱いについて . 頭頸部イルミノッ
クス治療講習会， 2021， （東京）， ［講演］

028　西川大輔：機器の取り扱いについて . 頭頸部イルミノッ
クス治療講習会， 2021， （東京）， ［講演］

029　花井信広：第五群　頭頸部 . 日本耳鼻咽喉科学会 179 回
東海地方部会， 2021， （名古屋）， ［座長］

030　花井信広：気管前傍郭清 . 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学会 
総会・学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［司会］

031　鈴木秀典：鼻・副鼻腔腫瘍 2. 第 83 回耳鼻咽喉科臨床学
会 総会・学術講演会， 2021， （Web 開催）， ［座長］　

032　花井信広：頭頸部外科手術 －実践的ノウハウ－ . 第 6 回
H&N Expert Meeting in Chiba， 2021， （Web 開催）， ［講
演］

033　花井信広：甲状腺癌に対する放射性ヨウ素内用療法の臨
床経験 . LENVIMA-TC RAI Web Seminar. 2021， （Web
開催）， ［司会］

034　花井信広：R/M  HNSCC のベストプラクティスとは？－
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症例経験から考える最適な治療シークエンス－ . Erbitux 
HN Web Seminar， 2021， （Web 開催）， ［司会］

035　後藤聖也， 鈴木秀典， 曾根三千彦， 花井信広：頭頸部癌の
頸部再発や残存例の lymph node density と log odds of 
positive lymph nodes. 第34回日本口腔・咽頭科学会総会， 
2021， （ハイブリッド開催）， ［口演　］

036　花井信広：第 11 群「免疫チェックポイント」．第 34 回
日本口腔・咽頭科学会， 2021， （ハイブリット開催， ［座
長］

037　松塚　崇， 花井信広， 小林謙也， 大峡慎一， 塚原清彰， 近
松一朗， 榎木祐一郎， 荒木幸仁， 篠崎　剛， 尾瀬　功， 長
谷川泰久：センチネルリンパ節ナビゲーション手術

（SNNS）における口腔癌のリンパ節転移巣の大きさの検
討 . 第 23 回 SNNS 研究会学術集会， 2021， （ハイブリッド
開催）， ［口演］

038　西川大輔：機器の取扱いについて . 頭頸部イルミノック
ス治療講習会， 2021， （Web 開催）， ［講演］

039　花井信広：頭頸部癌に対するがん免疫療法 ～実臨床にお
ける治療選択～. 第 8 回西日本中部地区頭頸部腫瘍研究
会， 2021， （Web 開催）， ［講演］

040　別府慎太郎：現在の当院における頭頸部癌の頸部郭清～
私がレジデントの先生達に伝えていること～. 第 8 回西日
本中部地区頭頸部腫瘍研究会， 2021， （Web 開催）， ［講
演］

041　�花井信広：Controversies in relation to neck management 
in N0 early oral tongue cancer. 第 6 回大阪頭頸部癌研究
会， 2021， （大阪）， ［特別講演］

042　花井信広：頭頸部癌におけるイルミノックス治療　～実
臨床からの考察～. 北海道 頭頸部イルミノックス治療カ
ンファレンス， 2021， （Web 開催）， ［講演］

043　寺田星乃：超音波を用いた頭頸部癌化学放射線療法後の
治療効果判定 . 第 47 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術
集会， 2021， （Web 開催）， ［口演］

044　花井信広：進化するがん治療 －形， 機能， 命を守る－イ
ルミノックス治療 . 市民公開講座（第 59 回日本癌治療学
会学術集会）， 2021， （ハイブリッド開催）， ［講演］

045　花井信広：頭頸部 1　臨床 1. 第 59 回日本癌治療学会学術
集会， 2021， （ハイブリッド開催）， ［座長］

046　澤部　倫， 西川大輔， 佐々木英一， 鈴木秀典， 別府慎太
郎， 寺田星乃， 花井信広：EGFR 変異とヒトパピロ－マ
ウイルス関連鼻副鼻腔扁平上皮癌の臨床的特徴について . 
第 53 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会， 2021， 

（Web 開催）， ［口演］
047　萩原純孝， 佐々木英一， 鈴木秀典， 西川大輔， 別府慎太

郎， 寺田星乃， 澤部　倫， 花井信広：頭頸部癌扁平上皮癌
患者における血清 CD109 の検討～新規血清診断マーカー
の可能性について～. 第 53 回日本臨床分子形態学会総会・
学術集会， 2021， （Web 開催）， ［口演］

048　花井信広：甲状腺手術における神経損傷のリスク回避 . 
第 54 回日本内分泌外科学会学術大会， 2021， （Web 開
催）， ［ランチョンセミナー］

049　花井信広：頭頸部がん治療， 最新の進歩　第４回公開講

座「頭頸部がん治療， 最新の進歩」．2021， （オンデマン
ド開催）， ［司会］

050　西川大輔：経口的機能温存手術 －ロボット手術で残す食
事・会話の機能－ . 第 4 回公開講座「頭頸部がん治療， 
最新の進歩」．2021， （オンデマンド開催）， ［講演］

051　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の実際 . 第 1 回頭
頸部イルミノックス治療術後症例検討会， 2021， （東京）， 

［司会］
052　西川大輔：皮膚転移の症例治療について . 第 1 回頭頸部

イルミノックス治療術後症例検討会， 2021， （東京）， ［講
演］

053　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の実際 . 東海頭頸
部イルミノックス治療カンファレンス， 2021， （Web 開
催）， ［講演］

054　西川大輔：愛知県がんセンターで今まで経験した症例 . 
東海頭頸部イルミノックス治療カンファレンス， 2021， 

（Web 開催）， ［講演］
055　花井信広：頭頸部イルミノックス治療 －適応判断のポイ

ント及び注意点－ . 大阪・奈良・和歌山 Web 講演会， 
2021， （Web 開催）， ［特別講演］

056　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の概要と留意すべ
き患者 . 頭頸部イルミノックス治療 WEB 講演会， 2021， 

（Web 開催）， ［講演］
057　西川大輔：頬部皮下病変に対して頭頸部イルミノックス

治療を施工した 1 例 . 頭頸部イルミノックス治療 WEB
講演会， 2021， （Web 開催）， ［講演］

058　花井信広：頭頸部癌治療 最近のトピックス . 日本耳鼻咽
喉科学会福井県地方部会学術講演会， 2021， （福井）， ［講
演］

059　花井信広：JCOG1601 Stage I/II 舌癌に対する予防的頸
部郭清省略の意義を検証するランダム化比較第 III 相試
験 . JCOG-HNCSG 主催シンポジウム， 2021， （Web 開催）， 

［講演］
060　花井信広：頭頸部癌における治療戦略 . Head and Neck 

Cancer I-O Symposiu ｍ in Yamagata 2021， 2021， （Web
開催）， ［講演］

061　花井信広：再発・転移頭頸部がんの実臨床における ICI
の治療選択とその実践 MSD WEB SYMPOSIUM FOR 
2022～再発・転移頭頸部がん治療の Wisdom & Practice
～. 2021， （Web 開催）， ［講演］

062　西川大輔：「うまくいかない」を「うまくいく」にするた
めに . 令和 3 年度頸部郭清講習会， 2022， （Web 開催）， 

［講演］
063　花井信広：知っておきたい「最近の頭頸部外科診療」．地

域で考えるがん診療連携 WEB セミナー， 2022， （Web 開
催）， ［講演］

064　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の実際 . 頭頸部イ
ルミノックス治療 京都サミット . 2022， （京都）， ［講演］

065　花井信広， 佐野大佑：口腔癌癌手術の最適化～バイオ
マーカーを用いて～　臨床病理学的因子と頸部リンパ節
転移 . 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演
会， 2022， （ハイブリッド開催）， ［シンポジウム］
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066　花井信広：「頭頸部イルミノックス治療～切除不能な局所
進行又は局所再発の頭頸部癌への光～」実地診療下での
頭頸部イルミノックス治療（光免疫療法）の実際 . 第 31
回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会， 2022， 

（ハイブリッド開催）， ［ランチョンセミナー］
067　花井信広：口腔 3. 第 31 回日本頭頸部外科学会総会なら

びに学術講演会， 2022， （ハイブリッド開催）， ［座長］
068　鈴木秀典：中下咽頭喉頭 . 第 31 回日本頭頸部外科学会総

会ならびに学術講演会 2022， （ハイブリッド開催）， ［座
長］

069　西川大輔：鼻副鼻腔 1. 第 31 回日本頭頸部外科学会総会
ならびに学術講演会， 2022， （ハイブリッド開催）， ［座長］

070　鈴木秀典， 澤部　倫， 花井信広：高カルシウム血症と
BRAF 変異を有した再発性エナメル上皮腫の 1 例報告 . 
第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会， 
2022， （ハイブリッド開催）， ［口演］

071　別府慎太郎：頸部郭清術を俯瞰的に捉えるには . 第 31 回
日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会，2022， 大
阪（ハイブリッド開催）， ［教育セミナー］

072　小林義明， 西川大輔， 澤部　倫， 花井信広：頸部イルミ
ノックス治療後に経口切除後を行った上顎歯肉癌術後再
発の 1 例 . 第 31 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術
講演会， 2022， （ハイブリッド開催）， ［口演］

073　寺田星乃， 花井信広：頸部超音波ハンズオンセミナー 頭
頸部癌診療における超音波の活用 . 第 31 回日本頭頸部外
科学会総会ならびに学術講演会， 2022， （ハイブリッド開
催）， ［口演］

074　松塚　崇， 花井信広， 小林謙也， 大峡慎一， 塚原清彰， 近
松一朗， 榎木祐一郎， 荒木幸仁， 篠崎　剛， 長谷川泰久：
口腔がんの腫瘍径と深達度と頸部転移割合の関係－
SNNS 国内他施設共同研究結果から－ . 第 31 回日本頭頸
部外科学会総会ならびに学術講演会，2022， （ハイブリッ
ド開催）， ［口演］

075　下出祐造， 岸本和大， 橋本泰士郎， 石坂　智， 高岡勇稀， 
川上　理， 岡野恵一郎， 小林義明， 熊田拓也， 北村守正， 
辻  和之：頸部超音波ハンズオンセミナー 甲状腺 . 第 31
回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会， 2022， 

（ハイブリッド開催）， ［口演］
076　花井信広：頭頸部イルミノックス治療についての指導 . 

第 2 回頭頸部イルミノックス治療　術後症例検討会， 
2022， （大阪）， ［講演］

077　西川大輔：頭頸部イルミノックス治療についての指導 . 
第 2 回頭頸部イルミノックス治療　術後症例検討会， 
2022， （大阪）， ［講演］

078　花井信広：機器の取り扱いについて . 頭頸部イルミノッ
クス治療講習会， 2022，（大阪），［講演］

079　西川大輔， 鈴木秀典， 別府慎太郎， 寺田星乃， 澤部  倫， 
岩城  翔， 小林義明， 岸川敏博， 横井麻衣， 花井信広：愛
知県がんセンターで施行した頭頸部イルミノックス治療
症例 . 第 38 回東海頭頸部腫瘍研究会， 2022， （ハイブリッ
ド開催）， ［口演］

080　横井麻衣， 鈴木秀典， 岩城　翔， 小林義明， 西川大輔， 別

府慎太郎， 寺田星乃， 澤部  倫， 岸川敏博， 花井信広：ホ
ウ素中性子捕捉療法後の局所再発に対し救済手術を行っ
た１例 . 第 38 回東海頭頸部腫瘍研究会， 2022， （ハイブ
リッド開催）， ［口演］

081　花井信広：頭頸部イルミノックス治療の適応ポイント . 
関東頭頸部イルミノックス治療カンファランス， 2022， 

（オンライン）， ［講演］
082　花井信広：光免疫療法の臨床 . 第 28 回日本乳腺疾患研究

会， 2022， （Web 開催）， ［イブニングセミナー］
083　花井信広：頭頸部癌治療の新しい知見と頭頸部外科医の

視点での医療チームに求める役割 . 第 1 回頭頸部がんサ
ポート研究会 . 2022， （ハイブリッド開催）， ［講演］　

形成外科部　

001　Nakamura R, Takanari K, Kang S, Kato M, Maruyama Y, 

Okumura S：Usefulness of modified spiral interrupted 
suturing technique in end-to-side anastomosis to the 
internal jugular vein， 第 64 回日本形成外科学会総会・学
術集会， （Osaka）， ［English Session free paper］

002　Takanari K, Nakamura R, Kang S, Kato M, Maruyama Y, 

Okumura S：Motor Nerve Repair with Bi-layered 
Artificial Nerve Conduit: a Clinical Case Series， 第 64 回
日本形成外科学会総会・学術集会， （Osaka）， ［English 
Session free paper］

003　Nakamura R, Takanari K, Hashimoto M, Maruyama Y, 

Okumura S, Hyodo I：Comparison of outcomes in 
mandibular reconstruction among different reconstruc-
tive methods， 第 5 回アジア太平洋マイクロサージャリー
学会， （Kitakyusyu），［Panel session］

004　Takanari K, Nakamura R, Kato M, Kang S, Maruyama Y, 

Okumura S：Maxillary reconstruction after malignant 
tumor resection to achieve functions and aesthetics， 第
5回アジア太平洋マイクロサージャリー学会， （Kitakyusyu）， 

［Panel session］
005　Hashimoto M, Takanari K, Nakamura R, Maruyama Y, 

Okumura S：Anteromedial thigh flap for reconstruction 
after subtotal glossectomy， 第 5 回アジア太平洋マイク
ロサージャリー学会， （Kitakyusyu）， ［Free paper］　　

006　中村亮太， 髙成啓介， 加藤真帆， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥
村誠子：Modified spiral interrupted suturing technique
を用いた内頸静脈端側吻合の有用性， 第 26 回日本形成外
科手術手技学会， （東京）， ［一般演題］

007　髙成啓介， 中村亮太， 加藤真帆， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥
村 誠 子：Back-wall first technique に よ る 動 脈 吻 合 の
knack and pitfalls，第 26 回日本形成外科手術手技学会， 

（東京）， ［ビデオシンポジウム］
008　加藤眞帆， 高成啓介， 姜　成樹， 中村亮太， 丸山陽子， 奥

村誠子， 亀井　譲：前外側大腿皮弁の筋膜上採取の経験， 
第 26 回日本形成外科手術手技学会， （東京）， ［一般演題］

009　中村亮太， 髙成啓介， 加藤真帆， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥
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村誠子， 兵藤伊久夫：当院における耳下腺腫瘍切除後の
遊離皮弁再建に関する検討， 第 64 回日本形成外科学会総
会・学術集会， （大阪）， ［一般演題］

010　髙成啓介， 中村亮太， 加藤真帆， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥
村誠子， 兵藤伊久夫， 亀井　譲：遊離腓骨皮弁による下
顎再建における骨癒合の検討， 第 64 回日本形成外科学会
総会・学術集会， （大阪）， ［一般演題］

011　奥村誠子， 丸山陽子， 加藤真帆， 姜　成樹， 中村亮太， 髙
成啓介：遺伝性乳癌卵巣癌症候群の保険適応による当院
での手術アルゴリズム， 第 64 回日本形成外科学会総会・
学術集会， （大阪）， ［一般演題］

012　加藤真帆， 髙成啓介， 中村亮太， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥
村誠子， 兵藤伊久夫， 亀井　譲：舌癌に対する舌亜全摘・
遊離皮弁再建後の機能評価， 第 64 回日本形成外科学会総
会・学術集会， （大阪）， ［一般演題］

013　姜　成樹， 奥村誠子， 丸山陽子， 加藤真帆， 中村亮太， 髙
成啓介， 亀井　譲：拡大広背筋皮弁における臀部脂肪の
転帰と術中 ICG 所見との相関性， 第 64 回日本形成外科
学会総会・学術集会， （大阪）， ［一般演題］

014　丸山陽子， 奥村誠子， 中村亮太， 姜　成樹， 加藤真帆， 高
成啓介：自家組織 1 次 1 期乳房再建の長期的経過におけ
る整容性の比較検討， 第 64 回日本形成外科学会総会・学
術集会， （大阪）， ［ポスター］

015　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：当
院における上顎再建時の眼窩底再建の有無による術後合
併症に関する検討， 第 45 回日本頭頚部癌学会， （大阪）， 

［一般演題］
016　髙成啓介， 中村亮太， 加藤真帆， 姜　成樹， 丸山陽子， 奥

村誠子， 兵藤伊久夫：舌癌切除再建後の構音機能に影響
を及ぼす因子の検討， 第 45 回日本頭頚部癌学会， （大阪）， 

［一般演題］
017　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：吻

合血管の血栓形成傾向に対してアンチトロンビン製剤が
奏功した頭蓋底再建の 1 例， 第 55 回中部形成外科学会， 

（福井，web）， ［一般演題］
018　丸山陽子， 奥村誠子， 中村亮太， 橋本昌也， 高成啓介：自

家組織乳房再建における長期留置ドレーンに対するバイ
オパッチの使用経験， 第 55 回中部形成外科学会， （福井，
web）， ［一般演題］

019　髙成啓介， 中村亮太， 奥村誠子， 丸山陽子， 神戸未来， 藤
井正純， 藤本保志， 岩味健一郎， 亀井　譲：次世代のチー
ム医療：側頭骨亜全摘後の顔面神経再建における形成外
科の役割患者 QOL を支える再建， 第 33 回日本頭蓋底外
科学会， （東京）， ［シンポジウム］

020　髙成啓介， 中村亮太， 奥村誠子， 丸山陽子， 神戸未来， 藤
井正純， 藤本保志， 岩味健一郎， 亀井　譲：前中頭蓋底再
建後の移植組織容量変化から考える至適移植量， 第 33 回
日本頭蓋底外科学会， （東京）， ［シンポジウム］

021　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：吻
合血管の血栓形成傾向に対してアンチトロンビン製剤が
奏功した頭蓋底再建の 1 例， 第 33 回日本頭蓋底外科学会， 

（東京）， ［一般演題］

022　丸山陽子， 奥村誠子， 中村亮太， 橋本昌也， 高成啓介：自
家組織 1 次 1 期乳房再建の長期的経過における整容性の
比較検討， 第 29 回日本乳癌学会学術総会， （横浜）， ［ポス
ター］

023　奥村誠子， 丸山陽子， 橋本昌也， 中村亮太， 髙成啓介：遺
伝性乳癌卵巣癌症候群の保険適応による当院での 3 科に
わたる手術の組み合わせの検討， 第 29 回日本乳癌学会学
術総会， （横浜）， ［一般演題］

024　橋本昌也， 中村亮太， 姜　成樹， 加藤眞帆， 丸山陽子， 奥
村誠子， 高成啓介：吻合血管の血栓形成傾向に対してア
ンチトロンビン製剤が奏功した 1 例， 第 13 回日本創傷外
科学会総会・学術集会， （北九州）， ［一般演題］

025　奥村誠子， 丸山陽子， 橋本昌也， 中村亮太， 髙成啓介：本
邦新認可の sientra 社インプラントでの 1 次 1 期再建の
再開及び以前との比較， 第 9 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会， （東京）， ［パネルディス
カッション］

026　丸山陽子， 奥村誠子， 中村亮太， 橋本昌也， 高成啓介：自
家組織乳房再建における長期留置ドレーンに対するバイ
オパッチの使用経験， 第 9 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会， （東京）， ［一般演題］

027　橋本昌也， 高成啓介， 奥村誠子， 丸山陽子， 中村亮太：乳
房インプラントによる再建後，尋常性乾癬発症し，イン
プラント抜去と自家組織再建後に治癒した１例， 第 9 回
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会， 

（東京）， ［一般演題］
028　高成啓介：バー抜去後 5 年以上経過してから慢性難治性

疼痛を来した一例， 第 20 回 Nuss 法漏斗胸手術手技研究
会， （東京）， ［一般演題］

029　髙成啓介， 中村亮太， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子， 兵
藤伊久夫：悪性腫瘍切除後の上顎再建における機能・整
容・安全性， 第 39 回日本頭蓋顎顔面外科学会・学術集会， 

（東京）， ［シンポジウム］
030　橋本昌也， 髙成啓介， 中村亮太， 丸山陽子， 奥村誠子：前

内側大腿皮弁を用いた舌再建の経験， 第 91 回東海マイク
ロサージャリー研究会， （web）， ［一般演題］

031　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：動
脈吻合における当院の工夫～back-wall first tech-nique の
利点と注意点～， 第 48 回日本マイクロサージャリー学
会， （北九州）， ［ビデオセッション］

032　髙成啓介， 中村亮太， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子， 兵
藤伊久夫：軟組織を用いた遊離皮弁移植による上顎再建
の長期経過から見た問題点と工夫， 第 48 回日本マイクロ
サージャリー学会， （北九州）， ［シンポジウム］

033　髙成啓介， 中村亮太， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子， 兵
藤伊久夫：腓骨皮弁による下顎再建の長期経過　〜骨高
の維持について〜， 第 48 回日本マイクロサージャリー学
会， （北九州）， ［一般演題］

034　中村亮太， 髙成啓介， 橋本昌也， 丸山陽子， 奥村誠子：当
院におけるリンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術の検
討， 第 14 回がんのリンパ浮腫研究会， （web）， ［一般演
題］
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呼吸器外科部

001　黒田浩章， 鈴木あゆみ， 高原弘知， 白井　俊， 高橋祐介， 
坂倉範昭：完全切除後の非小細胞肺癌病理病期 III 期の
再発後の 1st ライン標的治療の検討．第 62 回日本肺癌学
会学術集会， 2021， （横浜）， ［口演］

002　黒田浩章， 今津麟太郎， 鈴木あゆみ， 高原弘智， 白井　
俊， 高橋祐介， 坂倉範昭：当院における胸腔鏡下一区域
切除術を超える切除の有効性と問題点の検証．第 34 回日
本内視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， ［パネルディス
カッション］

003　黒田浩章， 鈴木あゆみ， 今津麟太郎， 高原弘智， 白井　
俊， 高橋祐介， 坂倉範昭：胸腔鏡下区域切除（4 ポート）
から単孔およびロボット手術導入の検証．第 34 回日本内
視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， ［シンポジウム］

004　黒田浩章， 高橋祐介， 白井　俊， 高原智弘， 仲田健男， 坂
倉範昭， 中西速夫， 松下博和：新型 3D フィルター型装置
で採取した肺静脈中循環がん細胞数と STAS 発現の検討．
第 121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， （千葉）， ［ポ
スター］

005　黒田浩章， 一瀬淳二， 仲田健男， 奥村　栄， 高橋祐介， 中
尾将之， 坂倉範昭， 文　敏景：がん専門二施設の原発性
肺がんに対する系統的と選択的郭清の治療成績の後ろ向
き検討．第 44 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会， 2021， 

（名古屋）， ［ワークショップ］
006　黒田浩章， 高原弘知， 白井　俊， 仲田健男， 高橋祐介， 坂

倉範昭：肺癌診療ガイドラインに準じた病理病期 III 期
の術後治療に関する後ろ向き検討．第 38 回日本呼吸器外
科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［一般口演］

007　坂倉範昭， 仲田健男， 白井　俊， 高原弘知， 高橋祐介， 黒
田浩章：肺癌手術におけるロボット支援手術 : 他アプロー
チを踏まえた導入と展開　垂直ポート配置と対面モニ
ターを用いた「開胸視野アプローチ」法によるロボット
肺切除．第 46 回日本外科系連合学会学術集会， 2021， （東
京）， ［ビデオシンポジウム］

008　坂倉範昭， 仲田健男， 白井　俊， 高原弘知， 高橋祐介， 黒
田浩章：垂直ポート配置と対面モニターを用いた「開胸
視野アプローチ」法によるロボット肺切除　区域切除の
実際．第 38 回日本呼吸器外科学会学術集会， 2021， （長
崎）， ［要望ビデオ］

009　坂倉範昭， 白井　俊， 高原弘知， 仲田健男， 高橋祐介， 黒
田浩章：第 1 肋骨腹側に浸潤する前方パンコースト型腫
瘍に対する前側方変法アプローチ．第 38 回日本呼吸器外
科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［要望ビデオ］

010　坂倉範昭， 仲田健男， 白井　俊， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 
高橋祐介， 黒田浩章：巨大腫瘍摘出のための 2 つの手術
アプローチ：拡大ヘミクラムシェル開胸法と段違い肋間

（Rib-cross）開胸法．第 74 回日本胸部外科学会学術集会， 
2021， （東京）， ［テクノアカデミー］

011　坂倉範昭， 仲田健男， 白井　俊， 高原弘知， 高橋祐介， 黒
田浩章：対面モニターと垂直ポート配置を用いた「開胸
視野アプローチ」によるロボット肺区域切除の実際．第

13 回日本ロボット外科学会， 2021， （福岡）， ［口演］
012　高橋祐介， 白井　俊， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 仲田健男， 

坂倉範昭， 黒田浩章：非小細胞肺癌切除例における胸腔
洗浄液細胞診陽性の長期予後への影響．第 62 回日本肺癌
学会学術集会， 2021， （横浜）， ［口演］

013　高橋祐介， 高原弘知， 仲田健男， 坂倉範昭， 黒田浩章：完
全胸腔鏡下肺切除術における出血原因とトラブルシュー
ティング．第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （神
戸）， ［ミニオーラル］

014　高橋祐介， アズスミリ・プラサド：I 期肺癌の予後不良症
例における予測と対策　臨床病期 IA 期肺腺癌における
occult lymph node metastasis と STAS との関連．第 38
回日本呼吸器外科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［パネル
ディスカッション］

015　高橋祐介：EGFR 変異陰性非小細胞肺癌における腫瘍浸
潤リンパ球の標的がん特異抗原の探索第 38 回日本呼吸器
外科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［要望演題］

016　仲田健男， 高原弘知， 白井　俊， 鈴木あゆみ， 高橋祐介， 
坂倉範昭， 黒田浩章：肺癌術後スクリーニングにおける
低線量 CT と通常 CT の比較検討．第 62 回日本肺癌学会
学術集会， 2021， （横浜）， ［口演］

017　仲田健男， 高原弘知， 白井　俊， 高橋祐介， 坂倉範昭， 黒
田浩章：胸腔鏡下肺葉切除術後の疼痛に対する疼痛管理
の実際と有効性．第 38 回日本呼吸器外科学会学術集会， 
2021， （長崎）， ［要望演題］

018　白井　俊， 坂倉範昭， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 仲田健男， 
高橋祐介， 黒田浩章：隣接臓器浸潤肺癌に対する術前導
入療法において高い組織学的効果はどのような症例で得
られるのか．第 62 回日本肺癌学会学術集会， 2021， （横
浜）， ［ポスター］

019　白井　俊， 仲田健男， 高原弘知， 鈴木あゆみ， 高橋祐介， 
坂倉範昭， 黒田浩章：胸腔鏡下肺葉切除術後の疼痛に対
する性差を考慮した術中鎮痛薬の検討．第 44 回日本呼吸
器内視鏡学会学術集会， 2021， （名古屋）， ［口演］

020　白井　俊， 高橋祐介， 高原弘知， 仲田健男， 坂倉範昭， 黒
田浩章：非小細胞肺癌切除例の術前後における Lung 
Immune Prognostic Index の予後因子としての意義．第
38 回日本呼吸器外科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［ミニ
オーラル］

021　高原弘知， 仲田健男， 高橋祐介， 坂倉範昭， 黒田浩章：上
下葉の分葉不全を伴う左 S6 肺癌に対する背側アプローチ
での単孔式左 S6 区域切除の 1 例．第 34 回日本内視鏡外
科学会総会， 2021， （神戸）， ［ミニオーラル］

022　高原弘知， 黒田浩章， 白井　俊， 仲田健男， 高橋祐介， 坂
倉範昭：胸腔鏡下右下葉切除時の気管支切離の際に経鼻
胃管を同時に切離した 1 例．第 44 回日本呼吸器内視鏡学
会学術集会， 2021， （名古屋）， ［オーラル］

023　高原弘知， 仲田健男， 白井　俊， 高橋祐介， 坂倉範昭， 黒
田浩章：術前 CT における consolidation 径と病理学的浸
潤径の相違およびその予後への影響．第 38 回日本呼吸器
外科学会学術集会， 2021， （長崎）， ［ミニオーラル］

024　鈴木あゆみ， 坂倉範昭， 高原弘知， 白井　俊， 高橋祐介， 
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仲田健男， 黒田浩章：播種を伴う胸腺腫に対する化学療
法後のサルベージ手術　Rib-cross 開胸 + 左肺全摘 + ア
ルゴンビーム焼灼．第 62 回日本肺癌学会学術集会， 
2021， （横浜）， ［口演］

025　鈴木あゆみ， 高原弘知， 白井　俊， 仲田健男， 高橋祐介， 
坂倉範昭， 黒田浩章：非喫煙者の肺扁平上皮癌における
driver mutation 検索の有用性．第 119 回日本肺癌学会中
部支部学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

乳腺科部

001　Yoshimura A, Takaiso N, Iwata H, Nakamura S, Arai M：
Risk of Contralateral and Ipsilateral Breast Cancer in 
Breast Cancer Patients by the Affected BRCA Gene 
From HBOC Registration in Japan. The 8th International 
Symposium on Hereditary Breast and Ovarian Cancer， 
2021， （Web）， ［Web］

002　Takatsuka D, Sawaki M, Hattori M, Yoshimura A, Kotani H, 

Kataoka A, Horisawa N, Ozaki Y, Endo Y, Nozawa K, Iwata 

H：Fine-needle aspiration in the diagnosis of axillary 
lymph node metastasis for cN0 breast cancer. 第 29 回日
本乳癌学会学術総会， 2021， （Web）， ［e ポスター］

003　Sawaki M, Nakagawa K, Togo K, Toyota T, Thomas Laurent, 

Iwata H：Real-world treatment patterns of palbociclib 
among patients with HR+/HER2- advanced breast 
cancer: An updated analysis of the administrative claims 
data in Japan. 第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， 

（横浜）， ［口演］
004　Hattori M, Masuda N, Hurvitz S, Vahdat L, Harbeck N, Wolff 

A, Tolaney S, Loi S, O'Shaughnessy J, Xie D, Walker L, 

Rustia E, Borges V：HER2CLIMB-02: Tucatinib or 
placebo + T-DM1 for advanced unresectable/metastatic 
HER2+ breast cancer. 第 29 回日本乳癌学会学術総会， 
2021， （Web）， ［ポスター］

005　Yoshimura A, Takaiso N, Iwata H, Nakamura S, Arai M：
Risk of Contralateral and Ipsilateral Breast Cancer in 
Breast Cancer Patients by the Affected BRCA Gene 
From HBOC Registration in Japan. BRCA Symposium， 
2021， （Web）， ［ポスター］

006　Endo Y：The comparison of BRCA1/2 mutation rates 
between adjuvant Olaparib criteria and HBOC criteria 
for early breast cancer. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2021， （Web）， ［ポスター］

007　服部正也：乳癌治療の個別化 . 第 46 回日本超音波検査学
会学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

008　小谷はるる， 高塚大輝， 遠藤由香， 堀澤七恵， 尾崎友理， 
片岡愛弓， 吉村章代， 服部正也， 澤木正孝， 岩田広治：当
院における T1N0 Triple Negative 乳癌の周術期化学療法
および予後の検討 . 第 29 回日本乳癌学会学術総会， 2021， 

（Web）， ［ポスター］
009　遠藤由香， 吉村章代， 澤木正孝， 服部正也， 小谷はるる， 

安立弥生， 片岡愛弓， 杉野香世子， 堀澤七恵， 尾崎友理， 
阪本翔子， 能澤一樹， 高塚大輝， 岩田広治：当院における
CDK4/6 阻害剤併用による Time to Chemotherapy 延長
効果に関する検討 . 第 29 回日本乳癌学会学術総会， 2021， 

（Web）， ［e ポスター］
010　尾崎友理， 小谷はるる， 澤木正孝， 服部正也， 吉村章代， 

片岡愛弓， 堀澤七恵， 遠藤由香， 能澤一樹， 髙塚大輝， 磯
谷彩夏， 岩田広治：微小転移に対する腋窩郭清省略の妥
当性と， 微小転移の患者の予後に関する検討 . 第 29 回日
本乳癌学会学術総会， 2021， （Web）， ［ミニポスター］

011　堀澤七恵， 吉村章代， 髙塚大輝， 能澤一樹， 遠藤由香， 尾
崎友理， 杉野香世子， 片岡愛弓， 安立弥生， 小谷はるる， 
服部正也， 澤木正孝， 岩田広治：乳癌腋窩郭清後のリン
パ浮腫発生のリスク因子に関する検討 . 第 29 回日本乳癌
学会学術総会， 2021， （Web）， ［e ポスター］

012　吉村章代， 高磯伸枝， 澤木正孝， 服部正也， 小谷はるる， 
片岡愛弓， 堀澤七恵， 尾崎友理， 遠藤由香， 高塚大輝， 磯
谷彩夏， 福江美咲， 井本逸勢， 岩田広治：Li-Fraumeni 症
候群を考慮した Beyond HBOC 診療構築への取り組み～. 
日本人類遺伝学会第 66 回大会， 2021， （Web）， ［ポス
ター］

013　堀澤七恵， 吉村章代，髙塚大輝， 遠藤由香， 片岡愛弓， 福
江美咲， 高磯伸枝， 井本逸勢， 岩田広治：HBOC 診断に
おける BRAC Analysis の実施状況に関する検討 . 日本人
類遺伝学会第 66 回大会， 2021， （Web）， ［一般口演］

014　澤木正孝：高齢者における乳がん治療 . 第 29 回日本乳癌
学会学術総会， 2021， （Web）， ［口演］

015　澤木正孝：乳癌総論，HBOC 乳癌の臨床的特徴 . 日本遺
伝性乳癌卵巣癌総合診療精度機構 （JOHBOC） 第 3 回
e-learning セミナー， 2021， （Web）， ［口演］

016　澤木正孝， 中川健太郎， 東郷香苗， 豊田哲巳， Laurent 
T， 岩田広治：第 59 回日本癌治療学会学術集会， 2021， 

（横浜）， ［口演］
017　澤木正孝， 平　成人：日本人高齢者乳がんの個別化・最

適化に向けた臨床研究と今後の課題 . 第 83 回日本臨床外
科学会総会， 2021， （Web）， ［要望セミナー口演］

018　澤木正孝：乳癌総論，HBOC 乳癌の臨床的特徴 . 日本遺
伝性乳癌卵巣癌総合診療精度機構 （JOHBOC） 第 4 回
e-learning セミナー， 2021， （Web）， ［口演］

019　吉村章代：乳腺科における診療上の変化・課題と地域医
療連携 . 第 1 回 JOHBOC 学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

020　堀澤七恵， 吉村章代， 磯谷彩夏， 髙塚大輝， 能澤一樹， 遠
藤由香， 尾崎友理， 片岡愛弓， 小谷はるる， 服部正也， 澤
木正孝， 岩田広治：当院におけるリスク低減手術の現状 . 
第 1 回 JOHBOC 学術総会， 2021， （Web）， ［一般口演］

021　堀澤七恵， 吉村章代， 磯谷彩夏， 髙塚大輝， 能澤一樹， 遠
藤由香， 尾崎友理， 片岡愛弓， 小谷はるる， 服部正也， 澤
木正孝， 岩田広治：当院での遺伝性乳癌卵巣癌症候群

（HBOC）症例に対するリスク低減手術の取り組みと現状
について . 第 18 回日本乳癌学会中部地方会， 2021， （Web）， 

［一般口演］
022　遠藤由香：乳癌術後の腋窩リンパ節再発との鑑別を要し

― 102 ―



た乳房インプラント再建後の反応性リンパ節腫脹の 1 例 . 
第 18 回日本乳癌学会中部地方会， 2021， （Web）， ［オンデ
マンド配信］

023　遠藤由香：CDK4/6阻害剤併用によるTime to Chemotherapy
延長効果に関する検討 . 第 29 回日本乳癌学会学術総会， 
2021， （Web）， ［e ポスター］

024　尾崎友理：微小転移に対する腋窩郭清省略の妥当性と， 
微小転移の患者の予後に関する検討 . 第 29 回日本乳癌学
会学術総会， 2021， （Web）， ［ミニポスター］

025　尾崎友理：発熱性好中球減少症の治療中に異型リンパ球
と肝障害の出現で診断に至ったサイトメガロウイルスに
よる伝染性単核球症の１例 . 第 18 回日本乳癌学会中部地
方会， 2021， （Web）， ［口演］

026　髙塚大輝， 吉村章代， 磯谷彩夏， 遠藤由香， 能澤一樹， 尾
崎友理， 堀澤七恵， 小谷はるる， 服部正也， 澤木正孝， 岩
田広治：左乳癌術後・右肺癌術後に右腋窩リンパ節転移
を認め鑑別を要した 1 例 . 第 18 回日本乳癌学会中部地方
会， 2021， （Web）， ［オンデマンド配信］

027　磯谷彩夏：HBOC 診断目的の BRACAnalysis 検査の実施
状況と今後の課題 . 第 29 回日本乳癌学会学術総会， 2021， 

（Web）， ［ミニポスター］
028　磯谷彩夏：手術待機中に実施したトラスツズマブ単回投

与で著明な腫瘍縮小を得た高齢者の一例 . 第 18 回日本乳
癌学会中部地方会， 2021， （Web）， ［口演］

029　磯谷彩夏：当院で経験した乳腺顆粒細胞腫の一例 . 第 56
回愛知臨床外科学会， 2021， （名古屋）， ［口演］

消化器外科部

001　Shimizu Y：司会 . 第 33 回日本肝胆膵外科学会・学術集会， 
2021， （Web）， ［シンポジウム］

002　Natsume S, Shimizu Y, Okuno M, Kawakatsu S, Nagino M：
Survival benefit of surgery for very elderly patients 
with pancreatic cancer. 第 33 回日本肝胆膵外科学会・学
術集会，2021， （Web）， ［シンポジウム］

003　Okuno M, Shimizu Y, Natsume S, Kawakatsu S, Nagino M：
Usefulness of the mural nodule evaluated by endoscopic 
ultrasonography for optimal surgery selection for IPMN.  
第 33 回日本肝胆膵外科学会・学術集会，2021， （Web）， 

［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
004　Kawakatsu S, Shimizu Y, Natsume S, Okuno M, Nagino M：

Prognostic significance of intraoperative peritoneal 
lavage cytology in patients with pancreatic ductal 
adenocarcinoma. 第 33 回日本肝胆膵外科学会・学術集会，
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含
む）］

005　Komori K, Suda H, Nakai Y, Kinoshita T, Oshiro T, Ouci A, 

Kunitomo A, Ito S, Abe T, Senda Y, Misawa K, Ito Y, Natsume 

S, Higaki E, Okuno M, Hosoi T, Shimizu Y：Surgical 
techniques with combined radical resection of great 
vessels in the treatment of huge retroperitoneal tumors. 

The 66rd Annual Congress of International College of 
Surgeons Japan Section（第 66 回国際外科学会（ICS）
日本部会総会），2021， （Web）， ［Oral presentation］　 

006　Komori K, Kinoshita T, Sato Y, Ouchi A, Ito S, Abe T, Misawa 

K, Ito Y, Natsume S, Shimizu Y：The technique for lateral 
l ymphnode  d i s s e c t i on  a t  l apa ro t omy  v i a  an 
extraperitoneal approach. 第 76 回日本消化器外科学会総
会，2021， （Web）， ［ビデオシンポジウム］

007　Abe T, Higaki E, Fujieda H, Nagao T, Ito S, Komori K, 

Misawa K, Ito Y, Kinoshita T, Shimiz Y：Efficacy and 
Prospects of Robot-Assisted Esophageal Surgery for 
Esophageal Cancer. 第 76 回日本消化器外科学会総会，
2021， （Web）， ［ワークショップ］

008　Ouchi A, Iwahori Y, Komori K, Kinoshita T, Okada Y, Ohno T, 

Singh JP, Bhuyan MK, Fukui S, Shimizu Y：AI-based 
autodetection and diagnosis for metastatic lateral pelvic 
lymph nodes. 第 76 回日本消化器外科学会総会，2021， 

（Web）， ［シンポジウム］
009　Komori K, Kinoshita T, Sato Y, Ouchi A, Ito S, Abe T, Misawa 

K, Ito Y, Natsume S, Higaki E, Okuno M, Fujieda H, 

Kawakatsu S, Kunitomo A, Oki S, Suenaga Y, Maeda S, 

Shimizu Y：Reconstruction of ileal conduit due to 
ureteroileal anastomotic benign stricture of after total 
pelvic exenteration. 第 19 回日本消化器外科学会大会（第
29 回 JDDW），2021， （Web）， ［ポスター］

010　Ito S：座長 . 第 94 回日本胃癌学会総会， 2022， （Web）， 
［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

011　Misawa K： 座 長 . 第 94 回 日 本 胃 癌 学 会 総 会， 2022， 
（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

012　Ito Y：座長 . 第 94 回日本胃癌学会総会， 2022， （Web）， 
［ポスター］

013　Ito S, Kanda M, Mochizuki Y, Teramoto H, Ishigure K, Murai 

T, Asada T, Ishiyama  A, Matsushita H, Tanaka C, Kobayashi 

D, Fujiwara M, Murotani K, Kodera Y：Efficacy of 
splenectomy for proximal gastric cancer with greater 
curvature invasion or Type 4 tumor 第 94 回日本胃癌学
会総会， 2022， （Web）， ［パネルディスカッション］

014　Nakanishi K, Kanda M, Ito S, Mochizuki Y, Teramoto H, 

Ishigure K, Murai T, Asada T, Ishiyama A, Matsushita H, 

Kobayashi D, Shimizu D, Tanaka C, Fujiwara M, Kodera Y：
Usefulness of the E-PASS to predict short- and long-
term outcomes in gastric cancer surgery. 第 94 回日本胃
癌学会総会， 2022， （Web）， ［ポスター］

015　Ogata T, Narita Y, Oze I, Kumanishi R, Nakazawa T, 

Matsubara Y, Kodama H, Nakata A, Honda K, Masuishi T, 

Taniguchi H, Kadowaki S, Ando M, Ito S, Tajika M, Muro K： 
Differences in the survival rate of advanced gastric 
cancer by metastatic sites in last 15 years. 第 94 回日本
胃癌学会総会， 2022， （Web）， ［シンポジウム］

016　Misawa K, Oki S, Ito Y, Ito S：Robot-assisted total 
gastrectomy and splenic hilar dissection using two organ 
retraction clips 第 94 回日本胃癌学会総会， 2022， （Web）， 
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［ビデオワーク］
017　Ito Y, Kanda M, Ito S, Mochizuki Y, Teramoto H, Ishigure K, 

Murai T, Asada T, Ishiyama A, Matsushita H, Tanaka C, 

Kobayashi D, Fujiwara M, Murotani K, Fujita K, Miwa T, 

Tanaka Y, Mashita N, Kodera Y：Prognosis of patients 
with stage migration from cStage I to pStage II/III after 
laparoscopic surgery. 第 94 回日本胃癌学会総会， 2022， 

（Web）， ［ポスター］
018　Aoyama T, Yoshikawa T, Ida S, Cho H, Sakamaki K, Ito Y, 

Fujitani K, Takiguchi N, Kawashima Y, Nishikawa K, Nunobe 

S, Hiki N：Effects of perioperative EPA enriched ONS 
on the long-term outcomes after total gastrectomy. 第 94
回日本胃癌学会総会， 2022， （Web）， ［ワークショップ］

019　Akaza S, Ito Y, Misawa K, Ito S：A Case of Gastric 
Metastasis After EUS-FNA for Pancreatic Cancer. 第 94
回日本胃癌学会総会， 2022， （Web）， ［ポスター］

020　伊藤誠二， 石神浩徳， 山下裕玄， 小寺泰弘， 今野元博， 福
島亮治， 深川剛生， 薮崎　裕， 北山丈二， 山口博紀， 辻　
靖， 秀村晃生， 島田英昭， 太田光彦， 廣野靖夫， 大庭幸
治， 瀬戸泰之：4 型胃癌に対する補助化学療法としての
腹腔内・全身併用化学療法の意義を検証する無作為化第
Ⅲ相試験 -PHOENIX-GC2 trial. 第 121 回日本外科学会定
期学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

021　中西香企， 神田光郎， 伊藤誠二， 望月能成， 寺本　仁， 石
槫　清， 村井俊文， 浅田崇洋， 石山聰治， 松下英信， 清水　
大， 田中千恵， 藤原道隆， 小寺泰弘：胃癌において切除断
端の顕微鏡的癌遺残は予後因子となりうるか？. 第 121 回
日本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

022　有上貴明， 石神浩徳， 大森　健， 小寺泰弘， 薮崎　裕， 福
島亮治， 今野元博， 伊藤誠二， 富田寿彦， 秀村晃生， 上之
園芳一， 天貝賢二， 太田光彦， 岸　健太郎， 北山丈二：癌
腹膜播種に対する全身・腹腔内投与併用化学療法奏効後
の Conversion Surgery の治療成績 . 第 121 回日本外科学
会定期学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

023　小森康司， 木下敬史， 大城泰平， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 細井敬泰， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　哲， 末永泰
人， 前田真吾， 清水泰博：当院における仙骨合併切除骨
盤内臓器全摘術（TPES）の術式の工夫と成績－特に原
発巣手術と再発巣手術の比較－ . 第 121 回日本外科学会
定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

024　安部哲也， 檜垣栄治， 細井敬泰， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 大城
泰平， 奥野正隆， 大内　晶， 川勝章司， 梛野正人， 清水泰
博：胸腔鏡下食道切除術における気管食道鞘内外の微細
解剖を意識した上隔郭清 . 第 121 回日本外科学会定期学
術集会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラ
ムを含む）］

025　木下敬史， 小森康司， 大城泰平， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野

正隆， 細井敬泰， 川勝章司， 清水泰博：当科におけるロ
ボット支援下直腸癌手術の初期 50 例の検討と現状 . 第
121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポス
ター］

026　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 大内　晶， 梛野正人：切除不能膵癌に対する膵切
除の課題 . 第 121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
027　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 細井敬泰， 長尾拓哉， 川

勝章司， 大内　晶， 奥野正隆， 夏目誠治， 木下敬史， 伊藤
友一， 三澤一成， 小森康司， 伊藤誠二， 梛野正人， 清水泰
博：食道癌根治切除後の早期肺炎を制御することを目的
とした周術期抗菌薬の選択 ; 胸腔鏡下食道切除 350 例の
検討 . 第 121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， 

［ワークショップ］
028　奥野正隆， 清水泰博， 夏目誠治， 川勝章司， 伊藤誠二， 小

森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 大城
泰平， 檜垣栄治， 大内　晶， 細井敬泰， 梛野正人：脾温存
膵体尾部切除における左大網枝温存の意義 . 第 121 回日
本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
029　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 大城泰平， 伊藤誠二， 安

部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 細井敬泰， 川勝章司， 清水泰博：画一的な術前
CRT は不要である－要 / 不要から最適化に向けてー. 第
121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［特別
企画 / 特別セッションなど］

030　川勝章司， 清水泰博， 夏目誠治， 奥野正隆， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 大城
泰平， 檜垣栄治， 大内　晶， 細井敬泰， 梛野正人：膵癌に
おける術中腹腔洗浄細胞診の検討 . 第 121 回日本外科学
会定期学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

031　長尾拓哉， 安部哲也， 檜垣栄治， 細井敬泰， 有竹　典， 伊
藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目
誠治， 奥野正隆， 大内　晶， 川勝章司， 梛野正人， 清水泰
博：ICG 蛍光法を用いた胃管血流評価による食道切除術
後短期成績の検討 . 第 121 回日本外科学会定期学術集会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

032　國友愛奈， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 大内　晶， 清水泰博：膵頭十二指腸切除後，膵管
チューブにおける膵液感染の臨床的意義 . 第 121 回日本
外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

033　前田真吾， 小森康司， 木下敬史， 大城泰平， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 奥野正隆， 細井敬泰， 川勝章司， 清水泰博：cT4b
結腸癌に対する拡大手術の治療成績の検討 . 第 121 回日
本外科学会定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

034　多和田　翔， 伊藤誠二， 沼田佳久， 伊藤友一， 三澤一成， 
川勝章司， 細井敬泰， 大内　晶， 奥野正隆， 檜垣栄治， 大
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城泰平， 夏目誠治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 田近
正洋， 清水泰博：胃癌 ESD 後非治癒切除例に対する腹腔
鏡下胃切除術の短期成績の検討 . 第 121 回日本外科学会
定期学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

035　末永泰人， 奥野正隆， 夏目誠治， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 國友愛奈， 沖　
哲， 前田真吾， 出井秀幸， 沼田佳久， 長尾拓哉， 有竹　
典， 多和田　翔， 清水泰博：術前診断が困難であった脾
過誤腫の１例 . 第 299 回東海外科学会総会， 2021， （名古
屋）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

036　國友愛奈， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：術前診
断が困難であった後腹膜 gangl ioneuroma. 第 299 回東海
外科学会総会， 2021， （名古屋）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

037　奥野のぞみ， 原　和生， 清水泰博：膵頭部領域疾患の術
前例に対する primary EUS-HGS の可能性 . 第１0 ７回日
本消化器病学会総会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

038　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 水
野のぞみ， 宮野　亮， 文原大貴， 柳井谷駿史， 吉田将広， 
田近正洋，田中　努， 大西祥代， 山田啓策， 夏目誠治， 奥
野正隆， 川勝章司， 細野和貴， 丹羽康正：IPNM 経過観察
症例における膵癌発症のリスクの検討と膵嚢胞専門外来
の試み . 第 107 回日本消化器病学会総会， 2021， （Web）， 

［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
039　小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安部哲也， 清

水泰博：大腸癌局所再発に対する頻回手術症例における
合併症の検討 . 第 107 回日本消化器病学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
040　伊藤誠二：座長 . 第 134 回日本消化器病学会東海支部例

会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを
含む）］

041　伊藤誠二， 谷口浩也， 三澤一成， 伊藤友一， 小森康司， 安
部哲也， 木下敬史， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野正隆， 藤枝
裕倫， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章司， 細田和貴， 羽根田
正隆， 清水泰博：上腸間膜静脈腫瘍栓を伴う進行胃癌に
対し全身化学療法後に conversion surgery を行い長期生
存が得られている１例 . 第 134 回日本消化器病学会東海
支部例会， 2021， （Web）， ［ 一般演題（サージカルフォー
ラムを含む）］

042　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 加藤省一， 細田和貴， 清水泰
博：直腸 S 状部結腸癌と濾胞性リンパ腫の同時性重複癌
の 1 例 . 第 134 回日本消化器病学会東海支部例会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
043　小森康司， 須田久雄， 中井洋佑， 木下敬史， 大城泰平， 大

内　晶， 國友愛奈， 伊藤誠二， 安部哲也， 清水泰博：主要
血管浸潤を伴う直腸癌局所再発に対する手術－外腸骨動
脈合併切除 + 腋窩動脈－大腿動脈バイパス術－ . 第 30 回

骨盤外科機能温存研究会， 2021， （Web）， ［一般演題
（サージカルフォーラムを含む）］

044　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 多和田　翔， 
伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成，　伊藤友一， 木下敬史， 
夏目誠治， 奥野正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 清水泰博：食
道癌術前補助化学療法におけるオキサリプラチンの有用
性 . 第 64 回関西胸部外科学会学術集会， 2021， （Web）， 

［パネルディスカッション］
045　清水泰博：座長 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
046　伊藤誠二：座長 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
047　小森康司：座長 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
048　安部哲也：座長 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
049　安田　篤， 石神浩徳， 藪崎　裕， 伊藤誠二， 秀村晃生， 廣

野靖夫， 太田光彦， 辻  靖， 北山丈二， 瀬戸泰之：肉眼的
切除可能 4 型胃癌に対する全身・腹腔内併用化学療法と 
全身化学療法の無作為化比較第Ⅲ相試験 . 第 76 回日本消
化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

050　木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：側方
転移陽性例に対する手術先行 TME+LLND の成績 . 第 76
回日本消化器外科学会総会 . 2021， （Web）， ［パネルディ
スカッション］

051　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史：陥入
法による膵腸吻合の長期成績　RCT 群と観察群における
粘膜吻合法との比較 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

052　奥野正隆， 清水泰博， 夏目誠治， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 梛野正人：腹腔
鏡下脾温存膵体尾部切除における術中出血への対処 . 第
76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
053　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 多和田　翔， 

伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：食
道癌手術における胸管合併切除の有用性の検討 . 第 76 回
日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
054　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 多和田　翔， 

伊藤友一， 三澤一成， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰博：多
発リンパ節転移を有する切除可能胸腹部食道癌に対する
術前 DCF 療法の有用性 . 第 76 回日本消化器外科学会総
会， 2021， （Web）， ［パネルディスカッション］

055　川勝章司， 清水泰博， 夏目誠治， 奥野正隆， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 梛野正人：膵癌
における術中腹腔洗浄細胞診陽性の予後因子としての検
討 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一
般演題（サージカルフォーラムを含む）］

056　長尾拓哉， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 多和田　翔， 
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伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：前
縦隔リンパ節転移を伴う食道癌に対する根治切除の治療
成績 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， 

［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
057　國友愛奈， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊

藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：同時
性傍大動脈リンパ節転移陽性大腸癌に対する切除成績 . 
第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演
題（サージカルフォーラムを含む）］

058　前田真吾， 木下敬史， 小森康司， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：腹腔
鏡下手術における中結腸動脈領域の D3 郭清 . 第 76 回日
本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題（サー
ジカルフォーラムを含む）］

059　多和田　翔， 檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 
高津　淳， 伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 清水泰博：食
道 癌 術 前 の 嚥 下 機 能 評 価 と し て の Repetitive Salvia 
Swallowing Test （RSST）の有用性の検討 . 第 76 回日本
消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージ
カルフォーラムを含む）］

060　有竹　典， 夏目誠治， 出井秀幸， 川勝章司， 奥野正隆， 安
部哲也， 伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 清水泰博：膵頭
十二指腸切除術後の発熱に対する血液培養採取の意義 . 
第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演
題（サージカルフォーラムを含む）］

061　出井秀幸， 夏目誠治， 奥野正隆， 川勝章司， 伊藤誠二， 小
森康司， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 清水泰博：陥入
法膵腸吻合の重症膵液瘻予測因子としての膵脂肪率の有
用性 . 第 76 回日本消化器外科学会総会， 2021， （Web）， 

［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
062　沖　哲， 檜垣栄治， 木下敬史， 小森康司， 大城泰平， 大内　

晶， 末永泰人， 伊藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友
一， 夏目誠治， 奥野正隆， 細井敬泰， 清水泰博：骨盤内臓
全摘を要する進行大腸癌における術前アルブミン・グロ
ブリン比と臨床病理学的因子・予後との検討 . 第 36 回日
本臨床栄養代謝学会学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
063　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司：陥入法による

膵腸吻合の長期成績　RCT コホートを用いた粘膜吻合法
との比較 . 48 回日本膵切研究会， 2021， （Web）， ［一般演
題（サージカルフォーラムを含む）］

064　清水泰博：座長 . 第 52 回日本膵臓学会大会， 2021， （Web）， 
［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

065　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉：食道癌術前化
学療法後根治切除例における術後肺炎予防を目指した低
侵襲手術の有用性 . 第 75 回日本食道学会学術集会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
066　長尾拓哉， 安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫：ICG 蛍光法を

併用した Collard 変法による食道切除後胃管吻合の術後
短期成績 . 第 75 回日本食道学会学術集会， 2021， （Web）， 

［ポスター］
067　檜垣栄治， 安部哲也， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 清水泰博：

Mortality 0% を目指した食道癌根治術の周術期管理チー
ムの構築 . 第 75 回日本食道学会学術集会， 2021， （Web）， 

［ワークショップ］
068　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 清水泰博：胸

部食道切除を行った頭頸部癌重複食道癌に対する治療戦
略 . 第 75 回日本食道学会学術集会， 2021， （Web）， ［ワー
クショップ］

069　清水泰博：司会 . 第 57 回日本胆道学会， 2021， （Web）， 
［指導医養成講座 2］

070　羽場　真， 原　和生， 清水泰博， 水野伸匡， 桑原崇通， 奥
野のぞみ， 文原大貴， 柳井谷駿史， 夏目誠治， 奥野正隆， 
川勝章司， 細野和貴：当院における十二指腸乳頭部腫瘍
の治療成績 . 第 57 回日本胆道学会， 2021， （Web）， ［一般
演題（サージカルフォーラムを含む）］

071　夏目誠治， 清水泰博， 奥野正隆， 川勝章司：膵頭十二指腸
切除術後における非狭窄性胆管炎の検討 . 第 57 回日本胆
道学会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラ
ムを含む）］

072　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：骨盤内蔵器全摘術
後，尿管回腸吻合部狭窄に対する回腸導管再造設 . 第 59
回日本癌治療学会学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］

073　森　治樹， 阿部雄一， 夏目誠治， 木下敬史， 大内　晶， 三
宅　亨， 飯田洋也， 細田和貴， 小森康司， 清水泰博， 谷　
眞至， 田口　歩：In vitro 転移モデルのマルチオミクス解
析による大腸癌転移機構の解明と制御法の開発 . 第 59 回
日本癌治療学会学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
074　小森康司：座長 . 第 44 回東海大腸外科治療研究会， 2021， 

（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
075　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 國友愛奈， 前

田真吾：局所進行直腸癌に対する骨盤内臓器全摘術 . 第
44 回東海大腸外科治療研究会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
076　安部哲也：座長 . 第 74 回日本胸部外科学会定期学術集会， 

2021， （東京）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含
む）］

077　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉：ロボット支援
下食道切除術の定型化とその工夫 . 第 74 回日本胸部外科
学会定期学術集会， 2021， （東京）， ［一般演題（サージカ
ルフォーラムを含む）］

078　多和田　翔， 奥野正隆， 夏目誠治， 川勝章司， 有竹　典， 
赤座　賢， 國友愛奈， 前田真吾， 長尾拓哉， 沖　哲， 大内　
晶， 佐藤雄介， 藤枝裕倫， 檜垣栄治， 木下敬史， 伊藤友
一， 三澤一成， 安部哲也， 小森康司， 伊藤誠二， 清水泰
博：膵 mucinous cystic neoplasm（MCN）と solid 
pseudopapillary neoplasm（SPN）が併存した一例 . 第
300 回東海外科学会学術集会， 2021， （伊勢）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
079　有竹　典， 安部哲也， 細田和貴， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長

尾拓哉， 伊藤誠二， 小森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下
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敬史， 夏目誠治， 奥野正隆， 佐藤雄介， 大内　晶， 川勝章
司， 國友愛奈， 沖　哲， 前田真吾， 多和田　翔， 赤座　
賢， 清水泰博：胸部上部食道に発生した巨大粘膜下腫瘍
に対するロボット支援下腫瘍核出術の一例 . 第 300 回東
海外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

080　小森康司：座長 . 第 19 回日本消化器外科学会大会（第 29
回 JDDW）， 2021， （Web）， ［ポスター］

081　伊藤誠二：座長（司会）. 第 51 回胃外科・術後障害研究会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含
む）］

082　三澤一成：座長（ディスカッサント）. 第 51 回胃外科・
術後障害研究会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

083　小森康司：座長 . 第 76 回日本大腸肛門病学会学術集会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含
む）］

084　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　哲， 末永泰
人， 前田真吾， 清水泰博：当院における進行直腸癌を伴っ
た家族性大腸腺腫症（FAP）の開腹における回腸嚢肛門
管吻合（ileo-anal canal anastomosis: IACA）. 第 76 回日
本大腸肛門病学会学術集会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
085　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 國友愛奈， 前

田真吾， 末永泰人， 清水泰博：高齢者大腸癌腹腔内再発
に対する手術治療 . 第 76 回日本大腸肛門病学会学術集会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含
む）］

086　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 國友愛奈， 前
田真吾， 末永泰人， 沖　哲：Sidedness が結腸癌の外科切
除成績に与える影響 . 第 76 回日本大腸肛門病学会学術集
会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを
含む）］ 

087　國友愛奈， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 沖　
哲， 末永泰人， 前田真吾：大動脈周囲リンパ節転移に対
する外科切除の意義 . 第 76 回日本大腸肛門病学会学術集
会， 2021， （Web）， ［パネルディスカッション］ 

088　前田真吾， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 國
友愛奈， 末永泰人：肥満患者に対する腹腔鏡下直腸切除
術のコツと成績第 76 回日本大腸肛門病学会学術集会， 
2021， （Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

089　小森康司：座長 . 第 83 回日本臨床外科学会総会， 2021， 
（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

090　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：直腸癌および後腹
膜腫瘍の骨盤内高度局所進展および再発手術における腎
温存尿路再建術式について . 第 83 回日本臨床外科学会総
会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

091　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 伊藤誠二， 安

部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：右側
結腸癌に対する至適リンパ節郭範囲と手術手技 . 第 83 回
日本臨床外科学会総会， 2021， （Web）， ［ビデオワーク］

092　大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊藤誠二， 安
部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：進行下部直腸癌に
おける側方郭清の現状と課題 . 第 83 回日本臨床外科学総
会， 2021， （Web）， ［パネルディスカッション］

093　國友愛奈， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 川勝章司， 清水泰博：大動脈
周囲リンパ節転移に対する外科切除の意義 . 第 83 回日本
臨床外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題（サージカ
ルフォーラムを含む）］

094　前田真吾， 大内　晶， 小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 伊
藤誠二， 安部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣
栄治， 奥野正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 清水泰博：Stage 
III 大腸癌に対する術後補助化学療法の開始遅延の検討 . 
第 83 回日本臨床外科学会総会， 2021， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
095　小森康司：司会 . 第 6 回日本肉腫学会年次学術集会， 

2021， （Web）， ［シンポジウム］
096　幕内梨恵， 寺島雅典， 寺田参省， 水澤純基， 伊藤誠二， 江

原一尚， 細田　桂， 尾島敏康， 大森　健， 渡邉昌也， 吉川
貴己：cT1-2N0-2 胃癌におけるロボット支援下胃切除術
と腹腔鏡下胃切除術のランダム化比較試験（JCOG1907）. 
第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （Web）， ［ワーク
ショップ］

097　安部哲也， 檜垣栄治， 藤枝裕倫， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 清水
泰博：ロボット支援下食道切除術の工夫と周術期治療成
績 . 第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， ［一
般演題（サージカルフォーラムを含む）］

098　三澤一成， 沖　哲， 伊藤友一， 伊藤誠二， 川勝章司， 大内　
晶， 佐藤雄介， 藤枝裕倫， 奥野正隆， 檜垣栄治， 夏目誠
治， 木下敬史， 安部哲也， 小森康司， 清水泰博：ロボット
支援胃全摘・噴門側胃切除術における術野展開の工夫と
定型化 . 第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， 

［ワークショップ］
099　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小

森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 清水泰博：腹臥位胸腔鏡下咽頭喉頭食道切除術の
安全性 . 第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， 

［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］
100　佐藤雄介， 木下敬史， 小森康司， 大内　晶， 安部哲也， 三

澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野正隆， 藤枝
裕倫：下行結腸癌に対する腹腔鏡下手術手技と短期成績 . 
第 34 回日本内視鏡外科学会総会， 2021， （神戸）， ［一般演
題（サージカルフォーラムを含む）］

101　佐藤雄介， 小森康司， 木下敬史， 大内　晶， 國友愛奈， 前
田真吾， 清水泰博：腹腔鏡下 / ロボット支援下側方リン
パ節郭清の手術手技と短期成績 . 第 96 回大腸癌研究会， 
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2022， （Web）， ［ポスター］
102　小森康司， 須田久雄， 筑紫　聡， 吉田雅博， 濱田俊介， 藤

原那沙， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安部
哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 清水泰博：血行再
建術を併施し，完全切除した高度局所進展サルコーマ手
術の要点とトラブルシューティング―. 第 5 回日本サル
コーマ治療研究学会学術集会， 2022， （Web）， ［一般演題

（サージカルフォーラムを含む）］
103　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊藤誠二， 安

部哲也， 三澤一成， 伊藤友一， 夏目誠治， 檜垣栄治， 奥野
正隆， 藤枝裕倫， 川勝章司， 國友愛奈， 沖　哲， 末永泰
人， 前田真吾， 清水泰博：直腸癌骨盤内蔵器全摘術後の
尿管回腸導管吻合部良性狭窄に対する再造設術の検討 . 
第 18 回日本消化管学会総会学術集会， 2022， （Web）， ［一
般演題（サージカルフォーラムを含む）］

104　小森康司：座長. 第39回日本ストーマ・排泄リハビリテー
ション学会総会， 2022， （Web）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

105　小森康司， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 國友愛奈， 沖　
哲， 末永泰人， 前田真吾， 安形真由美， 佐々木照美， 小島　
瞳：骨盤内蔵器全摘術後の尿管回腸導管吻合部良性狭窄
に対する尿管回腸再造設術の検討. 第39回日本ストーマ・
排泄リハビリテーション学会総会， 2022， （Web）， ［一般
演題（サージカルフォーラムを含む）］

106　藤枝裕倫， 安部哲也， 檜垣栄治， 長尾拓哉， 伊藤誠二， 小
森康司， 三澤一成， 伊藤友一， 木下敬史， 夏目誠治， 奥野
正隆， 佐藤雄介， 川勝章司， 清水泰博：気縦隔鏡下胃管全
摘術を行った胸骨後胃管癌の 1 例 . 第 25 回愛知内視鏡外
科研究会， 2022， （名古屋）， ［一般演題（サージカル
フォーラムを含む）］

107　中村能章， 塚田祐一郎， 村野竜朗， 松橋延壽， 塩澤　学， 
加藤健志， 沖　英次， 後藤昌弘， 賀川義規， 金澤旭宣， 太
田 高 志， 大 内　 晶， 坂 東 英 明， Xiaotong Z， Princy P，  
Kristin P， 池松弘朗， 吉野孝之：大腸癌治癒切除後患者に
おける血中循環腫瘍 DNA のゲノム・エピゲ ノム統合解
析ーCOSMOS-CRC-01. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集
会， 2022， （Web）， ［Presidential Session 3］

108　清水泰博：座長 . 第 75 回日本消化器画像診断研究会， 
2022， （埼玉）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

109　小森康司：司会 . 第 58 回日本腹部救急医学会総会， 2022， 
（Web）， ［一般演題（サージカルフォーラムを含む）］

110　小森康司， 田中　努， 木下敬史， 佐藤雄介， 大内　晶， 伊
藤誠二， 安部哲也， 清水泰博：骨盤内蔵器全摘術後，尿
管回腸吻合部狭窄による尿路感染に対し，経回腸導管的
に逆行性内視鏡による尿管ステント挿入を施行した 1 例 . 
第 58 回日本腹部救急医学会総会， 2022， （Web）， ［一般演
題（サージカルフォーラムを含む）］

整形外科部

001　Satoshi Tsukushi, Masahiro Yoshida, Shunsuke Hamada, 

Nasa Fujihara：Outcomes of patients with advanced 
sarcoma treated with pazopanib in daily clinical practice: 
a single institution experience. 13th Asia Pacific 
Musculoskeletal Tumor Society Meeting （APMSTS 
2021），2021， （Web）， ［口演］

002　藤原那沙， 濵田俊介， 吉田雅博， 筑紫　聡：軟部再発を来
した左尺骨遠位骨巨細胞腫の一例 . 第 64 回日本手外科学
会学術集，2021， （Web）， ［口演］

003　藤原那沙， 濵田俊介， 吉田雅博， 筑紫　聡， 佐々木英一：
右足関節前面皮下腫瘍の１例 . 第 92 回東海骨軟部腫瘍研
究会，2021， （愛知）， ［口演］

004　生田国大， 大田剛広， 筑紫　聡， 小澤英史， 中島浩敦， 山
田健志， 今釜史郎， 西田佳弘：骨腫瘍切除後欠損部に対
するβ -TCP 配向連通多孔体移植後の臨床成績 多施設前
向き共同研究 . 第 94 回日本整形外科学会学術総会，
2021， （東京）， ［口演］

005　萩　智仁， 中村知樹， 永野昭仁， 酒井智久， 山田健志， 相
羽久輝， 筑紫　聡， 片桐浩久， 淺沼邦洋， 須藤啓広， 西田
佳弘：初発悪性軟部腫瘍における四肢切・離断症例の治
療成績 東海骨軟部腫瘍コンソーシアム共同研究 . 第 94 回
日本整形外科学会学術総会，2021， （東京）， ［口演］

006　酒井智久， 西田佳弘， 筑紫　聡， 小澤英史， 生田国大， 小
池　宏， 伊藤　鑑， 今釜史郎：大腿骨近位部転移性骨腫
瘍患者の短期予後予測 改訂版片桐スコアと MEP score
の有用性の検討 . 第 94 回日本整形外科学会学術総会，
2021， （東京）， ［口演］

007　酒井智久， 西田佳弘， 筑紫　聡， 小澤英史， 生田国大， 小
池　宏， 伊藤　鑑， 今釜史郎：病的骨折は大腿骨転移性
骨腫瘍患者の予後に影響するか 傾向スコアマッチングを
用いた解析 . 第 94 回日本整形外科学会学術総会　2021， 

（東京）， ［口演］
008　張　劉哲， 齊藤正徳， 秋山　達， 中川　亮， 筑紫　聡， 吉

田新一郎， 五木田茶舞， 阿江啓介， 中嶋誠也， 綿貫宗則， 
岩田慎太郎：臼蓋部骨盤腫瘍切除後において，臼蓋側イ
ンプラントを使用しない股関節再建術の術後歩行成績 .
第 94 回日本整形外科学会学術総会，2021， （東京）， ［口演］

009　生田国大， 筑紫　聡， 山田健志， 小澤英史， 杉浦英志， 今
釜史郎， 西田佳弘：下肢原発性悪性骨腫瘍における血管
柄付き腓骨移植を併用した加温処理骨再建の中長期成
績 . 第 94 回日本整形外科学会学術総会 .2021， （東京）， ［口
演］

010　筑紫　聡， 西田佳弘， 廣瀬　毅， 中田英二， 中川瑠美， 今
西淳悟， 中村知樹， 永野昭仁， 田宮大也， 角永茂樹， 朴木
寛弥， 寺内　竜， 王谷英達， 西村俊司， 生田国大， 上田孝
文：KMLS 新セメントレスステムの短期成績調査 JMOG
他施設共同研究 . 第 54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術
集会，2021， （広島）， ［口演］

011　筑紫　聡， 吉田雅博， 濱田俊介， 藤原那沙：薬物療法の適
応と限界 進行肉腫におけるトラベクテジン・エリブリ
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ン・パゾパニブの治療成績 免疫関連マーカーの意義 . 第
54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （広島）， 

［口演］
012　筑紫　聡：悪性軟部腫瘍における効果予測因子の検討 .

第 54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （広
島）， ［口演］

013　岩田慎太郎， 秋山　達， 阿 啓介， 片桐浩久， 国定俊之， 筑
紫　聡， 小林英介， 小林　寛， 遠藤　誠， 竹中　聡， 川井　
章：本邦における後腹膜肉腫診療ガイドラインの作成 . 
第 54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （広
島）， ［口演］

014　生田国大， 西田佳弘， 筑紫　聡， 山田健志， 小澤英史， 杉
浦英志， 今釜史郎：処理骨移植の現状と課題 悪性骨・軟
部腫瘍切除後の骨性再建における自家加温処理骨の長期
成績 . 第 54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術集会，
2021， （広島）， ［口演］

015　小澤英史， 西田佳弘， 岩田慎太郎， 早川景子， 薛　宇孝， 
川島寛之， 石井　猛， 土屋弘行， 筑紫　聡， 濱田健一郎， 
矢澤康男， 馬場一郎， 永野昭仁， 森井健司， 白井寿治， 今
西淳悟， 河野博隆：脱分化型および Grade 3 軟骨肉腫の
特徴と治療成績 JMOG 多施設共同研究 . 第 54 回日本整
形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （広島）， ［口演］

016　濵田俊介， 藤原那沙， 吉田雅博， 筑紫　聡：イフォスファ
ミドに対する尿モニタリング廃止後の経過 . 第 54 回日本
整形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （Web）， ［口演］

017　出淵雄哉， 濱田俊介， 丹澤義一， 小松原　将， 藤田郁夫， 
今西淳悟， 小柳広高， 嶋谷彰芳， 田中太晶， 今村好章， 福
島万奈， 小林基弘， 上田孝文， 河野博隆， 松峯昭彦：骨・
軟部発生 PEComa の全国調査　JMOG 多施設共同研究 . 
第 54 回日本整形外科骨・軟部腫瘍学術集会， 2021， （広
島）， ［口演］

018　筑紫　聡：悪性軟部腫瘍の予後因子 . サルコーマカンファ
レンス in 浜松，2021， （Web）， ［講演］

019　筑紫　聡：骨軟部腫瘍における診断と治療の向上 . 第 290
回関東骨軟部腫瘍研究会，2021， （Web）， ［講師］

020　濵田俊介， 藤原那沙， 吉田雅博， 筑紫　聡：高齢者進行期
骨軟部肉腫症例に対する化学療法の実態 . 59 回日本癌治
療学会学術集会，2021， （Web）， ［口演］

021　張　劉哲， 齊藤正徳， 秋山　達， 中川　亮， 筑紫　聡， 吉
田新一郎， 五木田茶舞， 阿江啓介， 中嶋誠也， 綿貫宗則， 
岩田慎太郎：癌治療における再建外科 臼蓋悪性腫瘍切除
後において，臼蓋インプラントを用いない股関節再建術
の術後歩行成績（英語）. 第 59 回日本癌治療学会学術集会，
2021， （横浜）， ［口演］

022　筑紫　聡：進行肉腫に対する薬物療法の治療経験　副作
用とその対策 . 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術
集会，2022， （京都）， ［口演］

023　筑紫　聡：進行肉腫に対する薬物療法の投与マネジメン
ト実例 . 第 5 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会，
2022， （京都）， ［口演］

024　筑紫　聡：AYA 世代の肉腫診療 . 12 回日本がん・生殖
医療学会学術集会，2022， （愛知）， ［口演］

リハビリテーション部

001　山﨑康司， 中嶋誠也， 清水泰博， 吉田雅博：75 歳以上消
化器がん患者の握力と体組成，身体機能との関係 . 第 10
回日本がんリハビリテーション研究会，2021， （Web）， 

［口述発表］
002　吉田雅博， 杉浦英志：骨盤内腫瘍術後の大腿神経麻痺に

対するリハビリテーションの効果 . 第 58 回日本リハビリ
テーション医学会学術集会，2021， （京都）， ［口演］

003　髙津　淳， 檜垣栄治， 吉田雅博， 山本正彦， 安部哲也：食
道癌術後患者に対する言語聴覚士による嚥下リハビリ
テーションの介入効果 . 第 26・27 回 合同学術大会 日本
摂食嚥下リハビリテーション学会，2021， （愛知）， ［一般
口頭演題］

泌尿器科部　

001　関戸　翔， 小倉友二， 小島崇宏：外科的治療をおこなっ
た腎腫瘍における良性腫瘍の検討　第 109 回日本泌尿器
科学会総会，2021， （横浜）， ［口演］

002　関戸　翔， 小倉友二， 小島崇宏：血漿フィブリノゲンは
cT1 腎腫瘍におけるｐ T3upsatage を予測する　第 71 回
日本泌尿器科学会中部総会，2021， （名古屋）， ［口演］

003　関戸　翔， 小倉友二， 小島崇宏：術前診断のもと集学的
治療をおこなった尿管原発小細胞癌の 1 例　第 285 回日
本泌尿器科学会東海地方会， 2022， （名古屋）， （Web）， 

［口演］
004　小島崇宏：動注化学放射線治療による膀胱温存療法　臓

器別シンポジウム「膀胱温存治療の可否及び温存への戦
略（浸潤性膀胱がんに対する治療戦略）」第 59 回日本癌
治療学会学術集会， 2021， （横浜）， （Web）， ［シンポジウ
ム］

005　小島崇宏：特別企画 1 若手泌尿器科医の基礎研究企画　
～世界が認める研究をしよう～ 第 71 回日本泌尿器科学
会中部総会， 2021， （名古屋）， ［審査員］

006　 小 島 崇 宏： 進 行 性 腎 細 が ん に 対 す る 複 合 免 疫 療 法　
CheckMate214 試験　5 年フォローアップ解析　未治療
の進行性腎細胞癌におけるニボルマブ＋イピリムマブ併
用療法の最新エビデンス　第 71 回日本泌尿器科学会中部
総会， 2021， （名古屋）， ［ランチョンセミナー］

007　小島崇宏：総会賞ポスター 08 尿路上皮腫瘍 / 臨床　第
109 回日本泌尿器科学会総会， 2021， （横浜）， ［審査員］

008　小島崇宏：一般口演 21「腎盂・尿管腫瘍 / 臨床 3」第
109 回日本泌尿器科学会総会， 2021，（横浜）， ［座長］

婦人科部

001　西野翔吾， 坪内寛文， 坂田　純， 森　正彦， 鈴木史朗：当
院でがん遺伝子パネル検査を実施した婦人科がん患者の
検討.第73回日本産科婦人科学会学術講演，2021， （新潟）， 

― 109 ―



［口演］
002　吉川聡明， 吴吴　智聞， 松下博和， 鈴木史朗， 籠谷勇紀：エ

ピジェネティック因子修飾による抗腫瘍 T 細胞の機能改
善 . 第 18 回日本免疫治療学会学術集会， 2021， （Web）， 

［口演］
003　西野翔吾， 坪内寛文， 梶　健太郎， 坂田　純， 森　正彦， 

鈴木史朗：子宮頸癌に対する広汎子宮全摘出術における 
ERAS プロトコルを用いた新規パス導入前後の比較 . 第
63 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，2021， （大阪）， ［口
演］

004　坂田　純， 梶　健太郎， 西野翔吾， 坪内寛文， 森　正彦， 
鈴木史朗：婦人科がんにおけるがん遺伝子パネル検査症
例の検討 . 第 63 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，
2021， （Web）， ［ポスター］

005　坪内寛文， 梶　健太郎， 西野翔吾， 坂田　純， 森　正彦， 
鈴木史朗：腹腔鏡下子宮体癌手術における結腸間膜損傷
に伴い遅発性横行結腸壊死を来した一例 . 第 63 回日本婦
人科腫瘍学会学術講演会，2021， （Web）， ［口演］

006　大野真由， 横井　暁， 吉田康将， 鈴木史朗， 柴田清澄， 吉
川史隆， 中面哲也， 梶山広明：卵巣明細胞癌における
Glypican-3 由来ペプチドワクチン療法の治療反応性を予
測するバイオマーカーとしての血清中 miRNA（Serum 
miRNAs as Predictive Responsive Biomarkers of 
Glypican-3-derived Peptide Vaccine Therapy in Ovarian 
Clear Cell Carcinoma）（英語）. 第 63 回日本婦人科腫瘍
学会学術講演会，2021， （大阪）， ［口演］

007　吉田康将， 横井　暁， 玉内学志， 池田芳紀， 芳川修久， 西
野公博， 新美　薫， 鈴木史朗， 吉川史隆， 梶山広明：進
行・再発卵巣明細胞癌における X 染色体長腕 27.3 領域の
マイクロ RNA クラスターの発現意義 . 第 63 回日本婦人
科腫瘍学会学術講演会，2021， （大阪）， ［口演］

008　吉川聡明， 吴吴　智聞， 松下博和， 細田和貴， 鈴木史朗， 籠
谷勇紀：Epigenetic modification of antitumor T cells to 
induce  durab le  c l in i ca l  response  in  adopt ive 
immunotherapy . 第 25 回日本がん免疫学会総会，2021， 

（和歌山）， ［口演］
009　高磯伸枝， 福江美咲， 小森康司， 鈴木史朗， 清水泰博， 井

本逸勢：リンチ症候群に対する大腸癌と子宮内膜癌の手
術症例を対象にしたユニバーサルスクリーニングの取り
組み . 第 45 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会，
2021， （Web）， ［口演］

脳神経外科部

001　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 大野真佐輔：
脊椎転移に対する低侵襲脊椎固定術 . 第 56 回日本脊髄障
害医学会，2021， （Web）， ［一般口演］

002　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 大野真佐輔：
頚胸椎移行部脊椎転移に対する外科治療 . 第 56 回日本脊
髄障害医学会，2021， （Web）， ［一般口演］

003　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 服部和良：頚

胸椎移行部脊椎転移に対する外科治療の有用性 . 第 80 回
日本脳神経外科学会総会，2021， （Web）， ［一般口演］

004　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 服部和良：脊
椎転移治療のパラダイムシフト－診療体制構築から最新
治療まで－ . 第 36 回日本脊髄外科学会，2021， （Web）， 

［シンポジウム］
005　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 服部和良：上

位頚椎への脊椎転移：臨床像と外科治療成績 . 第 36 回日
本脊髄外科学会，2021， （Web）， ［一般口演］

006　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 大野真佐輔：
頚胸椎移行部脊椎転移に対する外科治療の有用性 . 第 30
回日本脊椎インスツルメンテーション学会，2021， （Web）， 

［ポスター］
007　灰本章一， 西村由介， 永島吉孝， 伊藤　洋， 大野真佐輔：

胸椎類骨骨種の 1 例 . 第 67 回中部脊髄ワークショップ，
2022， （ Web）， ［一般口演］

008　大野真佐輔， 倉光俊一郎， 伊藤翔平， 木全将之， 浅井琢
美， 須崎法幸， 梶田泰一， 高橋立夫：生物学的製剤を使用
中の関節リウマチ患者に発生した PCNSL の一例．第 39
回日本脳腫瘍学会，2021， （Web）， ［ポスター］

009　大野真佐輔：脳腫瘍に対する CAR-T 細胞療法．第 31 回
日本サイトメトリー学会学術集会，2021， （Web）， ［シン
ポジウム］

010　大野真佐輔， 伊藤翔平， 木全将之， 安藤　遼， 玉利洋介， 
江口　馨， 浅井琢美， 須崎法幸， 梶田泰一， 高橋立夫：創
部治癒遅延にて治療に難渋した仙骨骨盤骨折の一例．第
36 回日本脊髄外科学会，2021， （Web）， ［ポスター］

放射線診断・IVR部

001　Hasegawa T ：Ablative therapies; are we ready to become 
protagonists? . 24th Braziliann Society of Interventional 
Radiology and Endovascular Surgery（SOBRICE） 2021， 

（Web）， ［Oral presentation］
002　Hasegawa T, Yoshihara T, Sato Y, Yamaura H, Murata S, 

Chatani S, Tsukii R, Nagasawa K, Inaba Y ：Clinical 
outcomes of radiofrequency ablation combined with 
trans-arterial liver tumors other than hepatocellular 
carcinoma. 7th　Asian Conference on Tumor Ablation

（ACTA） 2021， （Web）， ［Oral presentation］
003　Hasegawa T, Sato Y, Kuroda H, Chatani S, Murata S, 

Yamaura H, Kato M, Onaya H, Inaba Y ：Clinical outcomes 
and techniques for radiofrequency ablation of lung 
tumors smaller than 1 cm. 7th　Asian Conference on 
Tumor Ablation（ACTA） 2021，（Web）， ［Oral 
presentation］

004　Hasegawa T, Sato Y, Kuroda H, Sakakura N, Chatani S, 

Murata S, Yamaura H, Kato M, Onaya H, Inaba Y：Clinical 
outcomes of hybrid treatment of surgery and 
radiofrequency ablation for multiple lung metastases. 7th　
Asian Conference on Tumor Ablation（ACTA） 2021， 
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（Web）， ［Oral presentation］
005　Hasegawa T, Takaki H, Kodama H, Yamanaka T, Sato Y, 

Inaba Y, Gobara H, Hayashi S, Takao M, Yamakado K ：Risk 
factor of local tumor progression after radiofrequency 
ablation for lung metastases from colorectal carcinoma; 
Supplementary analysis of phase Ⅱ trial （MLCSG-0802）. 
7th Asian Conference on Tumor Ablation（ACTA） 
2021， （Web）， ［Oral presentation］

006　佐藤洋造：分子標的薬時代における TACE の位置づけ -
センター施設における現況．第 80 回日本医学放射線学会
総会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

007　稲葉吉隆：BCLC-B における TACE と薬物療法の位置づ
けは？．第 2 回 IVR 科医のためのがん免疫治療 web 
seminar， 2021， （Web）， ［司会］

008　長谷川貴章：基本手技と合併症への対応．第 50 回日本
IVR 学会総会， 2021， （Web）， ［口演］

009　稲葉吉隆：疼痛緩和 IVR の普及のための課題と方策．第
50 回日本 IVR 学会総会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

010　茶谷祥平， 佐藤洋造， 村田慎一， 長谷川貴章， 月井亮太， 
長澤恭平， 町田政憲， 吉原晃生， 加藤弥菜， 山浦秀和， 女
屋博昭， 花井信広， 稲葉吉隆：頭頸部癌出血に対する
TAE の検討．第 50 回日本 IVR 学会総会， 2021， （Web）， 

［口演］
011　町田政憲， 長谷川貴章， 茶谷祥平， 佐藤洋造， 村田慎一， 

山浦秀和， 吉原晃生， 月井亮太， 長澤恭平， 加藤弥菜， 女
屋博昭， 稲葉吉隆：腫瘍浸潤による消化管出血に対する
経カテーテル的動脈塞栓術の検討．第 50 回日本 IVR 学
会総会， 2021， （Web）， ［口演］

012　佐藤洋造， 茶谷祥平， 長谷川貴章， 村田慎一， 桑原崇通， 
原　和生， 清水泰博， 稲葉吉隆：胆道再建後の輸入脚症
候群に対する空腸盲端部を介したステント留置の検討．
第 50 回日本 IVR 学会総会， 2021， （Web）， ［口演］

013　吉原晃生， 長谷川貴章， 町田政憲， 月井亮太， 茶谷祥平， 
長澤恭平， 村田慎一， 加藤弥菜， 佐藤洋造， 山浦秀和， 女
屋 博 昭， 稲 葉 吉 隆： 肝 腫 瘍 に 対 し degradable starch 
microsphere（DSM）を用いた動脈塞栓術併用下のラジ
オ波焼却術の後方視的検討．第 50 回日本 IVR 学会総会， 
2021， （Web）， ［口演］

014　月井亮太， 茶谷祥平， 佐藤洋造， 村田慎一， 長谷川貴章， 
長澤恭平， 町田政憲， 吉原晃生， 加藤弥菜， 山浦秀和， 女
屋博昭， 稲葉吉隆：がん患者の術後リンパ漏に対するリ
ンパ管造影の有用性．第 50 回日本 IVR 学会総会， 2021， 

（Web）， ［口演］
015　吉原晃生：肝切除後離断性胆汁瘻に対し無水エタノール

アブレーションで治療した 1 例．第 50 回日本 IVR 学会
総会， 2021， （Web）， ［ポスター］

016　月井亮太， 佐藤洋造， 山口哲平， 長谷川貴章， 茶谷祥平， 
山浦秀和， 村田慎一， 加藤弥菜， 吉原晃生， 町田政憲， 長
澤恭平， 女屋博昭， 稲葉吉隆：肝細胞癌に対するエピル
ビシンを用いた肝動脈化学塞栓術後に発症した薬剤性肺
障害の 1 例．第 50 回日本 IVR 学会総会， 2021， （Web）， 

［ポスター］

017　茶谷祥平：非血管系・その他．第 68 回中部 IVR 研究会， 
2021， （Web）， ［座長］

018　茶谷祥平， 稲葉吉隆， 村田慎一， 月井亮太， 長澤恭平， 長
谷川貴章， 山浦秀和：腹部食堂から胃噴門部の粘膜下に
迷入したイレウス管挿入の1例．第68回中部IVR研究会， 
2021， （Web）， ［口演］

019　長谷川貴章， 茶谷祥平， 佐藤洋造， 山浦秀和， 村田慎一， 
加藤弥菜， 女屋博昭， 稲葉吉隆：近位側孔型マイクロバ
ルーンカテーテルを用いた TACE 後に肝膿瘍を形成し治
療に難渋した 1 症例．第 6 回日本穿刺ドレナージ研究会， 
2021， （Web）， ［口演］

020　長谷川貴章， 茶谷祥平， 佐藤洋造， 山浦秀和， 村田慎一， 
月井亮太， 長澤恭平， 稲葉吉隆：短径 10mm 未満の胸膜
結節に対する経皮的針生検の検討．第 6 回日本穿刺ドレ
ナージ研究会， 2021， （Web）， ［口演］

021　月井亮太， 長澤恭平， 長谷川貴章， 村田慎一， 加藤弥菜， 
山浦秀和， 女屋博昭， 稲葉吉隆：中心静脈ポート抜去困
難の頻度及びリスク因子の解析．第 45 回リザーバー＆
ポート研究会， 2021， （Web）， ［口演］

022　長谷川貴章， 茶谷祥平， 村田慎一， 月井亮太， 長澤恭平， 
山浦秀和， 加藤弥菜， 女屋博昭， 稲葉吉隆：皮下組織に強
固な癒着を生じ，CV ポート抜去に難渋した 1 例．第 45
回リザーバー＆ポート研究会， 2021， （Web）， ［口演］

023　稲葉吉隆：TACE 不能 / 不適・進行肝細胞癌における
LEN-TACE sequential 療 法．LEN-TACE Academy in 
愛知， 2021， （Web）， ［司会］

024　長谷川貴章：後方視的研究のデザインと論文執筆のコツ．
第 2 回 JIVROSG 臨床研究セミナー， 2021， （Web）， ［講
演］

025　稲葉吉隆：免疫複合療法時代を迎えた肝細胞がん治療．
第 10 回緩和 IVR 研究会， 2021， （Web）， ［座長］

026　長谷川貴章：大腸癌肺転移に対する RFA．第 21 回
RFA・凍結療法研究会， 2021， （Web）， ［講演］

027　長谷川貴章， 高木治行， 児玉大志， 山中隆史嗣， 中塚豊
真， 高尾仁二， 郷原英夫， 林　完勇，稲葉吉隆， 山門享一
郎：大腸癌肺転移に対する RFA 後局所再発のリスク因
子の検討：第二相臨床試験（MLCSG-0802）の副次的解析．
第 21 回 RFA・凍結療法研究会， 2021， （Web）， ［口演］

028　長谷川貴章， 吉原晃生， 佐藤洋造， 山浦秀和， 村田慎一， 
茶谷祥平， 月井亮太， 長澤恭平， 稲葉吉隆：肝細胞癌以外
の肝腫瘍に対する DSM-TAE 併用 RFA の治療成績．第
21 回 RFA・凍結療法研究会， 2021， （Web）， ［口演］

029　村田慎一：肝細胞癌治療の新しい選択肢としてのカボメ
ティクス．HCC WEB 講演会～実臨床から肝細胞癌を考
える～， 2021， （Web）， ［講演］

030　稲葉吉隆：新規治療法 PRRT の導入に向けた取組み～特
別な措置を講じた病室を用いた新たな試み～．第 99 回東
海核医学セミナー， 2021， （Web）， ［座長］

031　稲葉吉隆：TACE 不応 / 不適・進行肝細胞癌における
LEN-TACE sequential 療法 -Lenvatinib の薬剤特性を生
かした治療戦略．LEN-TACE Academy in 愛知， 2021， 

（Web）， ［総合司会］
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032　稲葉吉隆：新たなステージを迎えた intermediate stage 
HCC 治療戦略．HCC Pioneers Meeting， 2021， （Web）， 

［総合司会］
033　稲葉吉隆：当院における LEN-TACE 療法の治療戦略．

HCC Pioneers Meeting， 2021， （Web）， ［講演］
034　稲葉吉隆：TACE の立場から見た intermediate stage の

治療．HCC Academy， 2021， （Web）， ［講演］
035　長谷川貴章， 茶谷祥平， 村田慎一， 山浦秀和， 月井亮太， 

長澤恭平，  稲葉吉隆：肝動脈化学塞栓療法後に肝膿瘍を
形成し，ドレナージおよび複数回のドレーン交換で治療
しえた１例．第 34 回日本外科感染症学会， 2021， （Web）， 

［講演］
036　稲葉吉隆：肝細胞癌治療治療の新時代 - 局所療法と薬物

療法のシナジー効果．第 35 回 JCR ミッドウィンターセ
ミナー， 2021， （Web）， ［講演］

037　稲葉吉隆：NET 診断における SRS の活用．NET Web 
Seminar in Aichi， 2021， （Web）， ［座長］

038　稲葉吉隆：肝細胞癌治療 Update～レンバチニブのポジ
ショニングを再考する～．LEN-TACE academy in 東海
～新時代の TKI+TACE 戦略を考える～， 2021， （Web）， 

［座長］

放射線治療部

001　Takeshi Kodaira, Yoshikazu Kagami, Ryuichiro Machida, 

Naoto Shikama, YoshinoriIto, Satoshi Ishikura, Yoshihiro 

Saito, Yasuo Matsumoto, Koji Konishi, Naoya Murakami, 

Tetsuo Akimoto, Yuuki Fukushima, Takashi Toshiyasu, 

Keiichi Nakagawa, Yasushi Nagata, Hirofumi Ogawa, 

Takashi Uno, Masaaki Kataoka, Yasumasa Nishimura on 

behalf of Japan Clinical Oncology Group：Long-term 
follow up of a RCT of Accelerated Radiotherapy for 
early Glottic Cancer （JCOG 0701）. ESTRO 2021， 2021， 

（Web）， ［ポスター］
002　Koide Y, Shimizu H, Miyauchi R, Haimoto S, Tanaka H, 

Watanabe Y, Adachi S, Kato D, Aoyama T, Kitagawa T, 

Tachibana H, Kodaira T：Fully automated rigid image 
registration versus human registration in postoperative 
spine SBRT. ESTRO2021， 2021， （Web）， ［ポスター］

003　Shimizu H, Sasaki K, Aoyama T, Tachibana H, Koide Y, Iwata 

T, Kitagawa T, Kodaira T：Parotid gland dose reduction in 
the hippocampus avoidance whole-brain radiotherapy. 
ESTRO2021， 2021， （Web）， ［ポスター］

004　Shimizu H：Advanced Techniques in Radiotherapy
「Tomotherapy: Key Concept， Clinical Adaptation， and 
Recent Research Regarding the Treatment Planning」
South Asia Centre for Medical Physics and Cancer 
Research （SCMPCR） 5th E-learning Program （ELP-
05）， 2021， （Web）， ［講演］

005　Keiji Nihei, Katsumasa Nakamura,,Katsuyuki Karasawa, 

Yoshihiro Saito,,Naoto Shikama, Shin-Ei Noda,,Ryusuke 

Hara,Masaki  Kokubo,  Takashi  Mizowaki ,  Takeshi 

Akiba,Etsuo Kunieda,Masakazu Hori,Saiji Ohga, Jiro 

Kawamori,Takuyo Kozuka,Yosuke Ota,Koji Inaba,Takeshi 

Kodaira, Yoshiyuki Ito,Yoshikazu Kagami.：A Japanese 
Multi -Institutional Phase II Study of Moderate 
Hypofractionated Intensity-Modulated Radiotherapy 
with Image-Guided Technique for Prostate Cancer. 63th 
Annua l  meet ing o f  the American Soc iety for 
Therapeutic Radiation and Oncology， 2021， （Web）， ［ポ
スター］

006　古平　毅：治療　頭頸部 . 第 80 回日本医学放射線学会， 
2021， （横浜）， ［座長］

007　古平　毅：ラディザクトで拡大する　高精度放射線治療
の可能性 . 第 44 回日本頭頸部癌学会， 2021， （舞浜）， ［講
演］

008　古平　毅：舌がんに対する小線源治療は生き残れるか . 
第 44 回日本頭頸部癌学会，  2021，  （舞浜）， ［座長］

009　太田陽介， 古平　毅， 藤井博文，下川元継， 中島寅彦， 門
田伸也， 横田知哉， 本間明宏， 上田眞也， 秋元哲夫：日本
人の頭頸部癌患者における Cetuximab を含む治療の観察
研究（JROSG12-2），～局所進行例に対する BRT～. 第 44
回日本頭頸部癌学会， 2021， （舞浜），［講演］

010　横田知哉， 太田陽介， 藤井博文， 古平　毅， 下川元継， 中
島寅彦， 門田伸也， 本間明宏， 上田眞也， 秋元哲夫：日本
人再発転移頭頸部癌に対する Cetuximab 併用化学療法の
観 察 研 究（JROSG12-2）. 第 44 回 日 本 頭 頸 部 癌 学 会， 
2021，（舞浜）， ［講演］

011　村上直也， 森  泰昌， 町田龍之介， 古平  毅， 伊藤芳紀， 鹿
間直人， 石倉  聡， 小西浩司， 松本康男， 村上祐司， 中村
直樹， 山下英臣， 萬　篤憲， 吉村通央， 井上浩一， 野崎美
和子， 西村恭昌， 伊丹  純， 加賀美芳和：T1-2N0M0 声門
癌における EpCAM と放射線治療の予後に関する研究 : 
JCOG0701A2 . 第 44 回日本頭頸部癌学会， 2021， （舞浜）， 

［講演］
012　古平　毅：頭頸部癌放射線治療のパラダイムシフト . 第

44 回日本頭頸部癌学会， 2021， （舞浜）， 　［座長］
013　青山貴洋：強度変調放射線治療計画の品質保証へ取り組

み『愛知県がんセンターにおける PlanIQTM の使用経
験』．東海放射線腫瘍研究会第 57 回技術部会， 2021， 

（Web）， ［特別講演］
014　古平　毅：頭頸部癌の放射線治療 . 第 23 回放射線腫瘍学

夏期セミナー， 2021， （岐阜）， ［講演］
015　三谷誠一郎， 門脇重憲， 加藤恭子， 舛石俊樹， 本多和典， 

小島勇貴， 成田有季哉， 谷口浩也，宇良  敬， 安藤正志， 
田近正洋， 古平  毅， 安部哲也， 室  圭：切除不能進行食
道扁平上皮癌に対する modified FOLFOX6 療法の検討 . 
第 74 回日本食道学会， 2021， （東京）， ［ポスター］

016　古平　毅：頭頸部癌に対する放射線治療の現状と展望 . 
札幌医科大学腫瘍診療センター講演会， 2021， （札幌）， 

［講演］
017　清水秀年：「肺癌放射線治療計画～医学物理士の治療計画

虎の巻～」肺癌 Radiation Therapy Planning ～LIVE に
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て治療計画の工夫をご紹介～．2021， （名古屋）， ［講演］
018　Y Ito, T Hamaguchi, A Takashima, J Mizusawa, Y Shimada, 

M Shiozawa, T Kodaira, M Ohue, M Kinouchi, K Murata, F 

Fujita, H Miura, H Katayama, H Fukuda, Y Kanemitsu, 

Colorectal Cancer Study Group of Japan Clinical Oncology 

Group (JCOG)：Final analysis of dose-finding and single-
arm confirmatory study of definitive chemoradiotherapy 
with S-1/MMC in patients with clinical Stage II/III 
squamous cell carcinoma of the anal canal: JCOG0903. 第
57 回癌治療学会 , 2021, （横浜）, ［ポスター］

019　古平　毅：骨転移シンポジウム 「転移性骨腫瘍に対する
治療戦略」．第 57 回癌治療学会， 2021， （横浜）， ［座長］

020　立花弘之：「放射線治療」．愛知県立大学看護学部， 2021， 
（名古屋）， ［講義］

021　立花弘之：「放射線治療」．名城大学薬学部大学院， 2021， 
（名古屋）， ［講義］

022　古平  毅， 加賀美芳和， 伊藤芳紀，町田龍之介， 鹿間直人， 
石倉  聡， 工藤滋弘， 松本康男，小西浩司， 村上直也， 西
村恭昌：早期声門癌に対する加速照射法と標準分割照射
法の比較試験の長期成績（JCOG0701A3）.　第 34 回日本
放射線腫瘍学会， 2021， （Web）， ［講演］

023　稲田正浩， 西村恭昌， 石川一樹， 村上直也， 石倉  聡， 古
平  毅， 伊藤芳紀， 土屋和彦， 村上祐司， 齋藤淳一， 秋元
哲夫， 峯村俊行：頭頸部強度変調放射線治療における臓
器特異的耐容線量の解明（JCOG1015A1）. 第 34 回日本放
射線腫瘍学会， 2021， （Web）， ［講演］

024　伊藤芳紀， 濱口哲弥， 水澤純基， 稲葉浩二， 溝口信貴， 古
平  毅， 小西浩司， 西岡明人， 淡河恵津世， 片山  宏， 福田
治彦， 金光幸秀， Japan Clinical Oncology Group (JCOG)， 
大腸がんグループ：肛門管扁平上皮癌に対する S-1/
MMC 併用化学放射線療法の第 I/II 相試験最終解析：
JCOG0903III 期非小細胞肺癌臨床試験 . 第 34 回日本放射
線腫瘍学会， 2021， （Web）， ［講演］

025　津藤真司， 辻野佳世子， 立原素子， 小久保雅樹， 石原武明， 
池田裕子， 淡河恵津代， 國武直信， 古平  毅， 塩山善之， 
中村聡明， 中松清志， 阿南慎平， 三輪弥沙子， 西村恭昌：

（WJOG11619L）における放射線治療計画ダミーラン . 第
34 回日本放射線腫瘍学会， 2021， （Web）， ［講演］

026　古平　毅：医療の質：治療 . 第 34 回日本放射線腫瘍学会，
2021，（WEB），［座長］

027　古平　毅：指導者講習 . 第 34 回日本放射線腫瘍学会，
2021，（WEB），［座長］

028　古平　毅：多発脳転移に対する最新の放射線治療技術 . 
第 34 回日本放射線腫瘍学会， 2021， （Web）， ［座長］

029　小出雄太郎， 清水秀年， 北川智基， 青山貴洋， 宮内理世， 
立花弘之， 古平　毅：U-Net を用いた仮想 CT 生成によ
る左乳癌深吸気息止め照射の心臓線量予測 . 日本放射線
腫瘍学会第 34 回学術大会， 2022， （Web）， ［講演］

030　古平　毅：大会世話人 . 第 35 回日本高精度外部照射部会
学術大会，2022，（Web），［主幹］　

031　小出雄太郎， 清水秀年， 宮内理世， 青山貴洋， 北川智基， 
立花弘之， 古平　毅， 灰本章一， 田中　寛， 渡邊祐衣， 足

達　崇， 加藤大貴：術後脊椎定位放射線治療における全
自動剛体画像レジストレーションと手動レジストレー
ションの比較 . 第 35 回高精度放射線外部照射部会学術大
会， 2022， （Web）， ［講演］

032　清水秀年：シンポジウム 3　Ⅲ期非小細胞肺癌に対する
IMRT の普及に向けて「Ⅲ期非小細胞肺癌に対する
IMRT －医学物理士の視点から－」第 35 回高精度放射線
外部照射部会学術大会， 2022， （Web）， ［講演］

感染症内科部

001　伊東直哉：感染症医療人材の育成 . 第 91 回日本感染症学
会西日本地方会学術集会・第 64 回日本感染症学会中日本
地方会学術集会・第 69 日本化学療法学会西日本支部総会
合同開催， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

002　伊東直哉：新型コロナウイルスと緩和ケア COVID-19 総
論 . 日本緩和医療学会第 3 回東海・北陸支部学術大会， 
2021， （Web）， ［シンポジウム］

003　伊東直哉：Omicron による第 6 波の最中に当院の一病棟
で発生した Covid-19 アウトブレイク . 第 16 回中部地区
がん医療連携学術講演会， 2022， （Web）， ［特別講演］

004　伊東直哉：がん患者における新型コロナウイルス感染対
策 . 愛知キャンサーネットワーク市民公開講座「コロナ
禍におけるがん診療」， 2021， （Web）， ［特別講演］

005　伊東直哉：外科患者の発熱アプローチ . 日本感染症教育
研究会オンラインセミナー， 2021， （Web）， ［講演］

006　伊東直哉：がんセンターの ASP/ICT 活動から見えてき
た感染対策のポイント . トヨタ記念病院　化学療法講演
会， 2021， （Web）， ［特別講演］

007　伊東直哉：上手な内服抗菌薬スイッチの仕方 . 第 95 回日
本感染症学会学術講演会， 2021， （Web）， ［教育講演］

008　伊東直哉：愛知県がんセンターの ICT/ASP 活動から見
えてきたポイント . 小牧市民病院　感染対策講習会， 
2021， （Web）， ［特別講演］

009　伊東直哉：AST 活動における広域抗菌薬の使い分け . 第
2 回静岡県病院薬剤師会感染症薬物療法研究会， 2021， 

（Web）， ［特別講演］
010　伊東直哉：がん患者における新型コロナウイルス感染対

策 . 令和 3 年度愛知県がんセンター第 3 回がんセンター
公開講座， 2021， （Web）， ［特別講演］

011　伊東直哉：COVID-19 の感染・病態・治療　科学的根拠
に基づく COVID-19 の動向 . 公益社団法人 愛知県看護協
会令和 3 年度研修会， 2021， （Web）， ［講演］

緩和ケア部

001　下山理史：第 34 回日本サイコオンコロジー学会総会， 「が
んの診断・告知に関わる医療者が知っておきたいコミュ
ニケーション」， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

002　下山理史：第 34 回日本サイコオンコロジー学会総会， 「緩
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和医療とサイコオンコロジー」， 2021， （Web）， ［シンポ
ジウム］

003　下山理史：第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 「緩和ケ
アと腫瘍学のインテグレーションを再考する」， 2022， 

（京都）， ［シンポジウム］
004　下山理史：第 5 回日本リンパ浮腫学会， 「悪性リンパ浮腫

の治療とケアと緩和ケアとのコラボレーション」2022， 
（名古屋）， ［ワークショップ］

精神腫瘍科部

001　小森康永：ジョンとマイケルーーー「問題」を問題化し
た人々，日本家族療法学会第 38 回大会，2021， （東京）， 

［基調講演］ 
002　小森康永， 野口裕二， 野村直樹， 安達映子， 矢原隆行：ナ

ラティヴ・セラピーの 30 年，日本家族療法学会第 38 回大
会，2021， （東京）， ［大会企画シンポジウム 1］ 

003　小森康永， 安達映子：ナラティヴ，日本家族療法学会，
2021， （東京）， ［ワーク ショップ］ 

004　小森康永， 奥野　光， 矢原隆行：ナラティヴ・セラピー（基
礎講座），日本家族療法学会ワークショップ，2022， （東
京）， ［ワークショップ］ 

看護部

001　深谷恭子， 高木礼子， 山田知里， 柴田亜弥子， 小谷はる
る：PaxmanScalpCooling を用いた頭部冷却の 1 例　第
36 回日本がん看護学術集会， 2022， （横浜）， ［口演］ 動画
配信

002　井上さよ子， 河原仁美， 福中　茜， 朝井哲也， 宮谷美知
子：個別性のある看護実践を提供するために苦痛スク
リーニングを活用する取り組み，第 36 回日本がん看護学
会学術集会， 2022， （横浜）， ［ポスター］

003　井上さよ子， 谷口佐知子， 福中　茜， 河原仁美， 宮谷美智
子：腰椎転移のあるがん者の排泄に関する尊厳と患者の
価値を尊重するケア　看護師間と多職種協働によるチー
ムアプロ―チ．第 36 回日本がん看護学会学術集会， 
2022， （横浜）， ［ポスター］

004　深谷恭子， 高木礼子， 山田知里， 柴田亜弥子， 小谷はる
る：PaxmanScalpCooling を用いた 頭皮冷却の 1 例， 第
36 回日本がん看護学会学術集会， 2021， （横浜）， ［口演］

005　青山寿昭：摂食嚥下診療・食事介助におけるコロナ対
策 . 東海摂食栄養フォーラム， 2021， （愛知）， ［座長］

006　青山寿昭：嚥下マニア . 嚥下研究会， 2021， （愛知）， ［座
長］

007　山田健司：看護実践研修②対象の理解Ⅱ手術療法・内視
鏡治療 . 愛知県がんセンター， 2021， （愛知）， ［講師］

008　山田健司：認定看護師が伝える腹腔鏡手術の体位 . 手術
看護セミナー3，日本手術看護学会， 2021， （愛知）， ［講
師］

009　福嶋敬子：メディカルスタッフセッション教育講演，第
50 回日本 IVR 学会総会， 2021， （Web）， ［座長］

010　福嶋敬子：中心静脈ポートの新たな展開　地域連携室の
立場から . 第 45 回リザーバー＆ポート研究会， 2021， 

（Web）， ［シンポジスト］
011　福嶋敬子：CV ポート講習会 . 第 45 回リザーバー＆ポー

ト研究会， 2021， （Web）， ［講師］
012　中島貴子：放射線治療における認定看護師の役割 . 第 6

回たちばな放射線治療講演会， 2021， （Web）， ［講演］
013　宮谷美智子：がん化学療法と看護～患者のライフスタイ

ルの支援～愛 . 知県看護協会研会 2021， （愛知）， ［講師］
014　山口真由美：臨床講義「クリティカルケアにおける看護

の専門性」．愛知県立看護学部成人看護学総合実習，
2021， （愛知）， ［臨床講義］

015　笹川良子：中心静脈ポートの新たなる展開・地域・在宅
医療におけるポートの役割を探る . 第 45 回リザーバー＆
ポート研究会， 2021， （奈良ハイブリット開催）， ［座長］

016　向井未年子：シンポジウム「多職種を巻き込む緩和ケア
チーム作り」．第 26 回日本緩和医療学会学術大会， 2021， 

（神奈川）， ［座長］
017　向井未年子：CNS と考える事例検討「抗がん剤治療の継

続を望む A さんのケア」．第 14 回三重がん看護フォーラ
ム， 2021， （三重）， ［座長］

018　向井未年子：交流集会「高度実践看護師教育課程修了者
『プレ CNS』の教育支援」．第 8 回日本 CNS 看護学会， 
2021， （Web）， ［企画運営］

019　向井未年子：がん看護論「オンコロジック・エマージェ
ンシー」．名古屋市立大学大学院研究科， 2021， （愛知）， 

［講義］
020　向井未年子：シンポジウム「あらためて，緩和ケアとオ

ンコロジーのインテグレーションを考える」．第 19 回日
本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［シンポジスト］

021　向井未年子：「臨床現場における意思決定支援のあり方」．
愛知県立大学看護実践センターセミナー， 2022， （愛知）， 

［講師］
022　高木礼子：ホルモン療法の副作用マネジメント～現場で

の 具 体 的 な 対 応 ～. SANOFI 社 内 レ ク チ ャ ー， 2021， 
（Web）， ［講師］

023　高畑知帆子：抗がん薬曝露対策について～コロナ禍にお
ける PPE 不足時の工夫～. 第 36 回日本がん看護学会学術
集会・2022 年度教育セミナー14， 2022， （神奈川）， ［講師］

024　吉川　惠：AYA 支援チームの立ち上げと進捗状況 . 第 3
回（東海地区）AYA 世代がん患者・家族支援ネットワー
ク構築プログラム研修会， 2021， （愛知）， ［講師］

025　吉川　恵：思春期・若年成人（AYA）世代のがん . 地域
連携緩和ケア勉強会・カンファレンス， 2021， （愛知）， 

［講師］
026　柴田亜弥子：がん看護援助論・がん患者の家族の特徴と

看護 . 愛知県立大学看護学部大学院看護学研究科大学院， 
2021， （愛知）， ［講師］

027　柴田亜弥子：最新医療と看護 . 愛知県立大学看護学部大
学院， 2021， （愛知）， ［講師］
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028　八重樫　裕：摂食嚥下障害看護における看護の専門性と
NST チームでの役割 . 愛知県立大学臨床講義， 2021， （愛
知）， ［講師］

029　八重樫　裕：摂食・嚥下障害看護認定看護師の活動 . 椙
山女学園大学早期体験実習， 2021，（Web）， ［講師］

030　八重樫　裕：摂食嚥下障害と対応～NST での関りから～. 
愛知県がんセンター栄養科実習生， 2021， （愛知）， ［講師］

031　西尾里美：健康障害論Ⅱ血液造血器 . 聖隷クリストファー
大学看護学部， 2021， （静岡）， ［講師］

032　西尾里美：コンサルテーション論 . 愛知県立大学大学院
看護学研究科， 2022， （名古屋）， ［講師］

033　澤上智子：チーム医療の中の専門看護師・認定看護師の
役割について . 椙山女学園大学看護管理， 2021， （愛知）， 

［講師］
034　久保　知：支持療法・粘膜炎ケア . 日本放射線腫瘍学会・

第 22 回放射線腫瘍学夏季セミナー， 2021， （岐阜）， ［講
師］

035　永田智子：がん看護 . 愛知県看護協会訪問看護職員養成
講習会， 2021， （愛知）， ［講師］

036　永田智子：緩和ケア . 緩和ケアボランティア養成講座　
第７期（全 10 回），一般社団法人　あした葉，2021， 

（Web）， ［講師］
037　永田智子：在宅医療病態論 . 愛知県看護協会・訪問看護

認定看護師教育課程， 2021， （愛知）， ［講師］
038　永田智子：消化器症状のマネジメント . がん看護ジェネ

ラリスト研修緩和ケア②，愛知県がんセンター， 2021， 
（愛知）， ［講師・ファシリテーター］

039　千種智之：最新の感染対策 . 愛知県新規採用者研修， 
2021， （愛知）， ［講師］

040　千種智之：いまこそ見直そうラベンダーのよさ（有用性
の再発見）. 第 1 回ラベンダー ユーザーズ フォーラム ハ
リヤード KK， 2021， （愛知）， ［講演］

041　千種智之：感染対策 . 名古屋経済大学管理栄養士学生実
習，愛知県がんセンター， 2021， （愛知）， ［講師］

042　千種智之：感染対策 . 至学館大学管理栄養士学生実習，
愛知県がんセンター， 2021， （愛知）， ［講師］

薬剤部

001　前田章光：癌症例対応を WS 形式で検討 . 第 37 回日本
TDM 学会・学術大会， 2021， （Web）， ［ハンズオンセミ
ナー］

002　前田章光：私にもできる抗がん薬 （メトトレキサート） 
の投与設計 . 第 37 回日本 TDM 学会・学術大会， 2021， 

（Web）， ［シンポジウム講演］
003　前田章光， 山内拓也， 長谷川彩子， 加藤智子， 富安直弥， 

加藤正孝， 稲熊一英， 松崎雅英：愛知県がんセンターの
抗がん剤調製前室天井空調及び作業者の抗がん剤汚染状
況 . 第 31 回日本医療薬学会， 2021， （Web）， ［ポスター］

004　則武千波夜， 前田章光， 髙野裕佑， 須田貴斗， 増田明莉， 
伊藤裕子， 松崎雅英：がん薬物療法における薬局薬剤師

の処方提案内容と採択率 ～愛知県がんセンターのトレー
シングレポートによる分析～. 日本臨床腫瘍薬学会学術大
会 2022， 2022， （仙台）， ［口演］

リスク評価センター　

001　Takaiso N, Yoshimura A, Iwata H, Imoto I：Questionnaire-
based psychological and quality of life assessment after 
contralateral risk-reducing mastectomy for breast 
cancer patients with BRCA 1/2 pathogenic variants . 
BRCA 2021， 2021， （Toronto）， ［Poster］

002　福江美咲：子宮頸癌の診断を契機に Peutz-Jeghers 症候
群が疑われた症例の遺伝カウンセリング . 第 45 回日本遺
伝カウンセリング学会学術集会， 2021， （Web）， ［ポス
ター］

003　高磯伸枝：リンチ症候群に対する大腸癌と子宮内膜癌の
手術症例を対象にしたユニバーサルスクリーニングの取
り組み . 第 45 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会， 
2021， （Web）， ［ポスター］

004　高磯伸枝， 福江美咲， 吉村章代， 井本逸勢：保険診療によ
る BRCA1/2 遺伝学的検査開始後の血縁者診断の状況 . 
日本人類遺伝学会第 66 回大会， 2021， （横浜）， ［口演］

がんゲノム医療センター

001　Matsubara J, Mukai K, Kage H, Oda K, Kudo R, Ikeda S, Ebi 

H, Muro K, Hayashi R, Tokudome N, Yamamoto N, Muto M：
化学療法未施行の切除不能進行・再発固形癌に対するマ
ルチプレックス遺伝子パネル検査の有用性評価に関する
臨床研究（FIRST-Dx trial）. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学
術集会， 2022， （京都）， ［ポスター］

002　衣斐寛倫：ゲノム医療における Physician Scientist の役
割 . 第 27 回日本遺伝性腫瘍学会学術集会，2021， （Web）， 

［シンポジウム］
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研究所長

001　Yamaguchi R, Ebi H, Imoto I：Integration of medicine and 
data science for the future of cancer precision medicine. 
第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， ［シンポジウ
ム］

002　井本逸勢：がん領域の全ゲノム解析時代に求められる遺
伝診療部門の役割．第 6 回クリニカルバイオバンク学会
シンポジウム，2021， （Web）， ［シンポジウム］

003　丹下正一朗， 平野朋美， 井戸川雅史， 平田英周， 井本逸
勢， 時野隆至：膵臓がんにおける新規予後予測遺伝子の
機能解析 . 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， 

［口演］
004　井本逸勢， 高磯伸枝：がんゲノムプロファイリング検査

における PGPV. 日本人類遺伝学会第 66 回大会， 2021， 
（横浜）， ［シンポジウム］

005　井本逸勢：がんゲノムプロファイリング（CGP）検査に
おける Germline findings の取り扱いの現状とこれから . 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京都）， ［シン
ポジウム］

がん情報・対策研究分野

001　Koyanagi YN, Kasugai Y, Oze I, TaniyamaY, Ito H, Matsuo 

K：Impact of ALDH2 rs671 and alcohol on pancreatic 
cancer risk: an evaluation by mediation analysis. 第 80 回
日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， ［口演］

002　Kawakatsu Y, Nakatochi M, Abe M, Ito H, Oze I , Koyanagi 

YN, Kasugai Y, Matsuo K：Breast cancer risk from FTO 
gene polymorphisms includes obesity-independent 
pathway: A mediation analysis. 第 80 回日本癌学会学術
総会， 2021， （横浜）， ［ポスター］ 

003　伊藤ゆり， 堀芽久美， 福井敬佑， 太田将仁， 中田佳世， 杉
山裕美， 伊藤秀美， 大木いずみ， 西野善一， 宮代　勲， 片
野田耕太， 柴田亜希子， 松田智大：20 年間でがん患者の
生存率は向上したか？ 6 府県の住民ベースのがん登録に
よる検討 . 第 32 回日本疫学会学術総会， 2022， （千葉）， 

［口演］
004　村松佑理子， 小栁友理子， 春日井由美子， 谷山祐香里， 尾

瀬　功， 伊藤秀美， 松尾恵太郎 ： 媒介分析による Alcohol 
dehydrogenase 1B 遺伝子多型の台超がんリスクに対する
効果の評価 . 第 32 回日本疫学会学術総会， 2022， （千葉）， 

［口演］
005　谷山祐香里， 尾瀬　功， 小栁友理子， 伊藤ゆり， 松田智

大， 松尾恵太郎， 伊藤秀美：住民ベースのがん罹患情報
を用いた非小細胞肺がん患者の予後における分子標的薬
による影響の評価 . 第 32 回日本疫学会学術総会， 2022， 

（千葉）， ［口演］

006　岩上将夫， 後藤　温， 鈴木詩織， 片桐涼子， 羽入田明子， 
山地太樹， 澤田典絵， 中杤昌弘， 若井建志， 須藤洋一， 清
水厚志， 丹野高三， 木下賢吾， 寶澤　篤， 伊藤秀美， 松尾
恵太郎， 岩崎　基， J-CGE グループ：メンデルのランダ
ム化法による血中脂質と大腸がんの関係の検討 . 第 32 回
日本疫学会学術総会， 2022， （千葉）， ［口演］

007　羽入田明子， 後藤　温， 鈴木詩織， 片桐涼子， 岩上将夫， 
山地太樹， 澤田典絵， 中杤昌弘， 若井建志， 須藤洋一， 清
水厚志， 丹野高三， 木下賢吾， 寶澤　篤， 伊藤秀美， 松尾
恵太郎， 岩崎　基：メンデルのランダム化法による糖代
謝指標と大腸がんの関連解析 . 第 32 回日本疫学会学術総
会， 2022， （千葉）， ［口演］

がん予防研究分野

001　Matsuo K：History of Cancer Epidemiology. 第 80 回日本
癌学会学術総会， 2021， （横浜）， ［講演］

002　Koyanagi Y, Kasugai Y, Oze I, Taniyama Y, Ito H, Matsuo K：
Impact of ALDH2 rs671 and alcohol on pancreatic 
cancer risk: an evaluation by mediation analysisALDH2. 
第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， ［口演］

003　Kawakatsu Y, Nakatochi M, Abe M, Ito H, Oze I, Koyanagi Y, 

Kasugai Y, Matsuo K：Breast cancer risk from FTO gene 
polymorphisms includes obesity-independent pathway: A 
mediation analysis. 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， 

（横浜）， ［ポスター］
004　村松佑理子， 小栁友里子， 春日井由美子， 谷山祐香里， 尾

瀬　功， 伊藤秀美， 松尾恵太郎：媒介分析による Alcohol 
dehydrogenase 1B 遺伝子多型の大腸がんリスクに対する
効果の評価 . 第 32 回日本疫学会学術総会， 2021， （オンラ
イン開催）， ［口演］

005　岩上将夫， 後藤　温， 鈴木詩織， 片桐涼子， 羽入田明子， 
山地太樹， 澤田典絵， 中杤昌弘， 若井建志， 須藤洋一， 清
水厚志， 丹野高三， 木下賢吾， 寶澤　篤， 伊藤秀美， 松尾
恵太郎， 岩崎　基， J-CGE グループ：メンデルのランダ
ム化法による血中脂質と大腸がんの関係の検討 . 第 32 回
日本疫学会学術総会，2021， （オンデマンド開催）， ［口演］

006　羽入田明子 ，後藤　温， 鈴木詩織， 片桐涼子， 岩上将夫， 
山地太樹， 澤田典絵， 中杤昌弘， 若井建志， 須藤洋一， 清
水厚志， 丹野高三， 木下賢吾， 寶澤　篤， 伊藤秀美， 松尾
恵太郎， 岩崎　基：メンデルのランダム化法による糖代
謝指標と大腸がんの関連解析 . 第 32 回日本疫学会学術総
会，2021，（オンデマンド開催）， ［口演］

3．学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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がん病態生理学分野

001　青木正博， 武藤　誠， 藤下晃章：ALCAM （CD166）は大
腸がん幹細胞の幹細胞性と転移能に寄与する . 第 25 回日本
がん分子標的治療学会，  2021， （Web）， ［ワークショップ］

002　三城恵美， 藤下晃章， 小島　康， 梶野リエ， 田中　努， 田
近正洋， 青木正博：大腸腫瘍組織における翻訳後修飾変
化の解析 . 日本プロテオーム学会 2021 年大会， 2021， 

（Web）， ［口演］
003　青木正博， 武藤　誠， 藤下晃章：新規転移性大腸がんマ

ウスモデルの作出と転移機構の解析．第 30 回日本がん転
移学会学術集会・総会， 2021， （Web）， ［ワークショップ］

004　青木正博， 三城恵美， 曽我朋義， 小島　康：デュアルオミ
クス解析で明らかとなったがん悪液質に伴う肝臓の代謝
変化の概要．第 80 回日本癌学会学術総会 2021， （横浜）， 

［シンポジウム］
005　向井智美， 佐藤龍洋， 三城恵美， 青木正博， 藪田紀一， 関

戸好孝：悪性中皮腫における O-GlcNAc 修飾異常を介し
た腫瘍進展メカニズムの解明 . 第 44 回日本分子生物学会
年会， 2021， （横浜）， ［ポスター］

分子腫瘍学分野

001　Sekido Y：“NF2” Mini-Symposia 14. iMig2021， 2021， 
（Web）， ［招待講演］

002　鈴木浩也， 向井智美， 三井田孝， 関戸好孝， 村上（渡並）
優子：LATS2 変異悪性中皮腫に対する新規合成致死遺伝
子を標的とした抗腫瘍活性の包括的評価 . 第 25 回日本が
ん分子標的治療学会学術集会， 2021， （Web）， ［ワーク
ショップ］

003　丹下将希， 鈴木浩也， 三井田孝， 関戸好孝， 村上（渡並）
優子：BAP1 変異悪性中皮腫細胞株における CHK2 の役
割 . 第 25 回 日本がん分子標的治療学会学術集会， 2021， 

（Web）， ［ワークショップ］
004　赤尾　謙， 佐藤龍洋， 向井智美， 平野雅規， 関戸好孝：悪

性中皮腫細胞に対する新規 TEAD 阻害剤の効果の検討 . 
第 2 回日本石綿・中皮腫学会学術集会， 2021， （Web）， 

［口演］
005　陳イクアン， 永江玄太， 上田宏生， 辰野健二， 森下真一， 

関戸好孝， 油谷浩幸：ロングリードシーケンシングによ
るヒト中皮腫ゲノム変異の特徴の研究 . 第 80 回日本癌学
会学術総会， 2021， （横浜）， ［ポスター］

006　小林輝星， 鈴木浩也， 三井田 孝， 関戸好孝， 村上（渡並）
優子：悪性中皮腫において BAP1 変異と合成致死表現型
を示す遺伝子の機能解析 . 第 80 回日本癌学会学術総会， 
2021， （横浜）， ［ポスター］

007　関戸好孝：悪性中皮腫のゲノム異常と細胞特性 . 日本産
業衛生学会　第 48 回産業中毒・生物学的モニタリング研
究会， 2021， （Web）， ［特別講演］

008　小玉勇太， 田中一大， 佐藤龍洋， 堀　和美， 玄　崇永， 森
瀬昌宏， 佐藤光夫， 関戸好孝：悪性中皮腫におけるオキ

シトシン受容体（OXTR）を標的とした新規治療法の開
発 . 第 62 回日本肺癌学会学術集会， 2021， （横浜）， ［ポス
ター］

009　佐藤龍洋， 関戸好孝：隣接細胞への浸潤機構「エントー
シス」に関わる新たな分子機序とその役割 . 第 44 回日本
分子生物学会年会， 2021， （横浜）， ［ポスター］

010　向井智美， 佐藤龍洋， 三城恵美， 青木正博， 藪田紀一， 関
戸好孝：悪性中皮腫における O-GlcNAc 修飾異常を介し
た腫瘍進展メカニズムの解明 . 第 44 回日本分子生物学会
年会， 2021， （横浜）， ［ポスター］

システム解析学分野

001　Zhang Y-Z, Yamaguchi K, Hatakeyama S, Furukawa Y, 

Miyano S, Yamaguchi R, Imoto S：On the application of 
BERT models for nanopore methylation detection. IEEE 
International Conference on Bioinformatics and 
Biomedicine， 2021， （Virtual）， ［口頭発表］

002　Nakata A, Narita Y, Kumanishi R, Nakazawa T, Ogata T, 

Matsubara Y, Kodama H, Honda K, Masuishi M, Taniguchi 

H, Kadowaki S, Ando M, Yamaguchi R, Tajika M, Muro K ：
Eff icacy of Immune Checkpoint Inhibitors for 
Gastrointestinal Cancers with SWI/SNF Complex 
Genetic Alterations. 日本臨床腫瘍学会， 2022， （京都）， 

［口頭発表］
003　山口　類， 衣斐寛倫， 井本逸勢：未来のがん精密治療の

実現へ向けた医学とデータ科学の統合的アプローチ . 第
80 回日本癌学会学術総会，2021， （横浜）， ［口頭発表］

004　笠島理加， 鈴木理樹， 清水英悟， 玉田嘉紀， 新井田厚司， 
廣島幸彦， 片山琴絵， 山口　類， 山口貴世志， 古川洋一， 
宮野　悟， 井元清哉， 横瀬智之， 宮城洋平：遺伝子ネット
ワーク解析による高悪性度胎児型肺癌の特異的なパス
ウェイ予測 . 第 80 回日本癌学会学術総会，2021， （横浜）， 

［ポスター］
005　Heewon Park, Koji Maruhashi, Rui Yamaguchi, Seiya Imoto, 

Satoru Miyano：Comprehensive gene regulatory network 
analysis based on explainable AI. 第 80 回日本癌学会学
術総会，2021， （横浜）， ［口頭発表］

006　中川沙弥， 山口貴世志， 高根希世子， 池上恒雄， 清水　悟， 
山口　類， 井元清哉， 宮野　悟， 古川洋一：腫瘍抑制遺伝
子 APC プロモーター1A および 1B の解析 . 第 80 回日本
癌学会学術総会，2021， （横浜）， ［ポスター］

007　松井琢哉， 松下博和， 山口　類， 高原弘知， 白井　俊， 仲
田健男， 高橋祐介， 坂倉範昭， 黒田浩章， 小田梨紗， 坂根
理司， 立松　勉， 横田圭右， 羽田裕司， 奥田勝裕， 中西良
一：原発性肺癌におけるヒト白血球抗原クラス I メッセ
ンジャー RNA と術後再発との関連 . 第 80 回日本癌学会
学術総会，2021， （横浜）， ［ポスター］
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腫瘍制御学分野

001　�小根山千歳：Mechanisms underlying the oncogenic 
signal-mediated exosome upregulation．第 44 回日本分
子生物学会年会，2021， （Web）， ［シンポジウム］

002　小根山千歳：発光を利用したがんエクソソーム産生亢進
機構の解明 . 第 31 回基礎及び最新の分析化学講習会，
2021， （Web）， ［シンポジウム］

003　小根山千歳：がんシグナルによるエクソソーム分泌亢進
メカニズム . 第 8 回日本細胞外小胞学会，2021， （Web）， 

［シンポジウム］
004　小根山千歳：がん細胞由来エクソソームの in vivo イメー

ジング . 第 25 回日本がん分子標的治療学会学術集会，
2021， （Web）， ［シンポジウム］

005　小根山千歳， 山内友恵， 奥崎大介：がん進展における
microRNA を介した Src シグナルの制御 . 第 14 回日本エ
ピジェネティクス研究会，2021， （Web）， ［ポスター］

006　小根山千歳， 疋田智也：In vivo imaging of long-term 
accumulation of cancer-derived exosomes using a BRET-
based reporter. Pacifichem 2021， 2021， （Web）， ［ ポ ス
ター］

007　三谷文美絵， 小根山千歳：Aste l tox in suppresses  
extracellular vesicle secretion through AMPK/mTOR-
mediated activation of lysosome function. 第 3 回 CIBoG
リトリート / 第 14 回 NAGOYA グローバルリトリート，
2021， （Web）， ［ポスター］

腫瘍免疫応答研究分野

001　Kagoya Y：Genetic modification of antitumor T cells for 
optimal adoptive cancer immunotherapy. Franco-
Japanese immuno-oncology webinars serie， 2022， 

（Web）， ［招待講演］ 
002　Kagoya Y：Future perspectives of CAR-T cell therapy 

for cancer. The 25th JFCR-ISCC， 2021， （Web）， ［招待
講演］

003　Kagoya Y：Epigenetic insights into T cell longevity for 
optimal adoptive immunotherapy. JCA-AACR Precision 
Cancer Medicine International Conference， 2021， 

（Web）， ［招待講演］
004　籠谷勇紀：エピジェネティクス修飾による CAR-T 細胞

の改良 . 第 3 回東京理科大学総合研究院合成生物学研究
部門シンポジウム， 2022， （Web）， ［招待講演］ 

005　籠谷勇紀：Rejuvenation of aged T cells for effective 
adoptive cancer immunotherapy. 第 3 回 CIBoG リトリー
ト，2022，（Web），［招待講演］

006　籠谷勇紀：T 細胞疲弊の再定義－分子レベルでの T 細胞
状態の理解 . 第 50 回日本免疫学会学術集会， 2021， （奈
良）， ［シンポジウム講演］ 

007　吴吴　智聞， 籠谷勇紀：CD83 marks progenitor exhausted 
T cell population. 第 50 回日本免疫学会学術集会， 2021， 

（奈良）， ［ポスター］ 
008　籠谷勇紀：細胞のメモリーレスポンス－ biodistribution

の視点から－ . 第 6 回 DIA 再生医療製品・遺伝子治療用
製品シンポジウム， 2021， （東京）， ［招待講演］

009　籠谷勇紀：転写ネットワーク修飾による T 細胞機能の改
変 . 第 94 回日本生化学大会， 2021， （Web）， ［招待講演］ 

010　籠谷勇紀：次世代 CART 細胞療法の開発動向 . BioJapan 
2021， 2021， （横浜）， ［特別講演］

011　籠谷勇紀：エピジェネティクス・代謝改変による CAR-T
細胞療法の改良 . 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横
浜）， ［招待講演］

012　吉川聡明， 吴吴　智聞， 松下博和， 細田和貴， 鈴木史朗， 籠
谷勇紀：エピジェネティック因子修飾による抗腫瘍 T 細
胞の機能改善 . 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横
浜）， ［口演］

013　吉川聡明， 吴吴　智聞， 松下博和， 細田和貴， 鈴木史朗， 籠
谷勇紀：Epigenetic modification of antitumor T cells to 
induce  durab le  c l in i ca l  response  in  adopt ive 
immunotherapy. 第 25 回日本がん免疫学会総会， 2021， 

（和歌山）， ［口演］ 
014　籠谷勇紀：造血器腫瘍における免疫細胞療法 . 第 18 回東

海リンパ腫フォーム， 2021， （Web）， ［特別講演］

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

001　松井琢哉， 松下博和， 高原弘知， 白井　俊， 仲田健男， 高
橋祐介， 坂倉範昭， 黒田浩章， 小田梨紗， 坂根理司， 立松　
勉， 横田圭右， 奥田勝裕， 中西良一：原発性肺癌における
ヒト白血球抗原クラス I メッセンジャーRNA と術後再発
との関連 . 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， （横浜）， 

［ポスター］
002　小室裕康， 高橋祐介， 西科直樹， 福嶋恭啓， 宮本勇作， 松

本光善， 山本裕崇， 白橋幸洋， 西田玲奈， 杉田裕介， 篠原
周一， 松井琢哉， 岡村文子， 福山　隆， 黒田浩章， 松下博
和， 土井　潔， 岩田　尚：HLA-B*1501 肺癌患者における
KK-LC-1 に対する TCRβ鎖の解析 . 第 62 回日本肺癌学会
学術集会， 2021， （横浜）， ［一般口演］

003　松下博和：基礎的観点から見た免疫チェックポイント阻
害剤の作用機序， 第 3 回 I-O Strategy Seminar in 愛宕， 
2021， （Web）， ［招待講演］ 

004　松下博和：グリオーマにおけるがん免疫療法， 第 9 回 
Neuro-oncology WEST， 2021， （京都）， ［招待講演］

005　松下博和：卵巣がんにおけるネオ抗原の発現とがん微小
環境の評価， 第 36 回日本生殖免疫学会総会・学術集会， 
2021， （東京）， ［シンポジウム］

006　篠原周一，高橋祐介， 岡村文子， 小室裕康， 松井琢哉， 大
矢由子， 黒田浩章， 松下博和：マルチオミクソン解析に
基づく新たな腫瘍免疫微小環境スコア（TIME score）の
開発 . 第 25 回日本がん免疫学会総会， 2021， （和歌山）， 

［一般口演］
007　篠原周一， 高橋祐介， 小室裕康， 松井琢哉， 大矢由子， 黒
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田浩章， 松下博和：マルチオミクソン解析に基づく腫瘍
免疫微小環境スコア（TIME score）の意義 . 第 18 回日
本免疫治療学会学術集会， 2021， （Web）， ［ポスター］ 

008　松下博和：肺癌に対するネオアンチゲンを標的としたが
んワクチン療法の開発 . 第 18 回日本免疫治療学会学術集
会， 2021， （Web）， ［シンポジウム］

009　高橋祐介， 篠原周一， 松下博和：EGFR 変異陰性非小細
胞肺癌における腫瘍浸潤リンパ球の標的がん抗原の検索 . 
第 38 回日本呼吸器外科学会， 2021， （Web）， ［要望演題］， 　

010　小室裕康， 高橋祐介， 宮本勇作， 松本光善， 山本裕崇， 白
橋幸洋， 西田玲奈， 宮井まなみ， 篠原周一， 松井琢哉， 岡
村文子， 福山　隆， 黒田浩章， 松下博和， 土井　潔， 岩田　
尚：LA-B1501 肺癌患者における KK-LC-1 に対する TCR
の取得 . 第 38 回日本呼吸器外科学会， 2021， （Web）， ［一
般口演］

011　松井琢哉， 松下博和， 奥田勝裕， 中西良一：肺悪性腫瘍の
HLA 遺伝子多型による疾患感受性と免疫応答の個体差形
成メカニズムの解明 . 第 38 回日本呼吸器外科学会学術集
会， 2021， （Web）， ［一般口演］

012　篠原周一， 小室裕康， 松井琢哉， 大矢由子， 仲田健男， 高
橋祐介， 岡村文子， 坂倉範昭， 黒田浩章， 松下博和：RNA 
に基づいた腫瘍免疫微小環境スコア（TIME score）の意
義 . 第 38 回日本呼吸器外科学会学術集会， 2021， （Web）， 

［パネルディスカッション］
013　松井琢哉， 松下博和， 黒田浩章， 坂倉範昭， 高橋祐介， 仲

田健男， 大矢由子， 中西良一， 奥田勝裕， 横田圭右， 立松　
勉， 遠藤克彦， 坂根理司， 小田梨紗：肺悪性腫瘍における
Human leukocyte antigen （HLA） 遺伝子多型による疾患
感受性及び免疫応答の個体差の形成に関するメカニズム
の解明 . 第 121 回日本外科学会定期学術集会， 2021， 

（Web）， ［一般口演］
014　篠原周一， 小室裕康， 松井琢哉， 重松義紀， 波戸岡俊三， 

庄村　心， 安達勝利， 高尾仁二， 大塚　崇， 大矢由子，中
田健男， 高橋祐介， 岡村文子， 坂倉範昭， 黒田浩章， 松下
博和：マルチオミクス解析に基づいた腫瘍免疫微小環境
スコアの意義 . 第 121 回 日本外科学会定期学術集会， 
2021， （Web）， ［外科学再興シンポジウム］

015　松下博和：ネオアンチゲンを標的としたがんワクチン療
法 . 第 23 回 外科分子細胞治療研究会， 2021， （Web）， ［シ
ンポジウム］　

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

001　Abe Y, Shuang Z, Mizuno K, Tanaka I, Ito T, Ishigami M, 

Fujishiro M, Suganami T, Taguchi A：Integrated multi-
omics analysis of a mouse model of nonalcoholic 
steatohepatitis-associated hepatocellular carcinoma. JCA-
AACR Precision Cancer Medicine International 
Conference， 2021， （Web）， ［Poster］ 

002　田口　歩：クリニカルプロテオミクスが拓くがん研究の
近未来，第 53 回藤田医科大学医学会シンポジウム「がん

の多様性と治療戦略」， 2021， （豊明）， ［講演］
003　田口　歩：血液は何を語るのか：光濃縮によるがん早期

診断への挑戦，LAC-SYS 研究所第 3 回シンポジウム， 
2021， （Web）， ［講演］

004　田口　歩：光濃縮による血中がんバイオマーカーの超高
感度測定法の開発および新規バイオマーカー探索第 48 
回光科学異分野横断セミナー， 2021， （堺）， ［講演］

005　阿部雄一， 平野秀和， 青木雅彦， 庄司広和， 鬼谷　薫， 本
田一文， 朴　成和， 朝長　毅， 足立　淳：患者由来試料を
用いたリン酸化プロテオーム解析手法の開発と胃がん生
検試料への応用， 日本プロテオーム学会 2021 年大会， 
2021， （Web）， ［奨励賞受賞口演］

006　 阿 部 雄 一， 石 上 雅 敏， 田 口　 歩：Temporal omics 
prof i l ing using a mouse model of nonalcohol ic 
steatohepatitis-associated hepatocellular carcinoma. 
2021，第 80 回日本癌学会学術総会 （Web）， ［口演］

007　森　治樹，  阿部雄一， 梶野泰祐， 三宅　亨， 谷　眞至， 田
口　 歩：Establishment and multi-omic characterization 
of mouse colorectal cancer cell lines with different 
metastatic potentials. 第 80 回日本癌学会学術総会， 2021， 

（Web）， ［ポスター］
008　森　治樹， 阿部雄一， 夏目誠治， 大内　晶， 木下敬史， 三

宅　亨， 飯田洋也， 細田和貴， 小森康司， 清水泰博， 谷　
眞至， 田口　歩：In vitro 大腸癌転移モデルの多層オミク
ス解析に基づく転移分子機構解明とその制御法の開発， 
2021， 第 29 回日本消化器関連学会週間（JDDW）， （神
戸）， ［口頭発表］

009　森　治樹， 阿部雄一， 夏目誠治， 木下敬史， 大内　晶， 三
宅　亨， 飯田洋也， 細田和貴， 小森 康司， 清水泰博， 谷　
眞至， 田口　歩：In vitro 大腸癌転移モデルの多層オミク
ス解析に基づく転移分子機構解明とその制御法の開発， 
2021， 第 59 回日本癌治療学会学術集会， （横浜）， ［口頭発
表］

010　森　治樹， 阿部雄一， 梶野泰祐， 水野和幸， 田口　歩：
Establishment and multi-omic characterization of mouse 
colorectal cancer cell lines with different metastatic 
potentials. 第 11 回名古屋大学医学系研究科・生理学研究
所合同シンポジウム， 2021， （Web）， ［口頭発表］

011　阿部雄一， 周　爽， 水野和幸， 田中　都， 伊藤隆徳， 石上
雅敏， 藤城光弘， 菅波孝祥， 田口　歩：NASH 肝がんマ
ウスモデルの経時的マルチオミクス解析による肝がん早
期診断バイオマーカーと治療標的分子の探索， 第 11 回名
古屋大学医学系研究科・生理学研究所合同シンポジウム，
2021， （Web）， ［口頭発表］

012　梶野泰祐， 岩井美佳， 中杤昌弘， 柳澤　聖， 磯村久徳， 島
田友香子， 鈴木　元， 田口　歩， 高橋　隆：A novel long 
non-coding RNA， TILR， represses TP53 and the 
apoptosis induction in lung cancer. 第 11 回名古屋大学医
学系研究科・生理学研究所合同シンポジウム， 2021， 

（Web）， ［口頭発表］
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がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

001　Ebi H：Perspectives for the future target therapy to 
colorectal cancer. 第 80 回日本癌学会学術総会，2021， （横
浜）， ［シンポジウム］

002　Ebi H：Development of targeted therapies against 
tumors with aberrant MAPK signaling.The JCA-
Mauverney Awards Session 第 80 回日本癌学会学術総
会，2021，（横浜），［受賞講演］

003　Ebi H：Mechanisms of resistance to RAS-targeting 
therapies. 第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2022， （京
都）， ［シンポジウム］

004　Ebi  H：Targeting mutant KRAS based on its 
dependency in cancer cell survival.The 25th JFCR －
ISCC， 2021， （東京）， ［招請講演］

005　足立雄太， 伊藤健太郎， 木村　令， 山口　類， 衣斐寛倫：
EMT is a cause of both intrinsic and acquired resistance 
to KRAS G12C inhibitor in KRAS G12C mutant NSCLC.
第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会， 2021， （Web）， ［ミニ
オーラル］

006　沖　英次， 竹政伊知朗， 加藤健志， 山崎健太郎， 小高雅
人， 渡邉　純， 虫明寛行， 加藤健太郎， 谷口浩也， 中村能
章， 小谷大輔， 衣斐寛倫， 山中竹春， 吉野孝之， 森　正
樹：ゲノム解析による外科治療の進歩　ctDNA を利用し
た大腸癌の術後モニタリングによる治療確立を目指した
大規模臨床試験（会議録）. 第 121 回日本外科学会定期学
術集会， 2021， （千葉）， ［口頭］

007　渡邉　純， 白数洋充， 池永雅一， 能浦真吾， 山口達郎， 塩
澤　 学， 賀 川 義 規， 後 藤 昌 弘， 山 田　 誠， Aleshin 
Alexey， 由上博喜， 三島沙織， 安藤幸滋， 浜部敦史， 三代
雅明， 衣斐寛倫， 小谷大輔， 中村能章， 谷口浩也， 吉野孝
之：Circulating tumor DNA dynamics by adjuvant 
chemotherapy for  resected co lorecta l  cancer 
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